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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　石田あきら


口絵デザイン　渡辺信生
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　解説　　富士見ミステリー文庫編集部








　プロローグ







……なんだこれ？


　モニターから放はなたれる鈍にぶい光の中に、見たこともない画面が映うつし出されていた。


『エクスプローラー』


　とだけ書かれたタイトル画面。真まっ黒くろなバックグラウンドに、明るさを抑おさえた白い文字。とはいえ、そのページのどこにもリンクが張られていないのが不ふ自し然ぜんだった。ソースを見てようやく本当の入り口がわかる仕し掛かけになっていた。


　怪あやしい匂においがぷんぷんと漂ただよう。透とおるはわけもなくドキドキしてきて、きょろきょろと背はい後ごを振ふり返ったり、窓まどの外を窺うかがったりした。


　だけど夏の終わりの昼ひる下さがり、市立図書館のパソコンルームにはまるで人の気け配はいがしない。ここだけ外がい界かいから切り離はなされたような寂さびしさが、パソコン本体が放つ無む機き質しつなノイズと相あいまって溢あふれ出ていた。


　透のアカウントのブックマークに残されていた、見たことのないショートカットリンク。自分で保存した覚おぼえはない。不ふ思し議ぎに思いながら躊躇ためらいがちにクリックした。このとき既すでに透は何かの予よ兆ちようのようなものを感じていた。


『探さがしものは何ですか？』


　隠かくし扉とびらをくぐった先の、目め立だつ看かん板ばんに書かれていた言葉。このサイトの目的を端たん的てきに表した魔法の言葉は、透の興きよう味みを大いに惹ひき付けた。


……探しもの……？


　突然、胸むねの奥おくに大きな空くう洞どうが生まれたような錯さつ覚かくを引き起こす。悲しいような懐なつかしいような、気けだるい喪そう失しつ感かん。不思議な感覚だった。透は何も所有しない。家族も、友人も、金も、物も……。透にあるのは自分の身体からだと名前だけ。


　湧わき上がる感かん傷しよう的な何かを、胸を押さえて閉じ込めると、透は次々とページを繰った。やり取りされている探しものは多た岐きにわたり、中には途と方ほうもない金額が付いているものもあった。


　透はようやく自分の居場所を見つけたような気がした。点てん滅めつする『捜そう索さくメンバー募ぼ集しゆう』の画像バナーに目が吸すい寄せられる。


　探して欲しいものなど何もない。だけど透は誰だれよりも多くのものを見つけ出すことが出来る。そういう能力ちからを持っている。空からっぽのリュックには、人よりも多くのものが詰つめ込めるだろう。


　透は迷まよわず画像バナーをクリックした。それが自分の運命を大きく変えることになるのを漠ばく然ぜんと感じながら……。




　第一章







　　　　§１





「やれやれ、やっと着いたか」


　目の前にぶら下がっている男が、依い頼らいされた件けんの男だん性せいと見て間ま違ちがいないだろう。


「まあいいや。とっとと写真送って帰るか」


　カメラ付き携けい帯たいで写真を撮とるとその場でメール送信した。返事を待つ間、透とおるは傍かたわらの倒たおれた木に腰こしを下ろすと一息ついた。広こう葉よう樹じゆは軒のき並なみ葉が落ちて、抜ぬけるように澄すんだ青空がダイレクトに目に飛び込んできた。吐はく息が白い。


　その場で待つこと五分、確かく認にん完かん了りようのメールが入った。最後の指し示じは、速すみやかにその場を立ち去ることだった。


「ふん。いつもこうだったら楽なんだけどな」


　携帯から顔を上げると、雪ゆき化げ粧しようをまとった富ふ士じ山さんが圧あつ倒とう的てきな存そん在ざい感で迫せまっていた。あまりに素す晴ばらしい眺ながめだったが、半分腐くさり落ちて白はつ骨こつ化かしかけた男と並ならんで見る景色でもない。もちろん一人苦く笑しようしても、反はん応のうするものはここにはいない。


　汗あせが冷えて急に寒さが身に沁しみてきた。透は細身の身体からだをぶるっと震ふるわせると、焦こげ茶色の革かわジャンの前を合わせて軽けい快かいに立ち上がった。そして大きく伸のびをした後、赤いビニールひもを伝って、今しがたやって来た森の中を再ふたたび戻もどり始めた。


　道らしい道のない樹海を二時間歩き続けてきたばかりだが、普ふ段だんから鍛きたえているので、この程てい度どの山歩きではそれほどの疲つかれはない。


　透は額ひたいに掛かかった髪かみを搔かき上げて背はい後ごを振ふり返った。まだあどけなさの残る顔がん貌ぼうに、中学生と見間違う者は多い。といっても実じつ際さい半年前は中学生だったのだからあながち間違いとも言えないだろう。


　透はすいっと目を細めてじっと死体を見つめた。なんとなく死体に見られているような気がしたのだが、落ち窪くぼんだ眼がん窩かには既すでに眼球はない。もちろんただの気のせいだった。事が上う手まくいき過すぎたせいで、逆ぎやくに神しん経けいが過か敏びんになっていたようだ。


　いつもはフリーに公開依い頼らいされている案件を選ぶのだが、おとついの金曜の夜、珍めずらしくエクスプローラーのエージェントが名な指ざしで依頼をしてきた。


「三ヶ月前に失しつ踪そうした男性が富士の樹海に入り込んでいたようで、生死を問わず今週中に見つけ出して欲ほしい」というものだった。


　どういう事情があるのか知らないが、たった二日で四十平方キロメートルもある樹海を隈くまなく捜そう索さくするのはかなり難むずかしい。数十人、数百人単位の人間を動員しての人海戦せん術じゆつなら可か能のうだが、この依頼者は事をあまり大っぴらにはしたくないようだった。そう考えれば普通の人間には難しい条じよう件けんだった。透にとっての難なん易い度どのわりに、条件が破は格かくに良かったので飛びついてしまったが、今思うとちょっと軽けい率そつだったかもしれない。罠わなの可能性は低そうだが、注意は怠おこたらないようにと、改めて周囲に深く目を凝こらした。





　　　　§２





　霧きり元もと透がエクサーとなったのは二年前の夏の終わりだ。とある出来事で頭を強打し、通常の人間にはありえない、ある能のう力りよくが身に付いたことがきっかけだった。


　その能力とは、見えるはずのないものが、物を透すかして見えるという不思議な現象。いわゆる「透とう視し」、フルラスコピーと呼よばれるものだった。脳のうか視し神しん経けいが機能異い常じようを起こしたと考えればいいのだろうが、初めてその現象に気が付いたとき、まともではなさすぎて自分でも気味が悪いだけだった。


　だけど慣なれてくると、この能力はかなり便利だった。そのうちにこの能力の限界が知りたくなった。どこまで透視が利きくのか知っていれば、いざというとき頼たよりになる。


　まず、通常の視力自体が飛ひ躍やく的てきに上がっていて、街中を歩いていて遠すぎて見えないというものがなかった。ちょっと目を凝らせば百メートル先に落ちている新聞の記事が読めた。遮しや蔽へい物ぶつのない地平線が見られる場所は、北海道の一部を除のぞいて日本にはない。電車を乗り継ついで東京タワーまで行って確たしかめてみた。展てん望ぼう室だいから見み渡わたした限かぎりでは、サンシャインビルで働くＯＬの胸むねの名札が辛かろうじて見えたのが限界だった。約十キロメートルというところだろう。


　そして透視能力については、無条件で何でも見えるというわけではなかった。まず、暗くら闇やみの中にあるものは見えない。光が当たっていないと物が見えないのである。だからポケットの中のものや、服を透視して裸はだかを見るというようなことは出来なかった。


　それから、透視すると視力の限界距きよ離りが短くなるようだった。測はかったわけではないので正確なところはわからないが、一つ遮蔽物を透視すると、一割ほど視界距離が短くなるようである。


　そして透視には方向性がある。壁かべの向こう側のものは見ることが出来ても、壁の裏うら側がわに書かれている落書きを読むことは出来ない。


　透視出来る厚あつさに限界はないが、一メートルを超こすような物を透視すると著いちじるしく距離が落ちた。つまり地下街から地上を透視すると、数十メートルほどしか見渡すことが出来ない。だから仮かりに地上に遮蔽物がなくても、約五キロメートル以上遠くにある物は地上からでは物理的に見ることが出来ない。地球は丸いからだ。それ以上は地平線の下に潜もぐってしまう。





　夏休みが始まったばかりの頃ころ、施し設せつの院長に寝しん室しつに連れ込まれそうになった透は、院長を殴なぐって孤こ児じ施設を脱だつ走そうしていた。今度こそ施設に戻るつもりがなかった透は、特とく殊しゆ能力を得たことで、そのまま金を稼かせいで一人で生きていくことを決意した。


　真っ先に行ったのは、空あき巣すだった。金を稼ごうにも十四歳さいでは誰だれも雇やとってはくれないし、たとえ雇ってもらえたとしても、当時、怪け我がで右足を引き摺ずっていた透に何が出来ただろう。だからといって施設に戻ることは絶ぜつ対たいに嫌いやだった。生きるために必要なものは、まずは金だった。それも千円、二千円ではなく、就しゆう労ろうできる年ねん齢れいまで生きていくための何百万円という大金だった。


　罪つみの意い識しきは全まつたくなかった。というよりそんなものを気にしていたら、今頃野の垂たれ死んでいたか院長の慰なぐさみ物になっていたに違いない。


　だが、最初こそ順調だったものの、空き巣に入って五軒けん目めの家で失敗した。この能力にも見えないものがある。ホームセキュリティシステムのセンサーに使われている赤外線は、透の目には見えなかった。殺さつ到とうする警けい備び会社の車に気が付いたから何とか逃にげきることが出来たものの、もう少し気付くのが遅かったらアウトだったろう。


　四件けんの空き巣で、とりあえず数週間ばかり生活するだけの金は手に入った。だけど、もちろんこれだけでは全然足りない。この年で金を得ようとするとどうしても非ひ合法な方法しか思いつかない。犯はん罪ざいを犯おかすか、身体からだを売るか……。あのサイトに巡めぐり会ったのは、みみっちい万引きをしながら食いつないで、何か良い方法はないかと考えているときだった。





　夏場、エアコンの利いた図書館は時間を潰つぶすには最高の場所だ。適てき温おんかつ静かなので、暑さで寝ね苦ぐるしくて十分取れなかった睡すい眠みんをここで確かく保ほすることが出来た。夏休みが終わると午前中の図書館は驚おどろくほど静かで閑かん散さんとなる。透はこそこそと司書の目が届とどかないパソコンルームへと逃げるように入っていった。


　学校の授じゆ業ぎようで使ったことがある程てい度どで、施設にパソコンなんてものがあるはずもない。ほとんど触さわったことがなかったので、今までこの場所はなんとなく避さけていたが、試ためしに触っているうちにその面おも白しろさがわかってきた。操そう作さの仕方は、同じ館内にあるパソコン雑ざつ誌しやインターネットで覚えていった。開館から閉へい館かんまでどっぷりとインターネットに浸ひたり続けているうちに、非合法なアングラサイトも数多く駆かけ巡った。自分が生き残るヒントがここにあるような気がし始めた頃のことだ。


　今でも不思議なのだが、登録した覚えのないサイトが透のアカウントのブックマークに残されていた。疑ぎ問もんに思いながらクリックすると、真っ黒なバックグラウンドに白いシンプルなタイトル文字。「エクスプローラー」とだけ書かれた画面が表ひよう示じされた。そこは、いわゆる「探さがしもの」サイトであった。
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　探して欲ほしい物を登録公開して、閲えつ覧らん者しやに探して来て貰もらうという情じよう報ほう交こう換かんの場を提てい供きようしているサイトだった。胡う散さん臭くさいと思いつつも、「探しもの」という言葉に惹ひかれていた。自分の持つ不思議な能のう力りよくのことが頭にあったのは間ま違ちがいない。こういった怪あやしげなことに関かかわるのはどうかと迷まよったものの、結局今の自分に失うものは何もないと開き直った。ＷＥＢメールで入会申し込みを行うと、即そく座ざに加入条じよう件けんが記された返信メールが届とどいた。


　加入できるメンバーには二種類あった。探し物を依い頼らいすることが出来るオーディナリー・メンバーと、捜そう索さくオンリーのエクスプローラー・メンバー、通つう称しようエクサーである。もちろん透は後者を選んだ。エクサーの場合、サイトに知らせるのは銀行口こう座ざ番号と電話番号、メールアドレスだけでよかったのも惹かれた要よう因いんの一つだ。恐おそらくメンバーになれば、非合法なものの捜索がメインとなるのは目に見えていた。身元を隠かくし通すには、与あたえる情報は少ないに越こしたことはない。


　それから二週間、入会準じゆん備びに時間を充あてた。まず、銀行口座。今は架か空くうの口座を作ることは難むずかしいが、必要な書類さえ手に入れてしまえば全すべて郵ゆう送そうで事足りる。透は、ホームレスのおっちゃんの名前を借りると、早さつ速そく住民票を移うつした。新しい住所は街で見つけた誰も入っていないマンションの一室である。ここはキャッシュカードの郵送等にも使うので、マンション入り口のポストをいじりやすい場所を探した。透視しながら街まちを適当に歩き回っていれば、そんな場所は腐くさるほど見つけられる。キャッシュカードそのものは配達記録で送られてくるので、不ふ在ざいの場合は郵便局に戻もどされてしまうが、本人の住民票があるから問題ない。郵便局員に見せるだけなので、年齢や生年月日は適当に透の年とし恰かつ好こうに合うように偽ぎ造ぞうした。架空口座の作成と住民票の偽造は法に触ふれるが、この口座を利用して詐さ欺ぎなどの犯罪を犯さない限かぎり、まず摘てき発はつされることはないだろう。


　同様にしてプリペイド携けい帯たいもそのマンションに送付するよう指定した。架空口座と違い、こちらはネット上でのやり取りで簡かん単たんに手に入った。


　そうやって透はエクサー・メンバーとして入会した。名乗ったハンドルネームは「スルー」。安直だがわかりやすい名前で透は気に入っている。


　だけどメンバー専せん用ようページに足を踏ふみ入れても、大きく法に触れるものは取引されていなかった。どうやら新人を制限しているようで、更さらに奥おくのページに行こうとしても弾はじかれてしまった。まずは腕うでを見せてみろということらしい。匿とく名めい性せいが保ほ持じされている以上、新しん規き加入者が警けい察さつ関係者かも知れないと警けい戒かいするのは当然のことだった。


　サイト側が設もうけた捜索物をあっさりと見つけ出してみせた透は、そこで初めて正式なエクサーとして迎むかえられた。案の定、そこでやり取りされる品物は、非合法な「ヤバい」ブツばかりだった。





　　　　§３





　透は樹じゆ海かいから抜ぬけ出して、国道まで戻ってきた。目印に一メートルほどの木の枝えだを地面に突き立て、白いハンカチを結んでおいた。あとは赤のビニールひもに沿そって歩いていけば迷うこともないだろう。携帯で樹海の入り口と遺い体たいのある場所のＧＰＳ情報を送ると、再ふたたび五分もしないうちに確かく認にんの返信メールと、透の銀行口座への入金予定を示しめすメールが携帯に入った。相変わらずレスポンスは早い。


　そこから二百メートルほど歩いたところにあるコンビニまで戻ると、駐ちゆう車しやしておいた単車のエンジンをかけた。楽な仕事だった。


　透とう視し能のう力りよくをフルに使った遺体の捜索に神経を削けずったくらいで、そう大した労力でもなく、これで百万円手に入ったのだから美お味いしい仕事には違いない。ただ、やはり透を名指ししてきたことが気にかかる。運うん営えい側か依頼者は、なぜ透になら二日で見つけることが出来ると判はん断だんしたのか……。念のために周囲に目を凝らして怪あやしい人ひと影かげ、自動車はないか確認したが、何も見当たらなかった。





　おとつい、珍めずらしくクライアントから名指しで依頼を受けた。いつもは条件なしの公開依頼案件以外は避さけていたのだが、依頼条件がオフ面なしだったので気が変わった。


　公開依頼とは特定のエクサーを指定することなく、不特定多数のエクサーが自由に捜索に参加できる案件のことだ。大たい抵ていの場合、報ほう酬しゆうは第一発見者にのみ与あたえられるので、他のエクサーに出し抜かれると丸々働き損ぞんとなる。その分、報酬はかなり高く設せつ定ていされているので、一いつ攫かく千金を狙ねらうエクサーが多数集まってくる。


　オフ面なしとはオフラインでの打ち合わせ面談なしの略りやくである。依頼の品が非合法なものが多いだけに、非公開の名指し案件は信用を第一に考えてオフでの打ち合わせをすることが多く、公開案件は匿とく名めい性せいを確保するためオフ面なしの案件が多い。





　過か去こに捜索した案件の中には、かなりヤバい物も多数あった。都内で自生している芥け子しの花の場所だとか、新宿のとあるビルに仕掛けられた爆ばく弾だんの在あり処か、外国人犯はん罪ざいグループに横取りされた盗とう難なん美び術じゆつ品ひんなどなど、表立っては警けい察さつに捜索を頼たよれないような物をこのサイトでは積極的に扱あつかっていた。


　だけど、このサイトでもっとも多く取り扱っている案件は人捜しだった。人捜しといっても家出人を捜すような呑のん気きなものではない。賞金を懸かけて捜索を依頼するいわゆる賞金首だ。警察では動いてくれない人物の捜索はもちろん、犯罪者の場合も警察より先に身み柄がらを確保したい場合などにこのサイトが利用される。これらは大抵が公開案件で、透もよく捜索に参加するが、大まかな居い場ば所しよを割り出す情報収集・分ぶん析せき能力が必要なため、透視能力を持っていてもそうそう簡かん単たんに見つけられるわけではなかった。


　入会してから二年経たっているとはいえ、透はまだ十六歳さいである。腕うでに年ねん齢れいは関係ないのだが、この業界で十六歳という年齢は不利としかならない。運営側とは一度もトラブルはないとはいえ、直ちよく接せつ会ったりして身元が割れるのは避けたいところだった。


　そんなふうにして一人だけの生活が始まったが、いざ自由な時間が手に入ると、透は何をしてよいかわからなかった。エクスプローラーの仕事にのめり込んだのは仕方のないことだった。幸いにも入会してまだ間もない頃、立て続けに難なん易い度の高い依頼を成功させたことも、透にその世界でやっていくだけの自信を付けさせることとなった。


　エクスプローラー・メンバーは五段だん階かいにランク付けがなされる。新人が最初にランクされるＤ級。ある程てい度どの経けい験けんを積んだ中ちゆう堅けんのエクサーがＣ級。後は実じつ績せきによってＢ級、Ａ級とランクが上がっていく。Ａ級になると参加できる依頼案件に制限がなくなり、報酬も段違いに高くなる。もちろん失敗を繰くり返したり、一定期間にある程度の働きがなければランクは下がっていく。


　学校が休みの週末や長期休きゆう暇かを中心に依頼をこなしていたので、実際に透が参加した案件はそう多くはないが、少ないながらも目立つ働きでランクはとんとん拍びよう子しに上がっていった。特にスルーの名を裏うら世界に知らしめたのは、二年前に起きた東京都心連続爆弾テロのあの一件だろう。





　おととしの年の瀬、中東の過か激げき派は組そ織しきによって引き起こされた一回目の爆弾テロは、多数の死し傷しよう者しやを出した。都内各地に仕掛けられた十数個の時限爆弾が、クリスマスで賑にぎわっていた街並みを一いつ瞬しゆんにして地じ獄ごく絵図に変えた。地下鉄やデパートから運び出される血ち塗まみれの人々。パニックに陥おちいり逃にげ惑まどう人々。


　インターネット上で、『要求が呑のめなければ二十四時間以内に再び東京を悪あく夢むが襲おそうだろう』という犯行声明が過激派組織から出されたが、結局当時の政せい府ふはその要求に応おうじず、人々は息を潜ひそめてその時を待つしかなかった。


　全エクサーに緊きん急きゆう依頼が入ったのは、テロリストの要求するリミット直前のことだ。依頼者がどうやってその情報を入手したのかは不明だが、新宿都と庁ちようビルと東京駅に爆弾が仕掛けられていることを突き止めたらしい。ただ、大まかな場所は特定出来たものの、詳しよう細さいな場所や爆弾の数、威い力りよくなどはわからず、あとは現げん地ちで実際に捜索して欲ほしいという内ない容ようだった。


　だが、いくら一攫千金を狙うエクサーといえど、さすがにいつ爆発するかわからない建けん造ぞう物ぶつの中で命を懸かけて捜そう索さくに当たる者は少なかった。


　あのとき透が透視能力を駆く使しして都庁ビルから八個の爆弾を見つけ出していなかったら、今いま頃ごろあの場所にツインビルは存そん在ざいしていなかっただろう。


　この件けんを機に透はＣ級を飛び越してＢ級に昇しよう格かくを果たし、その後は順調に仕事をこなしていった。


　打ち合わせのない案件しか請うけ負わないので透自身は知らなかったが、エクサーの間でもオーディナリー・メンバーの間でも、「スルー」こと透は、正体不明の凄すご腕うでＳ級エクサーとして相当に名が通るまでになっていた。





　冷えた身体からだに熱いシャワーを浴びせ、じっと身体を温あたためた。中央道を疾しつ走そうして都内に戻ってきたのは夕方前の午後三時ごろ。日が沈しずむのが早いこの季節でも、まだ太陽は地平線より幾いく分ぶん高い位置に留とどまっていた。


　中央線沿えん線せんでそばに大きな公園のあるこのマンションは防ぼう音おんがしっかりしていて、透はかなり気に入っていた。当時十四歳さいの子こ供どもに一人で住まわせるのをいい顔しない不動産屋が多く、なかなか物件が見つからなかったのだが、家や賃ちん一年分を通常の二割増まし、前まえ払ばらいすることで何とか契けい約やくしてもらえた部屋だ。この国は、訳わけありの人物が正当な手続きを経へるにはひどく大変なのだ。自分の身を守るもの、それはずばり金だった。金さえあれば生きていくことは苦ではないし、この世の中もそう酷ひどいところではない。裏うら返がえせば、金がないと住みにくい国なのだ。


　透は充じゆう分ぶんに温まってからバスルームを出ると、湯冷めしないように手早く濡ぬれた身体を拭ふいて部屋着を身に着けた。髪かみの毛の水分をバスタオルで拭きながら窓まどの外を眺ながめると、道路を挟はさんだ斜ななめ向かいのマンションの窓ガラスが夕日を浴びて金色に輝かがやいていた。道路の向こうに広がっている公園はかなり大きく、こんもりと林が広がっている。今は葉の落ちた木々が枝だけの刺とげ々とげしい姿すがたを晒さらしていて、都会の街まちでしたたかに生きるカラスが群むれをなして留とまっていた。一いつ瞬しゆん色々な思いが胸むねの奥おくから湧わき上がってきたが、意い識しきしてそれらを頭から追い出すとモニターの前に座すわった。


　キーボードを軽けい快かいに叩たたいてエクスプローラーサイトに出された依頼案件をチェックする。仕事をこなしたばかりだが、稼かせげるときに稼いでおくのが透のやり方だ。頭を強打したことによって突とつ然ぜん身に付けたこの能力は、ある日突然消えさるかもしれない。危き険けんなことが多い稼か業ぎよう、大怪け我がをして動けなくなることだってあるかもしれない。天てん涯がい孤こ独どくの身で、頼りになる者は透の周囲にはどこにもいない。金だけが透の身を保ほ障しようする。


　公開案件の中には誰が捜索に参加するのか、その結果はどうだったかメンバーに情報公開する案件もある。金曜にチェックした際、気になっていた案件がもう一つあったのだが、そちらはエコーが引き受けたようだった。結局、今回の件を優ゆう先せんさせたのでその案件については保ほ留りゆうしておいたのだが、エコーが絡からんだなら手を引いた方がいいだろう。


　エコーとは公開案件でよくかち合ったが、奴やつに獲え物ものを持って行かれたことが何度かある。悔くやしい思いをしたものだったが、逆ぎやくに透がエコーの獲物を横からかっさらって行ったこともあるからお互たがい様だろう。鋭するどい洞どう察さつ力りよくで狙ねらった標的をピンポイントで捕とらえに行くスタイルは透とよく似ていた。先の爆ばく弾だんテロ事件で透が捜索したのは都庁ビルだけだったが、東京駅に仕掛けられた爆弾を全すべて発見してみせたのはエコーだったと聞き及およんでいる。まだ実じつ際さいの姿を見たことはなかったが、この仕事を続けていればその内に出くわすこともあるだろう。





　日中はモニターに部屋の明かりが映うつりこむので点つけないようにしていたが、さすがに夕方遅おそくなると急きゆう激げきに濃こい影かげが室内を満たし始める。部屋の明かりを点けてから、新たな案件を一つ一つチェックしていくと、何かの間ま違ちがいではないかと思われる文字が透の目に飛び込んできた。


──人類に化ばけた宇う宙ちゆう人じんを捜さがしています──


「はぁ？」


　思わず目が点になってしまったが、案件の詳しよう細さい条じよう件けんを見ると、報ほう酬しゆう額がく、連れん絡らく先、注意書きのどれを見てもどうやら本気のようだ。


「やれやれ。世の中には変な奴やつが多い」


　自分がその変な奴の筆頭に位置していることに気付かないで、透は呑のん気きな感想を上げた。


「だいたい、化けてるならどうやって正体を見み破やぶるんだよ」


　告発して魔ま女じよ裁さい判ばんでもやるのだろうか。それにしてももし本当に宇宙人がいるなら、どうやって化けているのだろう。暗い所にあるものは透でも透とう視しすることは出来ないので、着ぐるみでも着られていたらチャックでも見つけない限かぎり見破るのは難むずかしいに違いない。などとニヤニヤしながら想そう像ぞうしていて、一人の人物が頭に浮かんだ。


……二年の水みな瀬せ


　宇宙人というのは大おお袈げ裟さだが、ちょっと得体の知れない人物なら心当たりがあった。透が通かよう高校の上級生で、髪かみの長い女子生徒。この能力を得て、色々と不思議なものが見えるようになった透だったが、水瀬響ひびきはその最たるものだった。初めて会ったのは高校に入学したその日のことだ。


　通学のラッシュアワーを避さけるために、下りの電車に乗って通える公立高校を受験したのだが、中学の担たん任にん教きよう師しの悲観的な予想を裏切って合ごう格かくしてしまった。一いち応おう、その地区では公立の中で一番偏へん差さ値ちの高い学校だった。別に高校に行かなくてもよかったのだが、エクサーとしての仕事だけで生計を立てていくには時間が余あまってしょうがない。学歴という履り歴れきはあって困こまるものではない。なんら後ろ盾だてのない透にとって、自分を有利に出来るものの一つでもある。


　式が終わって体育館を退たい場じようするとき、前方の髪の長い女子生徒が目に映った。色素の薄うすい栗くり色いろの髪が軽やかな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。多分上級生だろう。他に大おお勢ぜい生徒がいたのにその女子生徒に意識が持っていかれたのは、なんだかあやふやだったからだった。文字通り彼女の姿が揺ゆらいでいたのだ。揺れる水面に映る景色のように微かすかに姿かたちが滲にじんでいた。思わず目を擦こすってもう一度よく見てみたが、やはりおかしかった。


「おいっ、あの人変じゃねえか」


「おっ、もう目を付けたのかよ、お前」


　隣となりを歩いていた同じクラスになった男子生徒に聞いてみたが、揺らいで見えるのは透だけだった。揺らいでいるといってもほとんど目立たないので、注意していないと気が付かない程てい度どなのだが、それでもやはり変だった。


「何で揺れてるんだ？」


　ぼそっとそう呟つぶやくと、いきなりその女子生徒が振り返った。その目を見た瞬間、背せ筋すじに電気が走ったかのように身体が硬こう直ちよくした。微び妙みように揺れる表ひよう情じようのなかで、目だけがびくともしないで動かなかった。その女子生徒はにっこり笑って再ふたたび前に向き直ると、颯さつ爽そうと歩いて行った。やけに大きな目が印象的だった。目鼻立ちのはっきりした顔、酷こく薄はくそうな薄い唇くちびる。


「おいっ、今俺を見て微笑ほほえんだよな」


　隣の男子生徒が勘かん違ちがいして喜んでいる。透は全身に冷や汗あせを搔かいていた。なぜだかわからないが、あいつとは関わり合いにならない方がいいと、透の本能が告げていた。


　それが水瀬響との出会いである。微妙に揺らいでいたのは入学式のときのその一度だけで、今では他の生徒となんら変わりないのだが、警けい戒かい心しんだけは未いまだに抜けないでいる。あの揺らぎは一体なんだったのか興きよう味みはあったが、透は決して彼女に近づこうとはしなかった。過か去この経験から、透は見た目の第一印象に絶対の自信を持っていたからだ。





　　　　§４





　再び週末。透は先週の収しゆう入にゆうで古くなったＰＣ環境をパワーアップさせようと新宿まで出てきた。秋葉原ほどではないが、ここも家電量りよう販はん店てんがいくつか立ち並ならんで価か格かく競争が激はげしい場所だ。いくつかの店てん舗ぽを歩き回って、希望していた品を予想していたよりもかなり安く入手出来たので透は上じよう機き嫌げんだった。


　アルタ前まで戻ってきて信号待ちをしていると、一瞬、視し界かいに違い和わ感を感じた。ピンと神しん経けいに引っかかる。信号が青になったにもかかわらず、その場に足を止めてぐるっと周囲を見み渡わたすと、違和感の正体がわかった。東口の方から歩いてくる二人の少女に、すうっと目のピントが合わされる。なんと一人は水瀬響だった。長い髪を結ゆい上げていて、学校で見るのと雰囲気が違うが間ま違ちがいない。そして響の横にいるもう一人の人物……。


──姿が揺れていた


　誰かはわからない。見たことない顔だが、響よりかなり幼おさない感じがする。あまり顔は似にていないが、もしかしたら妹かもしれない。少しタレ気味の目が優やさしい雰囲気を醸かもし出している。短いお下げが両肩の上でピコピコと揺れていた。響と違って美人ではないが、可愛かわいらしいという表現がピッタリの愛くるしい顔立ちだ。けれどその表面がゆらゆらと揺れているため、正直なところ気味が悪い。


　響とは顔を合わせたくなかったので、慌あわててその場から離はなれて歌か舞ぶ伎き町ちよう方面へと道路を渡った。


──人類に化けた宇宙人を捜しています──


　あのふざけた依頼のことが頭をよぎった。先週出されたあの案件、予想外にもまだ依頼が出されたままだった。信じられないがどうやらイタズラではなく、本気で捜しているらしい。


　響たちは透の後を追うように歌舞伎町方面に向かって歩き始めた。映えい画がでも見るのだろうか。透は直ちよく接せつ彼女たちの視界に入らないよう、人ごみを間に挟はさんでコマ劇げき前に向かった。まっすぐ彼女たちも付いてくる。


　それから三十分。透は歌舞伎町界かい隈わいを縦じゆう横おうに歩き回る羽目になった。おかしいと気付いたのはコマ劇前を通り越こしてホテル街へと足を伸のばしてからだった。響たちは透の後を追うようにではなく、間違いなく後を追っていた。透は一区画をぐるっと意味なく回ってみたが、響たちはしっかりと付いてきた。姿すがたは見られていないのだから尾び行こうという訳ではない。ホテル街に入ってからは、常つねに間に建物を挟んで距きよ離りを置いていたからだ。なぜ彼女たちは透が通った道がわかるのか。なぜ透の後をつけるのか。もう一人の少女が地面を何やら指差し、響がそれを見て周囲を見渡すことが多かった。建物越しのはずなのに響と目が合ったような錯さつ覚かくを起こしてドキリとさせられる。一瞬響も透と同じく透視能力があるのではないかと疑うたがったほどだ。


　彼女たちに気を取られていて注意を怠おこたっていたのだろう。前方から歩いてくるそれに気が付いたときには、お互たがいの距離は十メートルもなかった。はっと顔を前に向けると、長身の揺らめいた人ひと影かげがあっという間に透の横を通り過すぎていった。


「っっ!!」


　すれ違った時の風ふう圧あつで身体からだが浮き上がりそうな錯さつ覚かくを感じるほどの威圧感だった。本日二人目の姿が揺らめいた人物の登場だった。


　透は一瞬思考が混こん乱らんするも、すぐに彼女たちが迫せまっていたことを思い出して急いでその場から離れた。なぜ後をつけるのかと彼女たちに直接問い質ただしたかったが、動機が窺うかがい知れない以上、こちらから近づくのは得とく策さくではない。急速に現げん場ばから離れていく透に、響たちは気が付かない。当たり前だがやはり透のように見えているわけではなさそうだった。


　そのまま響たちは、透が長身の男とすれ違った辺りで何やら考え込んでいる。響は後ろ向き、もう一人の少女は俯うつむき加か減げんで話しているので唇くちびるを読むことも出来ない。結局、もう一人の少女が響の手を取って反対側へ歩き出した。透はわずかに詰つめていた息を吐はいて緊きん張ちようを解といた。


　だけど今度は安心すると同時に悪戯いたずら心がわいてくる。今まで一方的に追い詰められていた分の仕返しをしてやりたくなった。関かかわり合いにならない方がいいのはわかっていたが、結局好こう奇き心しんには勝てなかった。


「ふふん、今度は俺おれの番だな」


　透とう視し能力の限界距離まで離れると透は逆尾行を始めた。建物と人が多い街中だと平へい均きんで二百メートルほど透視できるのだが、角度によっては透過する物体の数が増えて百メートルほどに縮ちぢまることもある。透は二ブロック離れて付いて行くことにした。もちろん直接視界に入るような真ま似ねはしない。


　そのまま買い物にでも行くと思ったが、もう一人の少女が何やらまた地面を指さしておかしな歩き方を始めた。透が見た限かぎりでは地面には何の痕あとも残されていない。ふと気になって彼女たちの前方を覗のぞいてみると、先ほどの長身の男が軽快な歩調で歩いていた。


「どういうことだ？」


　男は東口まで来ると、ルミネを通って新宿陸橋に上がり、響たちも全く同じルートで陸橋に上がっていった。男はそのまま甲州街かい道どうを西へ迷まよいのない足取りで歩いていく。そしてそのあとを響たちが何かの痕こん跡せきでも辿たどるようにゆっくりと追いかけていく。男は文化女子大の手前の路地を曲がってすぐのビルに入っていった。響たちはそのビルのそばまで行くと、中には入らずそのまま引き返してきた。


……やっぱり、あの男をつけていたか


　響たちが交差点まで戻もどって来ると、もう一人の少女が響に何か語りかけて、響が周囲をぐるりと見渡した。一瞬響と目が合った気がするが、多分透の気のせいだろう。





　次し第だいに陽ひも落ちかけて静せい寂じやくが街を支し配はいし始めた。透は響たちを追って世田谷の高級住じゆう宅たく街がいまで来ていた。響と一いつ緒しよにいたあの少女は何者なのか、なぜ自分が尾行されたのか、そしてどうやって尾行したのか。それを突つき止めないで放っておくのも気味悪すぎて追いかけてきたのだが、ここまでの道のり、エクスプローラーの仕事よりも遥はるかに神しん経けいをすり減へらす作業だった。得体の知れない相手なので、透視能力の限界まで離れながら尾行してきたが、ここからは更に神経を使う。人ひと影かげが消え、この閑かん静せいな住宅街では、くしゃみ一つでもしようものなら、即そく座ざに気付かれてしまいそうな緊張感が漂ただよっている。もちろんそれは透の気のせいに違いないのだが、今日新宿の街中で見た二人の感覚は、それを冗じよう談だんと言い切れない何かが確かく実じつにあった。


　どこまで歩いていくのだろうと思いかけた矢先、二人は生いけ垣がきで囲まれた家の門の前で立ち止まって何やら話し始めた。


……ここか


　水瀬響はここに住んでいるのだろうか。二人が一緒に住んでいるのなら問題ない。あの少女の家ならそれも問題ない。だけどあの少女が響の家に遊びに来たのだとしたら、再び少女が出てくるまでまだしばらく粘ねばる必要が出てくる。今日は晴れていたから割と暖かかったが、陽が落ちると途と端たんに冷風が身に沁しみ渡る。まずは表札の確かく認にんが先だが、この角度では見えない。門の中に二人が入ったのを確認すると、表札が正面から見える位置へ移い動どうするために走って道路を横切った。その瞬しゆん間かんだった。


　玄げん関かんドアをくぐりかけた響はピタリと足を止め、そのまま勢いきおいよく振ふり向いて透を睨にらみつけた。いや、響は透の方を見み据すえたにすぎない。間には生垣の他に家三軒けんが建っていたからだ。だが透は睨みつけられたとしか思えなかった。響の目の焦しよう点てんが透のいる距離に合っていたからだ。


……なんか、ヤバい


　響が少女に何かを激はげしく言い捨すて、こちらに向かって全力で走り出した。その後を少女も走って追い始める。


「なんでだ？」


　なぜかわからないが、尾行がばれたと確信した。何もヘマはしていない。エクスプローラーの仕事の時よりも細心の注意を払はらっていた。


……どうする？


　とりあえず逃にげるしかなかった。尾行に気付かれただけなのか、透の存そん在ざい自体もばれたのかわからないが、姿を晒さらすのだけは絶ぜつ対たいに避けたかった。透は区画をぐるりと回り込むと、大理石の門に『深み芳よし』と彫ほられているのを確認した。それだけ確認出来ればいい。最低限の目的を果たし終えると、透は人ごみの多い商店街に向かって脇わき目めも振らず走り続けた。
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　週末はパソコンのパーツを買いに出で掛かけただけだったのにとんだ一日になってしまった。透視を駆使した尾行は神しん経けいを削けずる。土曜は限げん界かい距離ぎりぎりまで目を凝こらしたから、激しくこめかみが痛いたんで大変だった。能力を使い過すぎると、後からズキズキと割われるような頭ず痛つうが起きる。だけど頭痛薬は飲まない。なぜか昔から薬は効ききにくい体たい質しつで、飲んでもあまり意味がないからだ。珍めずらしく翌よく日じつも痛みは続き、結局買って来たパーツを試ためすこともなく、昨日は一日中ベッドで横になっていた。


　月曜の朝、ようやく頭痛は治まり、透は眠ねむい目を擦こすりつついつも通り学校に向かった。学校の勉強に意味なんてないなどと言う奴やつも多いが、校こう則そくも「校内では上うわ履ばきを履く」ただそれだけ、という自由な学校だ。学歴を得るだけではなく、興きよう味みのあることも教えてくれるので、透にとっては大いに意味のある場所だった。パソコンいじりが趣しゆ味みという友人や、情じよう報ほう屋や顔負けの事情通の友人もいる。


　玄げん関かんで靴くつを履き替えるために身を屈かがめていると、誰だれかの足元が視界に入った。上履きが透の方を向いたまま動かない。顔を上げると水瀬響だった。激しい敵てき意い剝むき出しの表情で睨みつけるように透を見下ろしていた。何の用か響に問い質ただせばいいのだが、正直言って響とはあまり関かかわり合いになりたくなかった。


「パンツ見えてるぞ」


　とりあえず透の口から出てきた言葉がそれだった。いきなり響が持っていたバッグで頭を殴なぐられた。冗談は言っていい時と悪い時があるらしい。校則はないに等しく制せい服ふくもない学校だ。裾そで口ぐちが広いわりに丈たけの短いキュロットを穿はいていて、白い下着が覗のぞいて見えたので思わず口が滑すべった。辞書でも入っているのかかなりの衝しよう撃げきが頭を襲おそってくらくらする。


　響はむんずと透が着ている革かわジャンの襟えり首くびを摑つかむと、引きずるようにして体育館裏うらに拉ら致ちした。





「おいっ、破やぶけるって、放はなせよ」


「うるさいっ」


　誰か助けてくれないかなと周囲を見み渡わたしたが、始業前の体育館裏に人ひと影かげなんかあるわけない。響は透を体育館の壁かべに叩たたきつけるように押おし付けると、自分の気持ちを落ち着かせようとしているのか大きく息を吸って吐はいてを繰くり返した。


「何の用？　ここ寒いんだけど」


「……あんた、薫かおるに何をした」
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「かおるって誰？」


「惚とぼけるんじゃないっ。薫が昨日から行方ゆくえ不明なんだ。あんたのせいよ」


「うーん、俺のせいか。それは困こまったな」


「何が困ったよっ」


　両手を胸むねの前に掲かかげて落ち着くように宥なだめると、横にするすると移い動どうして響から距きよ離りを取った。


「全然話が見えない。そのかおるって子がいなくなったのはわかったけど、それがなんで俺のせいになるんだ？」


「……土曜日にあんたがあたしたちをつけ回していたのは知ってるんだっ」


　響はぐっと唇くちびるを嚙かむと、つばを飛ばす勢いで早口にまくし立てた。


……やっぱりばれてたか


　だけどそれを素直に響に白はく状じようする気はない。


「何のことだ？」


「まだ惚けるつもり？」


　横に逃にげた透を追い詰つめるように響が身体からだを寄よせてきた。


……かおるってあの女の子の名前か？


　優やさしげだった垂たれ気味の目をした少女の顔が透の脳のう裏りに浮うかんだ。


……いなくなった？


……でもどうやって俺だってわかったんだ？


　あの日、透はあれだけ慎しん重ちように尾び行こうしたのだ。姿すがたを見られていないことは絶対に断言出来る。なのにやはり響には尾行の事実を知られていた。しかも尾行をしたのが透だということまでばれている。


「ええと、つまりこういうわけか。おとつい、誰かわからんがお前らをつけ回した奴がいたと。それで次の日、かおるという女の子がいなくなった、と。……なあ、それでなんで俺がお前に怒ど鳴なられなきゃいけないんだ？　俺んところ来る前に警けい察さつ行くか精せい神しん病院行って来い」


　濡ぬれ衣ぎぬにもかかわらず怒鳴られる一方だったので少し不ふ愉ゆ快かいになっていた。つい口調が嫌いや味みっぽくなった。すると響が勝ち誇ったような顔で腕うでを組んだ。


「ふふん、あんた口が滑すべったわね。なんで薫が女の子だって知ってるのよ。名前だけじゃ男でも女でもよくある名前なのに」


……しまったっ


　失言したことではない。「しまった」という顔を見せたことがまずかった。視野の狭せまい馬ば鹿か女おんなかと思ったら、人の話をしっかり聞いている。


「お前らの後をつけたのは認めるよ。お互たがい様だしな」


　そう言って揺ゆさぶりをかけるようににやりと笑ったが、響はぴくりとも表情を変えない。


「でも、そのかおるって子がいなくなったのはほんとに知らない。噓うそじゃない。かおるって、おとついお前と一いつ緒しよにいた子だろ？」


「でもあんた以外にっ」


「時間の無む駄だだ。俺は何も知らないし、お前も俺に関わってないで他を当たれ。こうしてる間にもそのかおるちゃんに何が起こるかわかんないだろ？」


　響の言葉を途と中ちゆうで遮さえぎると、透はそのまますたすたと歩きだした。


「どこ行くのよ。まだ話は終わってないわよ」


「俺は終わった。んじゃ」


「ちょっとっ」


　響が走って追いかけてきたが、透も全力で校舎内に逃げ込んだ。


「薫に何かあったら、ただじゃおかないわよ」


　響が玄関で大声で叫さけび、透のクラスメイトたちが目を丸くして驚いていた。


「知るかよ。ったく何なんだいったい」


　もちろん透の最後の呟つぶやきは、響には聞こえないような小さな声だった。
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……やれやれ


　放課後、学校が終わるとすぐ裏うら門もんから抜け出してきたのだが、そのすぐ後に同じ場所から響が出てきた。透はまっすぐＪＲの駅へと向かい、響もこちらに向かってくる。事情通の友人に水瀬響のことを聞いてみたのだが、彼女はバスで通学しているらしい。だから駅に向かうのは家に帰る以外の用、つまり透の尾行とみて間ま違ちがいない。


　そしてどうやっているのか知らないが、透から二ブロックも離はなれながら追いかけてきた。透の尾行の仕方と全く同じ方法である。一区画をぐるっと回って確たしかめてみたが、今度は先回りされた。透と同じ能のう力りよく者しやではないかと疑うたがったが、どちらかというと彼女は下を向いていることが多かった。少しばかり腑ふに落ちないが今は逃げることが先決だった。どうやって撒まこうかと思案していると、ふとおかしな奴やつが目に付いた。


……確かあの男……


　学校を出た直後の通りに立っていた。学校の裏は閑かん静せいな住じゆう宅たく街がいだ。そんなところでスーツを着た男が所しよ在ざいなさげに立ち止まっていたらかなり目立つ。だから記き憶おくにも残っていた。その男が透のすぐ近くを歩いていた。改めて周辺を見渡すと、怪あやしい奴が何人もいた。ベビーカーを押している主しゆ婦ふに作業服を着たおじさんなどなど、みんな耳に目立たない色のイヤホンを差して帽ぼう子しや髪かみで隠かくしていたが、透の目はごまかせない。更さらに窓まどの全面にスモークを貼はった怪しすぎるバンが、隣のブロックを低速で移い動どうしていた。


……さてどっちだ？


　まず間違いなく、追っているのは透か響のどちらかだろう。相手は相当大掛かりなチームを組んでいる。そんな奴らに追われるような者が、この静かな住宅街にホイホイいるとも思えない。最初、響が組そ織しきだって透の尾行を開始したのかと思ったがそうではないようだ。さり気なく周囲を見渡したが、透に注意を払っているふうではない。追われているのは響だった。そしてこのまま響につけられていたら、透まで奴らに注目されかねない。


　大通りを透視で確かく認にんすると、ちょうどタクシーが目の前を通りかかるタイミングになるよう走り出した。透はタクシーの前に飛び出て急停車させると、自分からドアを開けて飛び乗った。すぐに駅とは反対の方向へ発進してもらう。振り返ると響が走り出て来るところだった。辺りにタクシーはいないのも確認済ずみだ。ほっと一息つくと、このままマンションまで行ってもらうことにした。金は掛かるが仕方がない。またつけられるよりはマシだった。


　響を追つい跡せきしていた奴らはどうしたかと思い、振り返って目を凝こらしてみた。ピントが合った途と端たん、思わず盛せい大だいな溜ため息が漏もれた。三百メートルほど後ろに、響の乗ったタクシーが走っているのが目に入ったからだ。


「勘かん弁べんしてくれよ……」


　透の呟つぶやきに運ちゃんが、何事かとバックミラーで窺うかがった。問いかけられると鬱うつ陶とうしいので目を合わせないように再び振り返った。案の定、全面スモーク貼りの怪しいバンもその後ろからついてきていた。


……あの女、気が付いてんのかな


　なんとなくだが、透の尾行に夢む中ちゆうで気付いていないような気がした。百歩譲ゆずって尾行するのはいいとしても、後ろのおかしな連中を連れてくるのはやめて欲ほしい。今すぐ警けい告こくしたいところだが連れん絡らくする方法がなかった。


　響はじっと下を俯うつむいている。響の胸むねポケットから携けい帯たいストラップが垂たれ下がっているのが目に止まった。透は三秒ほど思案すると、おもむろに携帯を取り出してクラスの事情通の友人に電話をかけた。


　至し急きゆう、水瀬響の携帯番号を調べて欲しいと頼たのむと、間かん髪はつ入れずに無理と即そく答とうされた。話によると、響は相当にガードが固いらしく、彼女の携帯番号を知っているのはほんの二、三人ということだった。仕方ないので彼女の方から透の携帯番号に掛かけてもらうよう伝言を頼めないか交こう渉しようしてもらうことにした。時間は掛かるが今はこれしか方法がない。友人の情報網もうなら何とか連れん絡らくは付くはずだ。あとは追いつかれさえしなければいい。


「すいません。急いでもらえますか」


「うーん、そうは言っても混こんでるからねえ」


　夕方のラッシュが始まっていた。言ってるそばから信号の大分手前にもかかわらず、流れが止まってしまった。振り返ると響の乗ったタクシーとの距きよ離りがかなり縮ちぢまっていた。


──と、その時──


　手の中の携帯が震ふるえた。表ひよう示じされたのは見知らぬ番号。


……もう？


　透は不ふ審しんに思いながら、通話ボタンを押して携帯を耳に押し当てた。


『何の用？』


　今朝聞いたあのドスの利きいた声だった。でもどう考えても早はやすぎだった。まだ友人との電話を切ってから三十秒も経たっていない。


「誰から聞いた？」


『そんなことどうでもいいでしょ』


　今ので透は確かく信しんした。


……間ま違ちがいない。それも……


「お前、つけられてるぞ。三台右後ろの白いバン、全面スモークの車。振り向くなっ」


　響が確認しようと後ろを向きかかったので、思わず大きな声が出た。響は本当にそんな車がいるのか運転手に確認してもらっている。なかなか賢けん明めいだ。


「というわけで、かおるちゃんとやらの件けんはそいつらに聞いてくれ。俺おれとは関係ない」


『…………わかったわ』


　ひと呼こ吸きゆう置いたあと、短い返事と共にぶちっという耳みみ障ざわりな音を残して通話が切れた。謝しや罪ざいの言葉も感謝の言葉もなかった。なぜだか腹はらを立てる気力も湧わいてこない。なんとも言えない疲ひ労ろう感かんが押おし寄よせて、透はシートに深くもたれかかった。


　嫌けん疑ぎが晴れたので、タクシーを止めて清算してもらった。あとはちょっと時間が掛かるが歩いて帰れる距離だった。ついでに買い物でもして帰ることにしようと、気を取り直してタクシーから降おりた。


　最後まで確認しなかった透が迂う闊かつだったと言えばそうだろう。響の乗ったタクシーが透のすぐそばに止まった。そして釣つりは要いらないという声とともに響が飛び出してきた。


「なっ」


　透は慌あわてて背せを向けて駆かけ出そうとしたが、後ろから大声で呼よび止められた。


「透くん、待ってえ」


「何が透くんだっ。てめえ、どういうつもりだっ」


　響は小走りで駆け寄ってくると、にっこり笑いながらとんでもないことを口にした。


「あの電話だけじゃわかんないでしょ。敵てきじゃないなら味方にしちゃおうと思って巻まき込こんでみたの。ごめんね」


　響は可愛かわいらしく舌したをぺロっと出して小首を傾かしげた。呆あきれるばかりの豹ひよう変へん振りに、透は一いつ瞬しゆん殺意すら抱いだいた。男だったら顔面に拳こぶしを叩たたき込んでいるところだ。


　横目で確認するといつの間にかバンだけではなく、白のワゴンも少し離れたところに止まっていた。そして中から強こわ面もての男たちが一いつ斉せいに飛び出してきた。透は一目散に細い路地に向かって駆け出した。


「ちょっ、ちょっとっ。いきなり逃にげ出すことないでしょー」


「ばかっ、あいつら見たのか？　銃じゆう持ってるぞ。逃げるの当然だろ」


　スーツを着た男の懐ふところが妙みように膨ふくらんでいるので咄とつ嗟さに透視で覗のぞいてみたら、黒光りするものが脇わきに吊るされているのが微かすかに見えた。


「銃って、ちょっと……」


　さすがに響の顔が強こわ張ばる。


「それより何でついてくるんだよ。俺まで狙ねらわれるだろうがっ。お前は向こう行けよ」


　透たちは邪じや魔まなポリバケツを蹴けっ飛ばしながら全力で路地を駆け抜けた。透はローファーで、響はスニーカーを履はいているとはいえ、意外にも響も透のペースについてきた。なかなかに運動神しん経けいはいいらしい。


「こっちしか逃げるとこないんだから仕方ないじゃないっ」


「お前が捕つかまればそれで一件落着だろっ」


「あら、そうかしら。もし捕まったら、あたし、君も仲間だって言うわよ」


「おまえなっ」


　軽口を言い合いながら、透たちは買い物客や帰宅途中の生徒でごった返す商店街を駅に向かって駆け抜けていった。駅前広場近くまで来て振り向くと、透視しない生で目に見える範はん囲いでは誰もついてきていない。


「撒いたかな？」


「まだよ、まだ数人追いかけてくる」


　後ろを見もしないで響が即そく答とうした。それを聞いて透は、緩ゆるめかけていた脚あしの動きを再ふたたび早める。


「挟はさまれたっ」


　突とつ然ぜん響が叫さけんで立ち止まった。慌あわてて前方の人ひと垣がきを透視すると、サングラスを掛けた男が数人駆け寄ってくるのが見えた。この狭せまい路地を走って来る奴などあいつら以外そうそういない。脇わき道みちからも駆け寄ってくる者が見えた。透は舌した打うちすると、横に建っていたデパートに駆け込んだ。





　中は混こんでいた。地下の食料品売り場に向かう主婦たちに、学校帰りの生徒たちがごった返して、エレベーターもエスカレーターも人が一いつ杯ぱいだった。エレベーター脇の階かい段だんを駆け上って追つい跡せき者しやから距離を取る。人ごみに上う手まく紛まぎれ込んだので、奴らは透たちを見失ったようだ。だけど出入り口を全すべて押さえられていた。裏うらの商品搬はん入にゆう口ぐちまで奴らの仲間と思われる者が張り付いている。隙すきがない。


　書店のブースで本ほん棚だなの陰かげに隠かくれると、とりあえず一息ついた。


「おまえ、何やらかしたんだよ。あいつら普ふ通つうじゃねえぞ」


「知らないわよ。薫もあいつらが連れ去ったのかしら」


　乱みだれる呼吸を懸けん命めいに整えながら周囲に怪あやしい奴はいないか気を配くばった。まだこのフロアには奴らは上がってきていない。周囲の客から注目を浴びていたが、知らん振りしてなるべく目立たないところへ移い動どうした。


「だから言ったろ。俺は関係ないって」


　透は響の耳元に小声でまくし立てた。


「じゃあ何でつけたりしたのよ」


「それはお前らが先だろ」


「そうだっけ？」


　響は睨みつける透の目から微び妙みように視線を逸そらした。


「そんなことより今はどうやって切り抜けるかよ」


「話を逸らすな」


　この馬ば鹿か女おんなを無む性しようにどつきたくなったが、今はまだ他にやることがある。


「だけど確かに今そんなこと言ってる場合じゃないな」


「でしょ、でしょぉ」


「お前が言うなっ」


「すいません」


　響は殊しゆ勝しようにも頭を下げて謝あやまった。口くち許もとが笑っていなければ効こう果かはあったかもしれないが、透には通用しない。


「裏口から逃にげられるかしら」


「だめだ。もう押さえられてる」


　出入り口は全て奴らが張り付いていた。走って強行突とつ破ぱしてもいいが、相手は何人いるかわからない。響を囮おとりにして自分だけ上手く逃げてもいいが、そんなことすればこの後が面めん倒どうになる。十中八九、透も仲間だと奴らにしゃべるだろう。


……くそっ


　予想は当たっていたわけだ。響に関かかわると碌ろくなことにはならない。いや、それでも響を見捨てて逃げるべきかもしれない。このままだと今よりもっと状じよう況きようが悪くなることもありえるのだ。


……こいつを放っておいて逃げ出すか……


「何見つめてんのよ。キショいわね」


「キショいって……あのなあ」


……いやまだ早い。それはいざというときで構かまわない


「駐ちゆう車しや場じようの方はどうかしら」


　響が奥おくの連れん絡らく通路を指差した。このビルの隣となりに建っている立体駐車場は各階でこのビルの非ひ常じよう口ぐちと繫つながっている。足元を見下ろして駐車場の一階付近を透視したが、当然奴らも車両出入り口は既すでに押さえていた。


「でも……使えるな」


　適てき当とうなワゴンにでもこっそり忍しのび込こんで、後は運転手を脅おどして外に出れば……と思ったが、奴らは出て行く車両内もしっかり確認していた。抜ぬかりがない。


　となれば、あれしかない。犯はん罪ざいだが仕方ない。緊きん急きゆう避ひ難なんということで大目に見てもらうとしよう。


「この階に上がってきたわよ。今、エスカレーターから降おりたところ」


　響は俯うつむいたまま奴らの様子を口にした。


「行くぞ。いい方法を思いついた」


　奴らの居い場ば所しよを確認して見つからないように連絡通路へと歩き出した。


「どうするの？」


「いいからついて来い」


　そのまま駐車場内の非常階段を使って下まで駆け下りた。途中、奴らの仲間が上がってきたが、透たちは車の陰でやり過すごして地下一階へ降おりた。地下は駐輪場となっていて大量の自転車が整然と並ならべられている。


「こんなとこ来てどうすんのよ。追い詰つめられたら逃げ場がないじゃないっ」


「うるさい、大声出すな。そんなことより奴らが来ないか聞き耳立ててろ」


　響は微かすかに目を見開いて驚おどろいたが、何も言わず神経を集中し始めた。


「……と、あったあった」


　上で当たりをつけていた原付の前にしゃがみ込むと、カバンからマイナスドライバーを取り出して、前カバーの隙すき間まに突つき刺さした。


　最近の新しいバイクは、キーに暗号入りのＩＣチップが組み込まれていて、それがキーシリンダー側と一致しないとエンジンが掛からない仕組みになっている。狙ねらうのはちょっと古めのハンドルロックされていない原付だ。ハンドルロックも解かい除じよさせる方法はあるが今は時間が惜おしい。


「ちょっと、あんた何やってんのよ」


「どろぼう」


　振り向かずに声だけで即そく答とうした。テコの原理でカバーをこじ開けて隙間から黄色のコードを取り出して切せつ断だんすると、直結でエンジンをかけた。一発で掛かってエンジンの高い回転音が地下の駐車場内に響ひびき渡わたった。


「ほら、乗れ」


「乗れって、これ犯罪じゃない」


　響は口をぽかんと開けて、呆あきれているのか気の抜けた顔をした。


「奴らに捕まってもいいのかよ」


「ううん、乗る」


　百八十度態たい度どを変えてにっこり笑うと、響は原付の後ろに跨またがった。そのまま響は透のお腹なかに腕うでを回してぎゅっと身体からだを密みつ着ちやくさせた。


「んふ。嬉うれしい？」


「黙だまれ、舌した嚙かむぞ」


「きゃあっ」


　いきなりスロットルを全開に回したので前輪が浮いてウィリー状態で発進した。慌あわてて響が透の身体を強く抱だきしめた。


　一階へと続く急な坂を一気に駆け上がってそのまま出口に急行した。料金チェックの係員が目を剝むいて怒ど鳴なったが何を言っているのか聞こえない。奴らの仲間と思おぼしき者が二人、あっけに取られて突つっ立っていた。ライトをハイビームにして暗い駐車場内から駆け上がったので、逆光となって透たちの姿が確認出来なかったのだろう。


　奴らが気付いたときには透たちは既すでにビルの外に飛び出していた。辺りから怒号や悲鳴が響き渡るなか、透たちの乗ったスクーターは猛もうスピードで路地を駆け抜けていった。





　　　　§７





　途中パトカーに見つかり、路地裏を駆使して必死に逃げ回った。さすがに盗んだ原付で二ケツ・ノーヘルの言い訳わけが、正体不明の奴に追われていたからというのは苦し過ぎる。事実なのだが頭の固い警察官が信じるはずがない。土地勘かんがなかったらきっと捕まっていただろう。あいつらに捕まるのも嫌いやだが警察に捕まるのも勘かん弁べんしてもらいたい。


　奴らが学校からつけていたことを考えると、響の住所は既に割れていると考えて間違いない。だからとりあえずの行き先として透のマンションへと向かった。透も顔を見られていて危あぶないといえば危ないのだが、ここにはそう簡かん単たんに辿たどり着けないはずだ。透たちは周囲に怪しい奴がいないことを確認してマンションに入った。


「あんた、一人暮ぐらししてるの？」


「ああ。適当なところに座すわってろよ」


　透はパソコンのスイッチを入れると、キッチンでお湯を沸わかした。


　響がスチールベッドに腰掛けてきょろきょろと透の部屋の様子を窺うかがっているが、きっと殺さつ風ぷう景けいな部屋だと思っているだろう。１Ｋのマンションながら必要最小限の家具と三台のパソコン以外は何もないので、響が来ても狭せまいとは感じない。


「ここは大だい丈じよう夫ぶなの？」


「ん？　ああ、公式な書類からはここは辿たどれない」


　住民票と学校への提てい出しゆつ書類は別の空あきアパートに移うつしてあり、こことは全く関かかわりはない。


「公式な書類って？　あ、ありがと」


　ヤカンから直接カップにお湯を注いだインスタントコーヒーを響に手渡した。


「なんでもない。とりあえずは大丈夫だ。それより落ち着いたらすぐどっか行けよ。俺は大迷めい惑わくしてんだ」


「何よ。ちょっとくらい話を聞いてくれてもいいじゃない」


「ややこしいことに首を突っ込みたくない」


　透と響はお互たがい睨にらみ合って一歩も引かなかった。


「じゃあ、一つだけ。どうやってあたしたちをつけたのか教えて」


「あのな、さっきも言ったけどつけたのはお前らが先だろ」


「ううん、あたしが聞いてるのは、どうやってって聞いてるの。こう見えてもあたしも薫も勘かんは良いのよ。おかしな奴に何も気付かれずにつけられることってありえないのよね」


「勘ね。たいした自信だな。そのわりには奴らの尾び行こうは気付いてなかったみたいだけど」


「えっ？　あたし最初から気付いてたわよ。でも後ろの連中はあんたの仲間だと思っていたから、気にせずに追いかけてたんだけど」


「はぁ？」


「だけどあんたと電話で話してて、どうも違ちがうみたいだとわかったから、じゃあ透くんにも協力して貰もらおうかなって思ったの」


　響は首を傾かしげてにっこり笑った。それを聞いて透は思わず脱だつ力りよくした。


……じゃあ何か？　俺は親切振りまいて災さい厄やく呼び込んだってわけか？


　透がタクシーの中から電話で響にバンのことを教えたりしなければ、こんな状じよう況きように追い込まれることもなかったかもしれないのだ。


「……頭痛いたくなってきた。もう帰れ」


　透はこめかみをぐりぐり揉もみしだきながら言った。


「ううん。こうなったらなんとしても協力して貰う。薫の命が掛かってるかもしれないんだから」


「俺の命はどうでもいいのか？」


「当たり前じゃない」


「帰れっ!!」


　思わず怒鳴っていた。


「っていうのは冗じよう談だんで、本当にお願い。あたしたちを助けて。あたしに出来ることなら何でもするわよ」


　響は身体からだを前に乗り出して、下から見上げるようにじっと透を見つめる。潤うるんだように瞳ひとみが濡ぬれているのはさすがだが、こいつの本ほん性しようはもう既すでに十分わかっている。


「ふざけんな。さっさと警けい察さつ行けよ」


「警察に頼たよるよりもあなたに頼った方が早そうだから」


「はあ？　何言ってんだ？　それに、だいたい俺に何のメリットがある」


「報ほう酬しゆうは払うわよ。あたしの身体ってのはどう？」


　響が冗談めかして胸むねをそらした。その態度が透の癇かんに障さわった。いい加か減げん、響の冗談に付き合っているのも腹はらに据すえかねた。


「了りよう解かい。前まえ払ばらいな」


「えっ？」


　透は素す早ばやく立ち上がり響の手からカップを奪うばってＰＣラックに置いた。


「ええっ？」


　そしてそのまま響に覆おおいかぶさってベッドに押おし倒たおした。


「ちょっ、ちょっと。きゃ、うそ、冗談でしょっ」


　無理やり響の両腕を押さえつけてマウントを取った。響はしばらく暴あばれていたが、やがて諦あきらめたのか力を抜いて透を激はげしく睨みつけてきた。


「冗談だ」


　響から身体を離してベッドから降おりると、やれやれと溜ため息をつきながら椅い子すに腰掛けた。


「下らねえこと言ってないでとっとと帰れ。それとも金払うか？　二百出すならやってやってもいいぜ」


　まだ睨みつけてくる響に、透はありったけの嫌いや味みを込めた表情で笑い返した。


　響は多少乱みだれた衣服を直しながら唇くちびるを嚙かんで俯うつむいた。じっと何かを考える素そ振ぶりのままピクリとも動かない。そうしてほんの十数秒後、響はおもむろに口を開いた。


「……わかったわ。二百ね。今すぐには払えないけど一ヶ月だけ待って。そしたら必ず払うから」


「そんなこと言って当てはあるのかよ。そのときになってやっぱり払えませんじゃすまねえぞ。なんなら黄色い看かん板ばん紹しよう介かいしようか。駅前にはお自動さんもあるぜ」


　透の軽口に響はきっとした目付きで睨みつけた。


「大丈夫よっ。何とかするから」


「あっそ。んじゃ交こう渉しよう成立な。念のため言っておくが二百円じゃないからな。二百万、きっちり払えよ」


「わかったわよ」


　響は口を尖とがらせながら渋しぶ々しぶといった感じに頷うなずいた。


……掛かったっ


　思わず笑えみが漏もれそうになる。実のところ、響の依い頼らいを受けようが受けまいが、奴らに顔を知られた以上、関わり合いになるのは避さけられないのだ。あれだけの人数を動員して追跡を行う組織だ。透もいつまでもこのマンションに籠こもっているわけにはいかないし、学校を往おう復ふくしていればいずれ遅おそかれ早かれここに住んでいることは奴らにばれてしまう。だからこっちから仕掛けて手を打つ必要があったのだ。薫の救出はそのついでで構かまわない。元はといえば響の勘かん違ちがいのせいで受けたとばっちりだが、依頼となれば多少の危き険けんも我が慢まんできる。とんだただ働きになる予定が、思わぬ金になって苦笑いが漏れそうになるのも当然というものだった。


「それであたしの質しつ問もんに答えてよ」


「ああ？」


「どうやってあたしたちをつけたの」


　さっき上う手まく話題をそらせたと思ったのだが、どうやらその辺りは抜ぬけ目がない。間が抜けているように見えて、何気に押さえるべきところを押さえに掛かるのが厄やつ介かいだ。


「どうやってって……普ふ通つうに気付かれない距きよ離りを取ってこっそり後をつけただけだ」


「それは噓うそよ。あの日、あなたがあたしたちから五十メートル以内に近づいていないことはわかってるの。でも、それならどうやって後をつけたのかしら。新宿のあの人ごみの中で、普通の人間には無理よね。それに……」


　響は一度言葉を区切って目を閉じると、何かを聞き取るかのように透の方に耳を傾けた。


「デパートから逃げるとき、あいつらの動き、まるで見えてるみたいだったわ。あのワゴンのことも、あんたのタクシーからは見えないはずよ」


「何変なこと言ってんだよ」


　微かすかに自分の語調が変化したのが自分でもわかった。なぜか動どう揺ようしていた。いや、理由はわかっている。二人が声を上げないでいると、パソコンの微かすかなファンの回転音が不気味によく響ひびく。


……見み透すかされてる


　いや、この場合は違う。聞き透すかされていると言った方が正確か。


「そういうお前こそ、何で俺の電話番号知ってるんだ？　しかも俺がお前に用があることを知っていたのはなぜなんだ？　あのとき友達にお前への伝言を頼んだのは確かだけど、いくらなんでも早すぎる。電話切ってから数十秒しか経たってなかったはずだ。あれはまるで俺たちの会話を聞いていたかのようなタイミングだった」


　響の眉まゆがピクリと動いた。響はすっと目を開いて真正面から透の顔を覗のぞき込むと、真しん剣けんな面おも持もちで立ち上がった。パッチリした大きく黒い瞳ひとみが、波は紋もん一つ立たない透とう明めいな水面を透の脳のう裏りに思い起こさせる。吸すい込まれそうなほど魅み力りよく的てきで危険な漆しつ黒こく。響は透が手を伸のばせば顔に届とどくところまでやってきて立ち止まった。わけもなく透の心しん臓ぞうの律りつ動どうが速くなる。響は透の座る椅子の元にひざまずくと顎あごを心持ち上げてゆっくりと目を閉とじた。薄うすいピンク色の唇に目が吸い寄せられる。
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──ずびしっ


「いったぁー。ちょっと何すんのよ」


　響の脳天に思いっきり空手チョップをくれてやった。


「それは俺の台詞せりふだ。一体何の真ま似ねだ」


「だってあなた、すごい心臓ドキドキ鳴ってるんだもん。これはからかわないと損そんかなって」


……はぁ


　これは何度目の溜め息だろうか。


……この女、どこまで本気なんだ？


「なるほど……耳がいいんだな」


「半はん端ぱじゃなくね。……幼おさない頃ころはあたしはこれが当たり前だって思ってたんだけど、みんなは違うみたいなのよね」


「うるさくて夜寝ねられないんじゃねえの」


「それは生まれたときからこうだったから慣なれてるわ」


「そういうもんか」


「あなたは？　どんな能のう力りよく持ってるの？　まさか、まだ白しらをきるつもりじゃないでしょうね。言っておくけどあたしに噓は通用しないわよ」


……やれやれ


　透は目を閉じた。響はいきなり目を瞑つむった透の態度にきょとんとしていたが、突とつ然ぜんはっとした表情を見せると、右手を握にぎり締しめて、その拳こぶしで透の顔面を殴なぐりつけてきた。


──ぱしっ


　左の手のひらで響の右手を包み込むように顔の前で受け止めた。


「やっぱり……。あなた、見えてるんでしょ」


「ああ。透視って言うのかな。そういう力。……っていうか、お前、普通グーで殴るか？」


「へえ。便利そうね。生まれつき？」


……聞いちゃいない


「いや、二年前に頭打ってその時から」


「ふうん。それで離れてつけたってわけね。道理で直前まで気が付かないわけよ。あたしは五十メートルくらいを目め処どにいつも警けい戒かいの網あみを張はっているのよ。あのときあなた、道路渡るために走ったでしょ。聞き覚えのある足音が急に聞こえてきたからびっくりして」


「それで俺だって気が付いたのか。姿すがたは見られていないはずだし、どうしてばれたんだろうとは思ってたんだ。足音って特とく徴ちようがあるって言うからな」


「薫が言うには昼間新宿で私たちが追いかけたのもこの人だって言うから余よ計けいにびっくりしちゃって。ああ、あの子は匂においに敏びん感かんなの。さくらやの前で急に薫が、『変わった匂いの人がいる』って言い出してスタスタと歩き出したのよ。それがあなたの匂いってわけ」


「匂い？」


　思わず袖そで口ぐち辺あたりをくんくんと嗅かいでしまったが、普通の人間の鼻は自分の匂いなどというものには気付かないように出来ている。嗅きゆう覚かくは視覚や聴ちよう覚かくと違って麻ま痺ひというか順じゆん応のうが早い。トイレに入っても最初は嫌な臭いに閉へい口こうするものだが、いつの間にか慣れてしまっているのはそのせいだ。


「そしたら、あなたおかしな歩き方してたでしょ。あたしも薫もなんだか気味が悪くて、気付かれてるんじゃないかとか思って見回しても怪あやしい奴やつなんて目に付かないし、変な足音も人が多すぎてわかんないし。薫が言うにはずっと立ち止まらずに同じペースでゆっくり歩いているって言うのよ。そこを通ったのはすぐ前のことだって言うし……。一体何者かなって話してたら、もう一人変わった匂いの人がいるって薫が言い出して、今度はそっちについていくことにしたのよ」


「ああ、あの男のことか」


「えっ、あなた見たの、そいつ」


「ああ、背せの高い男だったぜ。お前らあいつの後をつけただろ。女子大の横のビルに入って行った奴。でもさ、なんでつけたりするんだ？　いくら匂いが変わってるからってそこまでするか？」


「それは……」


「それは？」


「まぁ……ちょっとした人ひと捜さがしかな。ははは」


　響はごまかしているというのが見え見えの乾かわいた笑い声を上げた。


「そういうあんたこそ、なんで薫の家まであたしたちをつけたのよ。全く逆ぎやく方向じゃない」


「それは、もちろん……」


　透が口を開きかけると、唐とう突とつに二人の携けい帯たいに同時に着信があった。二人とも着信音は鳴らないように設せつ定ていしていたが、ぶるぶると震える振しん動どう音がお互いの身体から聞こえていた。一瞬互いに顔を見合わせたあとポケットから携帯を取り出した。


　透の着信はエクスプローラーからの緊きん急きゆう依頼のメールだった。盗とう聴ちよう防止のため、メールには暗号化されたページへのＵＲＬが書かれているだけで、重要なことは何も書かれていない。もちろんそこにアクセスするには認にん証しようが必要となる。携帯からも依頼内ない容ようは確認出来るがデスクトップＰＣの方が圧あつ倒とう的に早い。


　モニターのスイッチを入れると、そのＵＲＬに素早くアクセスした。もちろんＯＳに付属しているようなセキュリティの弱いブラウザは使用しない。


「ええっ？」


　後ろで響が驚おどろきの声を上げた。


「どうした？」


　振り向くと響が携帯の画面を睨にらみつけていた。


「ちょっと貸かして」


　響は椅子に座っていた透を押しのけると、キーボードを叩たたこうと手を上げたところで、ぴたっと動きを止めた。


「なんであんたがこのサイトを立ち上げてんのよ」


「お前、ここがどこか知ってんの？」


「エクスプローラーでしょ。って今はそんなことどうでもいい。えっと……」


　響はかちゃかちゃと激はげしい勢いでキーボードを叩いて、自分のものらしいＩＤでログインした。驚いたことに響のＩＤはオーディナリー・メンバーではなく、エクサー・メンバーのものだった。


「あった。見て」


　言われるまでもなくモニターの一点に釘くぎ付づけになっていた。


『都立国こく流りゆう高校二年水瀬響、都立国流高校一年霧元透を発見次し第だい連絡願う』


　緊急度特Ａで透と響に賞金が掛かっていた。依い頼らい主ぬしはあの『宇う宙ちゆう人じん捜さがしています』の依頼を出した者と同じだった。


「マジかよ……」


「ちょっと……。これ、極ごく秘ひの依頼で、Ａ級とＳ級エクサーにしか行ってないわよ。って、もう、ああ頭が混こん乱らんする。どういうこと？　あんたエクサーなの？　それになんであたしたちが賞金首なわけ？　そうだ、こんなところでぼやぼやしてちゃダメよ。すぐ逃げなきゃ。Ｓ級相手じゃすぐばれるわよ」


「落ち着けって。さっきも言ったけど、ここはそう簡かん単たんにはばれないって」


「何でそんなことが言い切れるのよ」


「俺の住民票も、学校に提てい出しゆつしてある書類の住所もこことは別だし、この部屋は別名めい義ぎで借かりてる。公共料金も架か空くう口こう座ざを使ってるからこの場所に霧元透と繫つながってるものは何もない。やばいとしたら唯ゆい一いつこのＰＣだけだ。もっとも多た段だんプロキシを差してるからアクセス元を突き止めるのも容よう易いじゃないさ。だから……」


　身をかがめてラックの下に置いてあるルーターからケーブルを引っこ抜く。


「よっと。これでクラックされることもない。とりあえずは安全だ」


　目を丸くして驚いていた響だったが、急に身体を引くと胡う散さん臭くさげに透を見やった。


「……あんた、何者なの？」


「霧元透だけど。で、お前は何者なの？」


「水瀬響よ」


　透も響も押し黙だまった。だけど目でお互たがいに心のうちを探さぐり合っているうちに、次第に馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってきた。二人の口くち許もとからくすくすと笑いが漏もれ出てくる。


「まさか、こんな身近なところに同業者がいるとは思わなかったわよ」


「俺もだ。でもまぁ考えてみたら適てき任にんだよな。力使えば依頼もこなせるし年ねん齢れいは関係ないか」


「そうねーって、まったりしてる場合じゃない。これ、なんなのよ」


　響がモニターを指差して口を尖とがらせた。


「俺たちに賞金が掛かったのはいい。多分今日追っかけてきたあいつらだろう。俺たち二人セットで賞金が掛かる理由なんて、今日の出来事しかないからな。問題は宇宙人捜してる奴やつらが何で俺たちに賞金を掛けるのかってことなんだけ……」


「……どうしたのよ、急に黙り込んで」


「お前さ、ほんとに人間か？」


「はぁ？　いきなり何よ？」


「そうか。……あのとき俺以外にも気が付いた奴がいたってことか」


「何言ってんの？」


「となるとあの子はやっぱり……。でもあいつはどうなんだ？」


「だから何の話してんのよ」


「俺はやっぱりとばっちりか？」


──ゴキョッ


　響の拳こぶしが透のこめかみにヒットした。


「っつう。てめえ、何なんだ、いきなりっ」


「わけのわからないこと言ってないで説明しなさいっ」


「あのなぁ。お前らが怪あやしいって気が付いた奴が俺の他にもいたってことだ」


　まだ意味がわからないのか、響は透の言葉に反はん応のうしない。


「ああ、まだ言ってなかったな。俺がお前らをつけたのは、尾び行こうされたってのもあったけど、この依頼のことが頭にあったからなんだ」


「え？　あんたも？」


　響はそう言って大きく頷うなずいた。これでお互たがいにつけた理由がはっきりした。


「この依頼、目もく撃げき情報だけでも報ほう酬しゆう貰もらえるだろ。宇宙人かどうかはわかんないけど、明らかに常じよう人じんじゃない奴って今までにも何度か見たことあってさ。それでお前ら見かけたとき、一いつ緒しよにいた薫ちゃんって子、ちょっと変だったんだ。お前を初めて見たときもそうだったんだけど、姿すがたがゆらゆらと揺ゆれててさ。こう、なんつうの？　輪りん郭かくがあやふやっていうかさ。俺の透とう視し能のう力りよくのせいだと思うんだけど、とにかく普通の奴らとは違ってたんだよ、はっきりとな。今思えばお前らが特とく殊しゆ能力を持ってるせいかもしれない」


「そっかあ。それ、ありえない話じゃないわね。薫もそんなこと言ってたし。じゃ、もしかしてあたしたちってあいつらに宇宙人って思われてるわけ？」


「正確にはお前だけが疑うたがわれていて、俺はただのとばっちりだ」


　すうっと響の目が細められた。視線に殺気さえ感じる。


「……あんた、もしかしてあいつらに薫を売ったわけ？」


「いや、俺まで変なことに巻き込まれそうだったからやめておいたんだ。でもどうせ巻き込まれるならそうしとけばよかったな。報酬貰い損そこねっと、だからいきなり殴なぐりかかるなって」


「変なこと言うからよっ」


「とにかくだ。この依頼が出たのが先々週の土曜。新宿で俺たちが尾行しあったのがおとついの土曜。薫ちゃんとやらが拉ら致ちされたかもしれないのが昨日。で、今日はお前が変な奴らにつけられたと……。状況はそういうことだ」


「つまり奴らはあたしと薫が宇宙人だという情報をどこからか得て、昨日薫を拉致して今日はあたしをさらおうとしたってわけ？」


「可か能のう性せいは高いと思う。それで今日のどたばたで俺まで目を付けられたというわけだ」


「……で、結局奴らはなんなの？　薫はどこ？」


「知るかよ」


「ちょっとお、依頼を受けたからには仕事しなさいよ」


「そういやそうだったな。んじゃ仕事するか。と言ってもどこから手を付けるか……。まずはあいつらが何者なのかを押さえないとな。バンとワゴンのナンバーはチェックしといたから、明日陸運局行って持ち主を調べるとして……、お前なにか手掛かりになるようなこと聞いてないのかよ」


「えっ、うーん、あの時は同じフロアにいた奴しか聞き取ってないのよね。そいつら何も話さなかったし、イヤホンはたいした情報送ってこなかったわよ。誰かに狙ねらいを付けて聞き耳立ててれば、階が違っても音を拾ひろうことは出来るんだけどなあ」


「となると、あと繫がりがあるのはこれだけか」


　透は椅い子すに深くもたれかかってモニターを指差した。エクスプローラーからの緊きん急きゆう依い頼らいの内ない容ようが表ひよう示じされたままになっている。


「これ？」


「そっ。ついでに報酬も貰っとこうぜ。本人が報告しちゃだめとは条じよう件けんに書いてないだろ」


「報告って、まさか……？」


　響は呆あきれた顔で嫌いやそうに透を見た。


「そのまさか。響ちゃんがオトリになって奴らから情報を入手。名づけてゴキブリほいほい作戦といこうか」


「ちょっ、なんであたしがオトリなのよ。そういう役はあんたがやりなさいよ」


「だって俺、夜は透視能力は役に立たないし、お前でっかいサバイバルナイフとか剃刀かみそりとかやばいモンいっぱい隠かくし持ってるみたいだし、準じゆん備び万ばん端たんじゃん。さっ、薫ちゃんのためにも早い方がいいからすぐ出掛けるぞ」


「なんでそれを……って、あんた透視出来るのよね……」


　響は急に両腕で身体を抱きかかえるようにして、一、二歩ほど後ずさった。


「……なんだよ」


「変へん態たい、スケベ、えっち。きゃー、いやー、ちょっとこっち見るんじゃないわよ。きっと散々覗のぞきとかしたんでしょ。ああ、今までもあたしの裸はだかずっと見てたのね。嫌いやらしいっっ」


「あのなあ、いくら俺でも暗いところは見えねえんだよ。裸は風ふ呂ろでも入ってないと見えないって。アホなこと言ってないで行くぞ。じゃないとその胸、ほとんどパットで偽にせ物ものだってみんなにバラすぞ」


「きゃー、やっぱり見えてるんじゃないっっ、この出で歯ば亀がめ変態っ」


……やっぱりアホだな、こいつ





　　　　§８





「もしもし、聞こえるか」


「聞こえてるわよ。まったくこの寒い中なんであたしが……。だいたい、ほんとにオトリになる必要なんてないじゃない。でたらめでも確かめには来るはずなんだから、その後あいつらをつければいいでしょ」


「一応姿見せとかないと報酬貰えないだろ。そんなことよりそろそろ奴らが来る頃ころだから注意してろよ」


　携けい帯たいを繫つなぎっぱなしにして、ハンズフリーのヘッドセットを装そう着ちやくした響が校こう舎しやの中庭を歩いている。奴らをおびき出す場所は透たちが通っている学校にした。この周辺は住じゆう宅たく街がいで無む駄だな騒そう音おんはあまりなく、響の能力がフルに生かされる。逆ぎやくに透の透視能力は、街がい灯とうも少なく暗くら闇やみが支し配はいするこの空間では大きく削そがれていた。とは言っても常人よりは遥はるかに夜目が利くので、奴らを出し抜くことくらいは造ぞう作さもない。


「おっと、言ってるそばから怪しい奴らが来たな。正門にワゴンが止まった。それから裏うら門もんにも昼間のバンが止まって……っと、中からええと、二、三、四人降りてきた。把は握あくしてるか？」


「昼間の奴らね。足音に聞き覚えのある奴が二人いるわ」


　十五分ほど前に、エクスプローラーに響が学校に現あらわれたというメールを送っておいた。寒風が吹きすさぶ中を長時間待つ覚かく悟ごをしていたので、レスポンスが早いのはありがたい。


　透はグラウンドの南側に隣りん接せつするマンションの屋上で待機していた。東側にある正門、西側の裏門ともに遮さえぎるものもなくここからよく見渡せた。いくら透視できるとはいえ、いくつもの場所を素す早ばやくチェックするには、透視回数が少なくてすむ場所にいる方が都合がいい。マンション横の駐ちゆう車しや場じようには単車を停めて、状況が変わればすぐに飛び出していけるように準備してある。


　作戦としては、おびき出した奴らに響を確認させた後すぐに逃とう走そう。奴らを撒まいた後、逆尾び行こうするという手はずだった。そう簡単に事が上う手まく運ぶとは考えてなかったが、一応保ほ険けんも掛けてあるので大だい丈じよう夫ぶだろう。捕つかまってしまう危険も大きかったが、薫が今どういう状態にあるのかわからない分、時間が経たてば経つほど不利になる。それがわかっていたから響もあっさりこの作戦を承しよう諾だくしたのだ。


「ねえ、ちょっと足音が多いわよ。プール裏の抜け道からも聞こえる。それにあいつらどうして一言も話さないのかしら」


「ああ？　ええっと、うわっ、なんだこりゃ」


　すっかり学校の出入り口は取り囲まれていた。ほぼ正方形の敷しき地ちを囲む道路の四よ隅すみにも単車に乗った男たちが二人ずつ配置されている。せいぜい昼間と同じ十人くらいだろうと思っていたが、今動員されている奴らは少なくとも二十人以上はいた。


　おまけに裏門から入ってきたグループは、二匹ひきの犬を引き連れていた。まず間違いなく訓練された偵てい察さつ犬けんだろう。


「ちょっとお、これ大だい丈じよう夫ぶなの？　逃げ道ないんじゃない？」


「んー……いや、まぁ大丈夫だろ。ははは」


「声が引きつってるわよ」


「お前の姿すがた、あいつらに見せる予定だったけど止やめとこう。見つかったら逃げ切れなさそうだ。学校の中に忍び込んで、どっか隠かくれてあいつらやり過すごせ」


「わかった」


　とりあえず対人間にはこれで大丈夫のはずだ。二人のセンサーがあれば見つからずに逃げ回ることは十分可能だ。逃げ切ったあと逆に尾行を始めればよい。ただ、問題はあの犬だった。それにあいつらがさっきから一言も発しない理由。それは奴らが身み振ぶり手振りで意思の伝達を図はかっているからだった。恐おそらく響の能力への対たい処しよ法ほうだろう。何らかの理由で響が特殊能力を持っていることが相手に伝わっているとしか考えられない。そして、透の能力に対しては何の対たい抗こう手しゆ段だんも講こうじていないとなると、情じよう報ほう源げんはただ一つ、薫からしか考えられなかった。響の能力を無む理り矢や理りにでも聞き出したに違いない。


　いつの間にか響は正門に近い側の東校舎に入り込んだようだ。まだ奴らに見つかってはいない。両手にいくつもの内うち履ばきを抱かかえて歩いている。


……なるほど。


　それらを小まめに履き替かえながら自分の匂においをごまかしているのだろう。あの犬に対してどれくらいの効こう果かがあるのかわからないが、何もしないよりはマシに違いない。


　再ふたたび、正門に目を向けると、いつの間にか奴らは頭に変なものを装そう着ちやくしていた。


「なんだあの見るからに怪しい格かつ好こうは……」


　双そう眼がん鏡きようを貼はり付けたようなその装置、暗あん視しゴーグルに間違いない。


「えっ、なに？」


　透の呟つぶやきに響が若じやつ干かん不安そうに聞き返した。


「ああ、正門側の窓まどには近づくなよ」


「…………あのー、あたしさっきから、思いっきり正門が見えている位置を歩いているんだけど」


「バカ、さっさとしゃがん……げっ、あいつら走り出した」


「きゃっ、これって見つかったってこと？」


　奴らは響がいた辺りを指差して校舎内に入ろうと入り口を探さぐっている。


「ちょっと何とか言いなさいよ。ああっ、あいつらもなんか暗号でしゃべり出した」


　ちょっと迂う闊かつすぎた。まさかここまで大掛かりに仕掛けてくるとは思ってなかった。


「ちっ、何やってんだ。そろそろ来てもいい頃ころなのに」


「何がっ？」


「なんでもないこっちの話だ。いいからお前は早く逃げろ。西と北側には暗視ゴーグル付けている奴らはいない。そっから校舎の外出て、見つからないように敷しき地ちを出ろ」


「わかった、ってダメ。そっちに犬がいる」


……くそっ


　昇しよう降こう口ぐちに向かって走り出そうとしたその時、正門の向こうの空が点てん滅めつしながら赤く染そまっていた。


「来たっ」


　エクスプローラーにメールを送ったすぐ後に、警察に一一〇番通報しておいたのだ。『怪しい奴らが学校に忍び込んで何か変なことをしている。もしかしたら学校の備び品ひんを盗ぬすみ出す窃せつ盗とうグループではないか……』と。


　一一〇番通報のレスポンスタイムは全国平へい均きんで五分少々のはずだが、なかなか来なかったのは、名前を名乗らずに電話を切ったせいで信用されなかったからかもしれない。ただし、全面スモークを貼はったワゴンが正門前にいるのは事実なので、警けい戒かいに来たパトカーの連中も怪しさは感じているはずだ。響を追いかけていた奴らも、一時足を止めて何やら指し示じを待っている様子だった。


「あれ？　あいつらどうしたの？」


「おいっ、正門付近にパトカーが来た。奴らの会話聞き取れないか」


　透はマンションの階段を駆かけ下りながら口くち許もとのマイクに囁ささやくように話した。


「…………だめ。あいつらほとんどしゃべらないし、車内なのに暗号使ってるみたい」


「おっ、パトカーから警官が降りてきた。身元の確かく認にんする気だな」


「警官相手には暗号使えないわね。なんて言い訳わけする気かしら」


　黒いスモークを貼ったウィンドウがするすると降りてきた。スモークのせいで透の透とう視し能のう力りよくをもってしても暗くてよく見えなかった車内の様子が、警官の懐かい中ちゆう電でん灯とうの明かりのお陰かげでうっすらと確認することができた。


「あっ、あいつ」


「どうしたの？」


「助手席に座すわってる男、新宿で会ったあの男だ」


「ほんと？　あっ、でも、あれっ？　ちょっとなんで？」


「どうした？」


　響が怪け訝げんに思っている理由はすぐにわかった。奴らに何やら紙切れを見せられた警官は、何事もなかったようにパトカーに戻もどると、そのままその場を去ってしまったからだ。


……どういうことだ？


　この怪しい集しゆう団だんは警察にまで話が通してあるのだろうか。そうなると真しん剣けんに危あぶない。銃じゆうまで持っているし、国家が絡からんでいるとしたら一高校生の手に負える相手ではなくなってくる。


「それで奴らなんて言ったんだ？」


「あいつらなんか紙のようなものを見せたように聞こえたけど、あんたんところから見えなかった？」


「いや、角度がきつくて用紙の内ない容ようは見えなかった」


「警官が『きりゅう研究所？』って呟くのが聞こえたくらい」


「きりゅう…………まぁいいや。それより早くそこから逃げろ……って、あれ？　お前今どこにいるんだ」


「何とか学校の北側に出た。だけど塀へいはまだ越こえていない。どうしよう。あいつら道路にもいるでしょ」


　響は敷地の北東付近、北校舎と塀の間の植え込みの陰に隠れていた。そこなら犬が近づかない限りそう簡単には見つかりはしない。


「仕方ない。おいっ、一いつ旦たん、電話切るぞ」


「えっ？　あんた逃げる気でしょ」


「いいから騒さわぎが起きるまでそこで隠れてろ」


　それだけを言って通話を切ると、携帯メールでエクスプローラーサイトに、透が西側の背の高いビルにいることを通知した。そしてそのまま透は南側のマンション脇わきの駐輪場で単車に跨またがって待機した。


……早く動けよ


　なかなか反応がない。スコープを付けた奴らは校舎内を捜しているが、いずれ響が外に出たことは気付くだろう。


　犬を連れた男が校舎の周りをゆっくりと歩いている。西から校舎の南側、東側と回ってきて徐じよ々じよに響に近づいてきた。透はじりじりしながら奴らが動くのを待ち続けた。


「ちょっとまだなの？」


　再ふたたび響からの回線が繫つながった。透が動いていないことはわかっているはずだ。


「これ以上、待てないわよっ」


「もう少し待て。今動いても捕つかまるだけだ」


　武ぶ器きも持ってる相手だ。なるべく危険は避さけたい。


「もうだめっ。犬が何かを嗅かぎ付けたみたい」


　ヘッドフォン越ごしに犬の吼ほえる声が聞こえてきた。


……くそっ


　そのとき、ワゴンの中の奴らが慌あわただしく動いた。次いで、北西と南西の角にいた単車の男が一人ずつマンションに向かった。


「動いたっ」


　一台なら何とかすり抜けられる。エンジンを掛けてギアを蹴けりこむと、怪しまれないようにゆっくりとマンションを飛び出した。


「東側の正門の前を通って校こう舎しやの北側に出る。塀を飛び越えてバイクに飛び乗れ」


「わかった。急いでよ」


　正門前のワゴンを追い越すときに横目で確認したが、やはりあの男だった。間違いない。北東の角にいる男たちが二台の単車を横にして車道を塞ふさいでいたが、透が何者かわからないので動けないでいる。透は強ごう引いんに歩道に乗り上げると、奴らの脇わきをすり抜けてアクセルを一気に開けた。タイミングよく塀を乗り越えてくる響がヘッドライトに照らし出された。


「遅いわよっっ」


　急停車して響が飛び乗ったのを確認すると一気に加速した。犬の吠ほえ声が一いつ瞬しゆん聞こえてきたが、すぐにエンジンの爆ばく音おんにかき消された。すると前方から透たちをライトで照らし出す単車が一台向かってきた。


「野や郎ろうっ。やる気かよっ」


　透の進路に真まっ直すぐ合わせて突き進んでくる。


「ちょっと、あいつ突っ込んでくるわよ」


　車一台がやっと通れるほどの幅はばしかないこの道路。下へ手たに避よけると壁かべに激げき突とつするか側そつ溝こうに落ちるだけだ。


「きゃっ、ちょっと、あんた何やってんのよっ、ぶつかるわよっ」


　響の叫びは無視して、ギアを蹴りこむと更に加速した。一瞬でタコメーターがレッドゾーンまで振り切れた。強きよう烈れつなＧに内ない臓ぞうが押おし潰つぶされそうになる。


「おらおらおら」


　相対速度は軽く百五十キロを超えた。


……一いつ瞬しゆんの動きを見み逃のがすな


……ヘルメット越しに相手の目を見ろ


……どっちに逃げる？


「きゃー」


　びびった奴の目が微かすかに左を向いた瞬間、透は相手の単車の右側をすり抜けていた。背はい後ごで壁に激突する音が聞こえてきた。更に後ろから追いかけてきていた二台の単車も巻き込んだようだ。透たちはそのまま道路を猛もうスピードで突っ走り続けた。
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　昨夜、奴やつらを撒まいた後にこっそり学校に戻もどってきたが、既すでにワゴンもバンも消えており、事じ故こったはずの単車も跡あと形かたもなく処しよ理りされていて、逆ぎやく尾び行こうする計画は失敗に終わった。残った手て掛がかりといえば、奴らは「きりゅう研究所」の者らしいということだけ。


……桐生きりゆう？　気流？


　夜を徹てつしてネットで検けん索さくをかけたが、それらしいものは全くヒットしなかった。一応、奴らの単車のナンバーも控ひかえておいたが、四輪と違い二輪は誰にでも持ち主の登録照会が出来るわけではないのであまり意味がない。ワゴンとバンの方は、朝イチで練馬の自動車検けん査さ登録事じ務む所しよで確認してきたが、山田商事という会社所有の車両となっていた。登録場所は男が入っていった新宿のあのビルで、帰りに寄よってみたが該がい当とうの階は貸かし机づくえ屋やが入っているだけだった。ペーパーカンパニーであるのは間ま違ちがいない。この分だと会社の登記情報から辿たどるのも無理だろう。


　逆尾行計画は失敗に終わり、ネット検索もダメ、薫の行方ゆくえの手掛かりは全く摑つかめず、響は昨夜からずっとカリカリしていた。


　新しい情報が入ったのは昼過ぎのことだ。


「ほんとにここなのかな？」


「うるせえな。お前が聞いてきたんだろ」


　住じゆう宅たく街がいの真ん中にひっそりとその建物は建っていた。地上部分は三階建てで、窓が極きよく端たんに少ない変わった構造をしている。


　透たちはその建物から百メートルほど離はなれた雑ざつ居きよビルの屋上から観察していた。もう小一時間ほど様子を窺うかがっていたが、怪あやしい気配は何もないし、薫の姿も見あたらない。


「やっぱりガセだったのかなぁ。まったく、あいつ今度会ったらただじゃおかないわよ」


──霧生きりゆう研究所


　百メートル先に建っている建物の名前がそれだ。響の話によると、昨日の件けんは警けい察さつに話が通っていたようだったので、警けい視し庁ちように勤つとめている知り合いに頼たのんで情報を教えてもらったらしい。


　警察を頼ることは透も考えたのだが、警察関係者とはあまり関わり合いになりたくなかったし、透に情報をくれる知り合いもいないので、最後の手段と考えていたのだ。


　どうやって聞き出したのかといぶかしんでいると、響は携けい帯たいのストラップを指にかけてぐるぐると振ふり回しながらくすくすと笑った。


「警察には何人か弱み握にぎってる人がいるんだ」


　思わず透は、援えん交こうの事実を響に握られているというその警視庁のキャリアに同情した。一生、響のコマとして動き続けるのだろう。男を食い物にする性しよう悪わる女おんなの顔とはこういう顔を指すに違いないと妙みように納なつ得とくした。


……こいつ力の有ゆう効こうな使い方を知ってやがる


　一番関わってはいけない女と関わったのかもしれない。響の目が「次はあんたの番よ」と言っているような気がするのは、透の考えすぎかもしれないし、当たっているかもしれない。


「薫ちゃんのことも最初からそいつに頼めよ」


「もう頼んであるわよ。既すでに二日経たってるから警察も動いてるはずよ。でも家出なのか事件なのかもわからない状じよう態たいじゃあんまり真しん剣けんに捜そう索さくしてくれないの」


　そう言ってふんっと鼻息を漏もらすと、響は酷こく薄はくそうな薄うすい唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。





「薫、どこにいるんだろ」


「あの建物の中にはいなさそうだな。別の場所か……それとも地下かな」


「地下？」


「ああ。俺の透とう視し、分ぶ厚あつい物の向こうは見えにくいんだよ。この角度だと地面が邪じや魔まで地下は見えない。もう少し高いところに行くか、近づかないとダメだな」


「まったく……役に立たないわね」


「やれやれ、このスルー様を役立たず呼よばわりかよ」


　口の悪い響に、透はやや憮ぶ然ぜんとなった。


「ええっ？　あんたってスルーなの？」


「あれっ、まだ言ってなかったか？」


「あんたのせいでこの前の樹じゆ海かいの死体捜し、無む駄だになったじゃないのよっ。久ひさし振りに美お味いしい仕事だと思ったのにぃ」


　響は透の襟えり首くびをむんずと摑つかむと前後に激はげしく揺ゆさぶった。


「お前も依い頼らいされてたのか、あの案件」


「そうよっ。あんた、今までにあたしの仕事をどれだけ邪魔してくれたか知ってるの？」


「知るかよ、そんなもん。無能の自分が悪いんだろ」


「むっきー」


　響は目を剝むいて透を睨にらみつけた。


「そんなことより、お前は薫ちゃんの声とか聞こえないのかよ」


「何も聞こえない。聞こえてたらとっくに乗り込んでるわよ」


「何だよ。お前の方が役に立たねえじゃねえか」


「うるさいわね。音ってのは物質の振しん動どうで伝わるものなの。だからコンクリートならまだしも柔やわらかい土で覆おおわれていたり、音波を打ち消すような別の強い音があるとここまで届とどかないの。でも障しよう害がい物ぶつがなかったら十キロ先の話し声も聞こえるわよ」


「十キロ!!　へぇ、俺の視力の限げん界かいも約十キロだから感度はよく似にたもんだな」


　透の透視能力との大きな違いは、全方位に網あみを張はれることだった。透はピンポイントで狙ねらった場所しか見ることは出来ない。


「それから音量だけじゃなくて音おん域いきも広いわよ。普通の人には聞こえない周波数も拾うことが出来るし。でも分ぶん析せき能力はそれほど高くないの」


　響の話だと、仕事では大いに役に立つが、普段の生活ではさほど便利さを感じることはないらしい。通つう常じようの人間を遥はるかに凌りよう駕がしているとはいえ、それが必要とされる局面はあまりないとのことだった。聞こえてきても、それが何の音かわからなければ意味がない。


「薫のなら心しん臓ぞうの音を聞いてもわかるんだけどなあ」


「あっ、なるほど。じゃあもう動いてないんだよ、きっと」


「……殺すわよ」


　響はいきなり透の襟首を引っ張ると、顔をぐいっと近づけて言った。


「はは、悪い。冗じよう談だんだって」


　透は笑ってごまかしたつもりだったが、顔は引き攣つりまくっていたはずだ。響の今の目は本気だった。薫のことではあまり悪ふざけでおちょくらない方がいい。


「……で、お前はなんて名乗ってんだ？」


　雰ふん囲い気きが悪くなったので、透も気を取り直して聞いてみた。


「エコー」


「…………」


「何よ」


「てめえ、こないだよくも俺おれの獲え物ものを横取りしたな。お陰かげで一週間働き損ぞんになったじゃねえか」


「そんなもん知らないわよ。無能の自分が悪いんでしょ」


「むっかー」


　響はふふんと馬ば鹿かにしたように鼻で笑った。しばらくお互たがいにむすっとしたまま観察を続けていたが、そのうち響がくすりと笑った。


「……んだよ」


「二人とも実に安直な通り名を名乗ったものねーって思って。だってスルーにエコーよ。そのまんまじゃない」


　何がおかしいのか響はそのままくすくすと笑い続けた。なんとなく雰囲気が和なごんでほっとした。





「……あのさ、何でも見えちゃうってどんな感じ？」


　ひとしきり笑ったあと、響がぽつりと呟つぶやいた。最初それが透に向けられた問いだとは気付かなかった。


「どんな感じって？」


「見たくないものだって見えちゃうことってあるでしょ」


　響は手て摺すりに頰ほお杖づえをついて研究所を眺ながめながら言った。響の言いたいことはなんとなくわかった。つまり響は聞きたくないことも聞かされてきたということだ。


「俺は二年前から突とつ然ぜん見えるようになっただけだからな。それほど葛かつ藤とうはなかったよ。それにプライバシーに関して言えば、お互たがいに尊そん重ちようしあわなければならない奴やつは周囲に一人もいなかったし」


　それが幸せなことだったのか不幸なことだったのか、透にはわからない。


「あんた、寂さびしい人生を送ってるのね」


「余よ計けいなお世話だ」


　一人で生きていくことを決めた丁ちよう度どそのときに、能のう力りよくが発はつ現げんしたのだ。タイミング的に言えば一番幸運だったのは確かだろう。だけどそのお陰で周囲から距きよ離りを置いたまま、誰にも近づけなくなった。寂しいという感情がどういうものだったのか、透はもう思い出せない。


　生まれつき能力が備そなわっていた響は、子こ供ども心にも色々と傷きずつくことはあったに違いない。性せい格かくが少々歪ゆがんでも仕方ないだろう。もっとも、だからといって同情する気には全くならないし、きっと響もそんなことは望んでいない。


「薫ちゃんとはいつ知り合ったんだ？」


「……六年前かな。あたしには薫がいたから……」


　同じ能力者同士、心を許ゆるせる存そん在ざいがいたことが響の救いだったのだろう。ほんの少しだが透はそれを羨うらやましいと思った。もちろんそんな気持ちはすぐに頭から追い出した。


「湿しめっぽくなっちゃったわね」


「あ、いや、いいさ」


　初めて見た響の本音らしき姿すがただったかもしれない。なんだか調子が狂くるいそうになって、透は研究所の観察に集中した。





「やっと動きがあったな」


　お互い黙だまりこくったまま一時間近くが過ぎた頃、黒くろ塗ぬりの外車が一台、正門の受付でチェックも受けずに入っていった。


「あの男だ。黒のＢＭなんぞ乗ってやがる。一いつ緒しよにいるのは……おおっと、これまたすごい美人だな。お前の百倍くらいきれいなお姉さんだ。ちょっと目が冷たそうだけど」


「でも心しん臓ぞうの音は、あんたの五百倍くらい根性曲がってそうよ」


「なるほど、お前といい勝……ぐぇ。だからあ、何でてめえはいつもいきなり蹴けるんだよ」


「ああら、ごめんなさい。つい足が出ちゃったわ。おほほほ」


　響とのやり取りも調子が出てきた。透はわき腹ばらをさすりつつ、ぶつぶつと文もん句くを言いながら観察を続けた。受付の守しゆ衛えいがなにやら男と女に話しかけていた。


「霧生所長って言うみたいね。その女、ここの所長みたいよ。なるほどね、この人の名前を取って霧生研究所と呼よばれてるわけね。非ひ公式だからネットじゃ出てこないわけよ」


　正門に掲かかげられた青せい銅どう製せいの立りつ派ぱなプレートには、小平研究所と書かれているだけだ。


「まぁいいや、これで昨日の連中とあそこが繫つながった。警けい視し庁ちようキャリア君の情じよう報ほうは噓うそじゃなかったってことだ。後は薫ちゃんが本当にこいつらに拉ら致ちされたのかどうかってことと、どこに監かん禁きんされているのかってこ……」


「どうしたの？」


　言葉が途と切ぎれた透に響が不ふ審しんそうに小首を傾かしげた。


「やっぱり、地下だ」


　車から降りた二人は建物の中へと入っていった。エレベーターの前で男は下へのボタンを、霧生所長は上へのボタンを押した。


「みたいね。『あの娘むすめはどうしてる』って所長が誰かに聞いて、その誰かが『まだ下で眠ねむってます』だって」


「よし決まりだな。おそらくその娘が薫ちゃんってことだ。あの下にいるってことだよ」


「あとは『猫ねこの移送は無事完かん了りようしました』って誰かが所長に言ったけど……」


「猫？　なんのことだろ……。まぁいいや、今回の作戦には関係ないだろ」


　透の目と響の耳が監視する中、長身の男は下へ降りて行った。地下へ行くにはエレベーター内で暗あん証しよう番号を打ち込まないといけないようだが、透の目から逃のがれることは出来ない。


「下に降りたら聞こえなくなっちゃった。かなり深いとこまで行ったみたいね」


「それか防ぼう音おんが完かん璧ぺきなのか……、所長室はあそこか」


　窓まどが小さく数も少ない、いびつな建物だが、透たちから見て一番手前の三階の一室だけ、かなり大きな窓が設もうけられていた。建物内の各部屋はカードキーで入室するようになっている。忍しのび込こんだだけでは、どこにも入れないだろう。まずはキーの入手が先決となりそうだ。


　美人所長は所長室に入ってくると、さっと窓のブラインドを下ろして、年代物の重じゆう厚こうな机つくえの上に載のっているＰＣのスイッチを入れた。


「へっへー。これはチャンスかな。ログイン名は……ＫＩＲＹＵ。パスは……」


　必死で指の動きを追ったが、最後がちょっとわからなかった。


「アイ・エヌ・エフ・イー・シー……。くそっ、その後がわからん。三、四文字なんだけどな」


「インフェクション、そう呟つぶやいてたわよ」


「なるほど、ｉｎｆｅｃｔｉｏｎか。…………お前の力便利だな」


「ああら、さっきは使えないって言ったの誰だれだったっけ」


「何のことだ？」


　白しら々じらしく笑ってごまかした。


「ところでインフェクションってどう意味？」


　響がスペルを思い浮うかべているのか、斜ななめ上の宙ちゆう空くうを見つめながら聞いた。


「確たしか『感かん染せん』じゃなかったかな……」


　学校で習った覚えはなかったが、なぜかその単語の意味を知っていた。なんとなく不ふ吉きつなものを感じさせる語感にそれ以上言葉が続かない。


「へえ……」


　響もどう反はん応のうしていいのかわからないようで、興きよう味みを失ったようにそれきり何も言わなかった。
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　どうやって忍び込むか。まずはそれが問題だった。様子を窺うかがう限かぎりでは入出者はかなり厳きびしくチェックされている。守衛所で誰に用よう件けんがあるのか確認し、訪ほう問もん先の了りよう解かいを得て初めて敷しき地ち内に入ることが許されるようだった。


　首しゆ尾びよく侵しん入にゆうしたとしても、研究所内の監視カメラからも逃れなくてはならない。カメラの位置を逐ちく一いち確認して、響にもわかるように即席の見取り図に書き込んでいく。


　更に地下施し設せつへ降りるにはカードキーと暗証番号を入手しなくてはならない。暗証番号は先ほど長身の男が押しているときに見て覚えたので、まずはカードキーの入手が侵入してからの課題だ。一番いいのは、誰かを脅して薫の居場所とこの研究所にダメージを与あたえられるネタ等を聞き出し、更にカードキーも奪うばうことだが、そう上う手まく行くかどうか。


　ああでもない、こうでもないと話し合いながら二人で出した結けつ論ろんは、夜になるのを待って給食センターの弁べん当とう搬はん入にゆうトラックに紛まぎれるのがベストというものだった。深夜は警けい備びシステムが入るだろうからアウト。透視と盗とう聴ちようの能力を駆く使しすれば、人がいる時間の方が却かえって安全という結論に達した。


　そのあとは誰かを捕まえて情報とカードキーを入手して地下へ降りる。無事、薫を救出した後は、臨りん機き応おう変へんに脱だつ出しゆつを図るというものだった。案外、忍び込んでからは人がいなくなる深夜まで中で待って、強行突破で脱出を図るのが一番安全かもしれない。行き当たりばったりで杜ず撰さんな計画だが、薫がどんな状じよう態たいかわからない以上これは仕方がない。


　警察に頼たよることも考えたが、何の証しよう拠こもない状態では立ち入り捜そう査さは出来ないだろう。やはり自分たちで薫を救出してから、薫の証言で警察を動かすのがベストだ。いくら相手が警察と繫つながっているかもしれないといっても、誘ゆう拐かい監かん禁きん行こう為いまでお上かみが見逃すとは考えにくい。





　一いつ旦たん戻もどって動きやすい服ふく装そうに着き替がえ、作戦に必要な道具を揃そろえると、辺りが暗くなってきた頃ころ、作戦を開始した。侵入はあっさり成功した。給食センターから弁当を運搬していた者は、まだ成人前の青年で、響が上手いこと言ってたらしこんだ。詳くわしくは聞かなかったが、今度デートしましょうとか適てき当とうなことを言ってころりと落としたそうだ。


「あたしの美び貌ぼうに掛かかればちょろいものよ。おーほほほほ」


　などと言っているが、実じつ際さいのところは人には言えない方法で脅して、無理やり言うことを聞かせたのではないかと透は疑うたがっていた。その青年は運転しながらも響に対して妙みようにビクビクしていたからだ。


　バンから出たあとは目出し帽ぼうを被かぶって顔を隠かくし、監視カメラをかいくぐりながら階かい段だんで二階に上がり、女子トイレに一旦隠れた。研究員に女じよ性せいは少なく、女子トイレは人の気配がほとんどしないからだ。


　所長室を覗いてみたが、あの男も美人所長も不在だった。黒くろ塗ぬりのＢＭＷもなかったから、透たちが着替えに戻っている間に再び外出したのだろう。これも好都合だった。あの男には得体の知れない何かがある。出来れば顔は合わせたくないと思っていたのだ。


　改めて地下を覗いてみると、薫以外にも二人の子こ供どもが、それぞれ鍵かぎの掛かった部屋に閉とじ込められていた。個こ室しつといえば聞こえはいいが、はっきり言って牢ろう獄ごくと同じ状態である。


「なんか子供の息いき遣づかいが聞こえるんだけど、もしかして……」


「ああ、これみんな誘拐されてきた子じゃねえか」


「まさか……。薫は眠ってるのかな。とりあえず落ち着いてる音だけど……」


「地下三階の一番奥おくの部屋だ。……うん、眠ってるよ。ベッドで横になったまま動かない」


　今は夕食時。寝ねるには早すぎる時間だ。


「大だい丈じよう夫ぶかな。怪け我がとかしてない？」


「大丈夫、外がい傷しようは特にないよ。薬で眠らされてるのかな」


　響の能力が奴らに知れ渡っていたのは薫から聞き出したからに違いない。その際さい、昏こん睡すいするような何かが行われたとしてもおかしくはないが、もちろんそんなことは響には言ってない。響の表情は早く助け出したいという思いがありありだったが、まずはカードキーの入手が先決だった。


　一階は応おう接せつルームや会議室、電算室となっていて、主な研究室は二階、三階に集中している。特に二階は個人研究の場で、一人で詰めている部屋が多い。逆に三階は大型の実験器具が設置されて共同研究の場となっているようだ。だけど、これらの設備を見ても、透にはここが何の研究をしているのかはさっぱりわからなかった。


　このあとの手て筈はずとしては、誰か一人を脅してカードキーを奪い、ついでに情報を入手するというものだ。それ自体は簡かん単たんなのだが、問題は誰を狙ねらうかだった。各実験室は当然電子ロックされており、強ごう引いんに押し入ることは出来ない。出来れば女性研究員がここまでやって来ないものかと都合の良い事を考えていると、この女子トイレから一番近い研究室の扉とびらが開いて、中から白衣を着た若わかい女性が廊ろう下かに出てきた。透が気が付いたのと同時に音で察知した響が、透の顔を見てほくそえむ。


「ついてるわね」


「ああ」


　もちろん、その若い女性研究員は今日一番ついていなかった。





　個室で用を足して鏡の前で手を洗あらっているところを、透が後ろから忍び寄って女性研究員の口を手で塞ふさぐと、響が大型ナイフを顔に突きつけて「声を出すと殺す」と短く告げた。目出し帽を被ったあからさまに怪あやしい二人組に襲おそわれ、すっかり彼女は怯おびえてしまった。響の言葉に彼女がふるふると首を上下に頼たよりなく振ふるのを見て、透は口から手を離はなし、ガムテープで手と足を動かせないように固定していく。その間、響は白衣ポケットからカードキーを抜ぬき出した。時間にしてわずか十数秒、あまりに手て際ぎわが良すぎて気味が悪い。恐おそろしく二人の息が合っていた。こういったことを苦もなくこなすところを見ると、響も荒あらっぽいことに相当慣なれているようで、頼もしい反面少しばかり怖こわくなる。


　そのままここで尋じん問もんしても良かったが、彼女の研究室はすぐそこだったのでそちらに移い動どうした。監かん視しカメラに透が彼女を担かついで廊下を移動する姿がバッチリと映うつってしまったが、監視室ではろくにモニターを見ていないことは確かく認にん済ずみだ。ここで大おお騒さわぎをするか、誰かとばったり出くわさない限かぎり見つかる心配はない。もちろん二人の能力で誰も出て来ないことも確認してある。


　研究室に入ると、透は女性研究員から脱ぬがした白衣を着てＰＣの液えき晶しようディスプレイの前に座すわった。監視室モニターの粗あらい映えい像ぞうなら、別人が座っているとは気付かないだろう。


「そこからこっちには来るなよ。カメラに映る」


　ドア付近の頭上にカメラが設置してあり、響は死角となるその真下で女性研究員を見下ろした。


「それからそいつが変な真ま似ねしたら刺さしていいぞ」


「言われなくてもそうするわよ」


　感情を抑よく制せいした声で透が淡たん々たんと告げると、響も悪乗りして冷れい酷こくな声で返した。もちろんそれは演えん技ぎで刺すつもりは多分ないのだろうが、女性研究員としては本当に殺されるかもしれないという恐きよう怖ふ感を嫌いやというほど煽あおり立てられているに違いない。少しばかり可か哀わい相そうに思ったが、こんな研究所で働いている自分が悪いと思って諦あきらめて欲ほしい。


「地下の子供たちは何？　どこから連れてきたの？」


「しっ、知らない。こっ、殺さないで」


　響が女性研究員から情報を聞きだしている間、透はデータを漁あさり始めた。子供たちに関する研究データはネットワークサーバーに保ほ管かんしているようで、彼女のログインＩＤでは自分の研究データ以外にはアクセス権けん限げんがないようだった。そこで、昼間の美人所長のことを思い出した。霧生所長のＩＤでログインし直すと、一発で侵しん入にゆう成功した。立りつ派ぱな不正アクセス防ぼう止し法ほう違い反はんだ。透は不ふ敵てきに笑うと、データベースに侵入した。


「ほ、ほんとに、知らないのよ。連れて来られた子供たちを調べて……色々実験したり研究したりしてる……だけ…のよ。私……は不思議な猫ねこのこ…を調べ…いた……だ…し」


　片かた耳みみで聞いていたが、後半は涙なみだ声ごえで何を言ってるのかわからなかった。ちょっと脅おどしが過すぎたかもしれないとチラッと思ったが、響に任まかせておいて構かまわないだろう。


　さすがに所長のＩＤだけあって、全すべてのフォルダとファイルにアクセスが可か能のうだった。だけど、ファイルサーバーの中には研究データがあるだけで、子供たちの個人情報や誘ゆう拐かい監かん禁きんを示しめす裏うらファイルは見当たらない。考えてみれば、そんな危き険けんなファイルをネットワーク上に置いておくわけがない。恐らく研究データはサーバーに保管し、機き密みつ性せいの高い情報は所長個人のＰＣに保ほ存ぞんしているのだろう。


「……それで、力がないとわかった子はどうしたのよ」


「し、知らない。い、いつの間にか、いなく……なってた…わ」


……さてどうするか


　所長室を見上げたが、角度が悪くて液晶ディスプレイの状じよう態たいが見えない。ちょうど真後ろから見上げる位置だった。


……一度所長室に忍び込むか、データは諦めるか……


「どうしたの？」


　考え込んでいたため、透はそれが自分に話しかけられた言葉だと気が付くのに少し時間が掛かった。響がナイフを彼女の顔に突きつけたまま、透の方を窺うかがっている。


「どうも重要ファイルは所長のパソコンの中みたいなんだ。部屋まで侵入するのは難むずかしいなと思ってさ」


「それそんなに大事なの？　それより早く薫助けようよ。あの給食センターの男の子がばらさないとも限らないし」


「ダメだ。絶ぜつ対たいにここを潰つぶしておかないとまた誘拐されるし、俺たちも狙ねらわれ続ける」


「そっか……。そうよね」


「このカードキーじゃ所長室は入れないよな」


　女性研究員に尋ねると懸けん命めいに頷うなずいた。


「ねえ、所長室のパソコン、スイッチ入ってるわよ。あんたなら何とか出来るんじゃない」


　後は簡単だった。外部ネットワークに対して注意を払はらうのは今や常じよう識しきだが、内部からのクラッキングに関してはまだまだセキュリティ意識が低い企き業ぎよう・団だん体たいが多い。ファイアウォールで守られている分、安心しきっているのかＯＳのセキュリティアップデートを施ほどこしていないＰＣばかりだった。クラッキングツールを使って管理者権限を奪うばうと、あっさりリモートアクセスに成功した。


　と、その時──、


──ピンポーン


　この場にいる三人全員が一いつ斉せいにびくっと身体からだを震ふるわせた。


……なんだ？


　ＰＣ机づくえの脇わきに置かれた電話のインターホンだった。来客を示すボタンが赤く点てん滅めつしている。反はん射しや的にドアを透視するとあの長身の男が立っていた。
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「なっ、いつの間に」


　透は思わずそう漏もらして慌あわてて口を閉とじた。すぐさま口に人差し指を当てて、音を立てないよう二人に知らせた。


……どうする？


　彼女を電話口に出させることも考えたが、あの様子ではまともな応おう対たいは出来ないだろう。透はこのままうっちゃって諦めてくれることを祈いのった。


　じりじりと嫌な時間が流れた。男はドアの前から一歩も動かない。再ふたたび男がドアのインターフォンを押した。


──ピンポーン


　静まり返った室内にやけに大きくその音が響き渡った。どうするのよ？　と響が目で訴うつたえる。女性研究員は成り行きが自分に良い方に転がるように必死に祈っていた。電子音の余よ韻いんが透の背せ中なかに重じゆう圧あつと化してのしかかる。


　窓まどから飛び出して逃にげ出すべきか迷まようところだった。万が一を考えて、内ポケットに忍しのばせておいたスタンガンを取り出した。


　その時、隣となりの部屋から別の若わかい男が出てきた。その男も白衣を着ている。そしてドアの前に立っている長身の男に話しかけると、二人連れ立ってその場を離れて行った。立ち去る寸すん前ぜん、長身の男がにやりと笑ったように見えたが、透の気のせいだろうか。


「今のなんなの？　全然足音立てなかったわよ。あたしでも聞こえないなんて……、あいつ絶ぜつ対たい変よ」


「所長と一いつ緒しよにいるあの長身の男、一体何者なんだ？」


「き、木島……さんのこと？　し、知らない。さ、最近、よくここに出入りするようになったけど、な、名前以外は、何も知らない」


　助けかと思われた男が去ってしまったので、女性研究員は絶望に駆かられたようにしくしくと泣いた。


　額ひたいから嫌な汗あせが流れて、透は白衣の袖そででぬぐった。なんにせよばれたわけではないらしい。ここは早いところ次の行動に移うつった方がいい。幸いあと少しで所長のＰＣからファイルの転送が終わる。それを解かい析せきしたら、薫の救出に向かえばいい。


　そこまで考えてはっとした。あの木島という男がいるということは……、慌てて所長室を見上げた。ちょうど美人の所長が、部屋に入ってくるところだった。


　まだファイル転送が終わっていない。クラッキング自体はバックグラウンドで行われているからディスプレイを見てるだけではわからないが、ＰＣを触さわっていないのにハードディスクへのアクセス音がすれば、様子がおかしいことにすぐに気が付いてしまう。あと少しなのだが、ばれる前にキャンセルするべきだろうか。今やめても七割わり転送は済すんでいる。


　結局ぎりぎりまで粘ねばって転送を中ちゆう断だんした。今危き険けんを冒おかす必要はない。また後で所長が席を外したときにでも残りをダウンロードし直せば済む話だ。先に落とした分のファイルの解析を始めた方がいい。


　ファイル群ぐんの中身は衝しよう撃げきだった。何のためのデータなのか目的はわからない。本気で宇う宙ちゆう人じんを捜さがしているのか、それともただの口実なのか。だけど、様々な特とく殊しゆ能のう力りよくを持っていると思われる子こ供どもたちや、先天的なものか後天的なものかわからないが外見が著いちじるしく変わっている子供たちの詳しよう細さいなデータがいくつも収おさめられていた。そこに大人はなぜか含ふくまれていない。体たい格かく、血けつ液えき型がたはもちろん、家族構こう成せい、傷しよう病びよう歴れきから遺い伝でん子し情じよう報ほうレベルまでデータ収しゆう集しゆうが行われていた。


　その中に深み芳よし薫のファイルもあった。とても響には見せられない内容だ。彼女の身体測そく定てい結果から、食べ物の好み、ものの考え方までありとあらゆるデータが記されていた。たった三日でこれだけの情報を聞きだしたのだ。どういった手段が取られたのかは、あまり想そう像ぞうしたくない。


　更さらに嫌なものも見つけてしまった。誘拐してきたはいいが、研究に値あたいしないと判断された子供たちの行く末……。項目の最後にある０の並んだ八桁けたの数字と、ＳＯＬＤ　ＯＵＴという無情な単語。中には九桁のものもあった。恐らく、そういうことなのだろう。感かん染せん症しようの心配が少ない日本の子供は、貧ひん困こん国こくのそれとは市場が違うという話を聞いたことがある。


「ちょっと、まだなの？」


「もう少し」


　なかなか動かない透に苛いらつき始めた響だったが、透の殺気すら籠こもった押し殺した声に口をつぐんだ。


「よしっ、完了」


　透は椅子から立ち上がると、取り出しておいたスタンガンを手に響たちに近づいた。透の形ぎよう相そうに何かを感じたのか、女性研究員は涙なみだを流しながら後ずさろうとしたが、響に足を踏ふまれて動けない。透は彼女の顔の前にしゃがむと、スタンガンを腹はらに押し当てた。


「悪いな。少しの間眠ねむっててくれ」


　そう言って躊躇ためらいなくスイッチを入れた。
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　見つからないようにエレベーターに乗り込むと、地下三階のボタンを押して暗証番号を入力した。すいっと内ない臓ぞうが微かすかに持ち上げられる感覚を残して降こう下かを始めた。するとそれまでじっとしていた響が、突とつ然ぜん耳を押おさえて叫さけび出した。


「えっ、あっ、薫？　ちょっとどうしたの？　落ち着いて。落ち着いて」


　響はわけがわからないというふうに斜ななめ下を見つめながら早口で叫んでいるが、その声は透以外には届とどかない。地下三階の一番奥おくの部屋を覗のぞくと、いつの間にか目を覚ました薫が、泣きじゃくりながら何事か叫んでいた。


「なんて言ってるんだ？」


「それが、ごめんね、ごめんねって。わたしのせいで響ちゃんまで捕まっちゃったって。勘かん違ちがいしてるみたいだけど、薫のせいってどういうこと？」


　痛いたましくて思わず透の顔が曇くもった。もちろんそれを見み逃のがす響ではない。


「ちょっと、どういうこと？」


「あとで説明する。とにかく今は薫ちゃんを助けることが先決だろ」


　納なつ得とくしていない様子だったが、ここは透の言う通り薫の救出が先決だと響も理り解かいしたのだろう。


「待ってて今すぐ助けるから」


「でもどうやってお前が来たってわかったんだろう」


「匂においでしょ。排はい気き口こう辺りから流れていったんじゃないかな」


……それでか……


　多分透の匂いも一いつ緒しよに流れて行ったはずだから、響が透に捕とらえられたと勘違いしたのだろう。新宿では、あの男をつけだす前は透をつけていたのだ。同じ仲間だと勘違いしてもおかしくはない。


　到とう着ちやくの電子音とともにエレベーターのドアが開いた。エレベーター脇わきの監視机に座すわっていた男が、目出し帽ぼうを被かぶった全身黒ずくめの二人組に目を丸くして驚いている。その隙すきに一気に近寄ってスタンガンを押し当てた。


　無言でその場に崩くずれ落ちた男を蹴けり飛ばしてどかすと、机の中から鍵かぎ束たばを取り出した。地上はカードキーを使っているにもかかわらず、ここは昔ながらのアナログなシリンダー鍵だった。まさに牢ろう獄ごくという雰ふん囲い気きで、蛍けい光こう灯とうが寿じゆ命みように近いのか妙みように薄うす暗ぐらい。響に鍵束を放ほうり投げると、透は脱出ルートをどう取るか確かく認にんするため地上を見上げた。


「あれ？」


　正門がいつの間にか閉とざされていた。高さが二メートルもある頑がん丈じような鋼こう鉄てつ製せいの扉が、何者をも通すまいとチェーンに南なん京きん錠じようまで掛けられていた。先ほどマスコミと警察に流したメールがばれたのだろうか。振り返って裏うら門もんも確認してみたが同じだった。研究所の敷しき地ちからの出口はこの二ヶ所しかないのだ。かなり逃げにくくなった。


　奥ではガチャガチャと扉を開ける音がしたかと思うと、響と薫の声がここまで響いてきた。どうやら薫だけでなく響まで泣き出しているようだ。


　塀へいの高さは二メートルほどで、その上には有ゆう刺し鉄線が張り巡めぐらされている。ペンチで切断すればいいだけなので、乗り越えること自体はそれほど難むずかしくはないが、薫の体力が心配だった。少々手間取るかもしれない。


　そのとき、研究所内の各部屋から研究員が一いつ斉せいに飛び出してきた。全員血相を変えて空室を片かたっ端ぱしから確認し始めた。


……まさか……


　そのまさかだった。透たちが侵しん入にゆうしたことがばれたらしい。建物の外に出られる場所はドア、窓まどを問わず全すべてあっという間に押さえられてしまった。


　一階エレベーターホール前、透のいる場所のちょうど真上にあの男と美人の霧生所長が並ならんで立っていた。角度を変えて二人の顔が見える位置に移い動どうして見上げると、霧生所長が急に俯うつむいた。まるで地下にいる透を覗き込むかのような仕草だった。なぜか足が竦すくんだように全身が強こわ張ばる。


「ばれたみたいね」


「ああ」


　薫を連れて響が透のところまで戻ってきた。耳を澄すます響の後ろで、透から隠かくれるように薫が立っていた。足元がふらついていて響にしがみついていないと今にも倒たおれそうだ。新宿で見たときは姿がぼやけたように滲にじんで揺ゆれていたが、今ははっきりとその顔が見えた。愛くるしい顔立ちで幼おさなさが抜け切っていないのは前に見たときと同じだが、目の印象が違った。優やさしげだがその瞳ひとみにはまだ力強い意い志しを感じる。


「あの、助けてくれてありがとうございます」


「まだだ。ここから逃げ出さないと……」


「囲まれちゃってるわね」


「ああ、逃げ場がない。今思うとあの男、俺たちに気が付いていたのかも」


　無理やりドアを開けている間に窓から逃げられると思って、わざとここまで泳がせておいたのかもしれない。


「えっと、警けい察さつに助けを求める電話しちゃダメですか」


　薫が響の背せ中なかからおずおずと問いかけた。


「どうかなあ……警察と奴やつらは繫つながってるし……」


　響は顎あごに手をやって考え込んだ。


「いや、さっき内部告発のメールを送ってるから、動かないわけにはいかないだろ。ダメ元で掛けてみていいんじゃないかな」


　透の言葉を聞いて、薫がエレベーター脇の監視机のところまでよろよろと走って行った。薫は床ゆかに倒れている監視役の男に驚いて一瞬動きを止めたが、机の上に置かれていた電話に飛びついて一一〇番通報した。


「……気き丈じような子だな」


「うん。……あたしなんかよりもよっぽど強いわよ」


「まるでお前がか弱いみたいな言い方だな」


「そのつもりで言ったんだけど」


　胸むねの前で手を握にぎり締しめて白々しく俯いてみせる響を無む性しようにどつきたくなったが、二人で漫まん才ざいをやってる場合ではない。


　地下三階で止まっていたエレベーターが上に向かって動き出した。


「あっ、しまったっ」


「ちょっとっ、なんで開けっ放しにしとかないのよ」


「うるせえな。誰だって失敗することはある」


「開き直るなっ」


　ぎゃあぎゃあと喚わめく響を無視して頭上を見上げると、昨日学校帰りに襲おそってきた連中が待ち構かまえていた。


「参ったな。そういやあいつら拳けん銃じゆう持ってんだよな」


　連中は一階に到着したエレベーターに次々と乗り込んでいく。


……そろそろ本気でヤバいかも……


「えっと、あそこに配はい電でん盤ばんがあります。……使えませんか？」


　電話を掛け終わった薫が駆け寄って来て、監視机の奥おくの壁かべに備そなえ付けられている灰はい色いろの鉄製ボックスを指差した。透は思わず、薫の顔をまじまじと見つめた。


「……薫ちゃんさ、今度から俺と組まない。こいつなんかよりよっぽど役に立ちそう」


「あんですってー」


　透は背中に響の飛び蹴りを食らって、正面から薫にぶつかった。その勢いきおいで二人とも床に倒れ込む。


「あんたっ、薫に何すんのよ」


「なんかしたのはお前だろっ。……っと、ごめんな、薫ちゃん。大丈夫？」


「はい、響ちゃんが滅め茶ちや苦く茶ちやなのはいつものことですから」


「薫っ」


……やれやれ


　薫を助け起こしたあと、配電盤のボックスを開けてエレベーターの動力スイッチを探さがした。スイッチの数が多すぎてなかなか見つからない。


「ああもう、イライラするわね。ちょっとどきなさいっ」


　響はそう叫さけぶといきなり全すべてのスイッチを切って、手近にあった椅い子すを思いっきり配電盤に叩たたき付けた。ショートしたのか青白い火花がバチバチと散り、辺りが真っ暗になって何も見えなくなった。


「……お前、無茶苦茶だな」


「ふふん、結果オーライよ。ちょうど上う手まい具合にエレベーターが地下一階と二階の間で止まったみたいだし。なんか大おお騒さわぎしてるけど、ざまあみろってとこね」


　透がライターを求めてポケットを探っていると蛍けい光こう灯とうが再さい点灯した。


「げげっ。非ひ常じよう用電でん源げんが作動したら意味ねえじゃん」


「あれっ？　でもエレベーターは動かないみたいよ。なんでだろ」


「えっと、多分蛍光灯は蓄ちく電でん池ちなんだと思いますよ。これは十分くらいしかもたなくて、ディーゼル発電機への繫つなぎなんじゃないでしょうか」


「へえ。薫ちゃん、よく知ってるな」


「たまたま何かの本で読んだだけなんですけど」


「ディーゼルってあそこかしら」


　響は監かん視し机づくえとは反対側にある鉄製の扉とびらを開け放った。ブーンというエンジン音が奥から聞こえてくる。ホコリ臭くさい匂においが透のところまで捲まき起こって鼻がムズムズした。中に入って行った響のエイヤッと叫ぶ声がして、激はげしい衝しよう突とつ音おんと共にエンジン音が止まった。


　それより非常用発電機のあった部屋のお陰かげで気が付いた。この地下三階はエレベーターの前から奥に向かって一本の廊ろう下かが延のびておりその両側に牢ろう獄ごくのような部屋が配置されている。つまり、地下が左右対たい称しように作られているとしたら、発電機のあった部屋の反対側にも何かの空間があるはずなのだ。だけどそこには大きな棚たなが置かれていて扉は影かげも形も見えない。奥は暗くて透とう視しは役に立たなかったが、その上は一階から上下の階に階段が続いていた。ここには非常用階段があるはずなのだ。恐らく逃とう亡ぼう防ぼう止しのために棚で扉を潰つぶしたに違いない。


　響と力を合わせて棚を動かすと、思った通り扉が現あらわれた。響が真っ先に扉を開いて真っ暗な非常階段に足を踏み入れた。続けて薫が一いつ緒しよに捕つかまっていた二人の子こ供どもたちを連れて行き、一番最後に透が階段を上った。





　地上では、停電による実験機器のトラブルで研究員たちは大混こん乱らんに陥おちいっていた。その他の職しよく員いんは中ちゆう途とで止まったエレベーターの箱を手動で移い動どうさせようとしているようだが、やり方がわからないらしく何も捗はかどっていない。


　そのうち、階段で移動することを思いついた研究員の何人かが走ってきて、一階まで上がってきていた透たちと鉢はち合あわせしてしまった。透はその中の一人に咄とつ嗟さに摑つかみかかってスタンガンを押し当てたが、いかんせん一人で相手に出来る人数は限かぎられる。殺さつ到とうする職員から逃のがれるため、仕方なく上へ上へと逃げた。


　響と透で殿しんがりをつとめて、追いすがる奴らにスタンガンとナイフを振り回したが、相手が懐ふところから銃じゆうを取り出したのを見て、二人揃そろって回れ右して一目散に逃げ出した。


「クライアントを守るのがあんたの務つとめでしょ。雇やとわれた以上、あたしの命令に従したがいなさいよ」


「ボディガードは料金に含ふくんじゃいねえよ。そういうお前こそあいつらの前行って、ご自じ慢まんの美び貌ぼうとやらで誑たらし込んで来いよ」


「だーめ。あいつらあたしの好みじゃないの」


「あーそう」


　三段飛ばしで勢いよく駆け上りながらも、響はまだ軽口を叩く余よ裕ゆうがあるらしい。単に強がっているだけかもしれないが、お陰でかなり危機的な状じよう況きようにもかかわらず、透も冷静でいられるのだから精せい神しん的には助かっていた。


　薫は結けつ局きよく屋上に出たようだった。逃げ場がないところへ行ったものだが、他に行く場所がなかったのだから仕方ない。


　昇しよう降こう口ぐちで心配そうに待っていた薫を小こ脇わきに抱かかえ上げて二人の子供たちがいる屋上の隅すみに走った。


──パンッ


　乾かわいた破は裂れつ音おんに透の足がピタリと止まった。さすがに嫌いやな汗あせが背せ中なかから噴ふき出してくる。


「この次は当てるわよ。こちらを向きなさい」


　脇に抱えた薫をそっと下ろすと、心配そうに透の顔を覗のぞき込んでくる薫に小さく頷うなずいて、子供たちと響の方に押おしやった。そして意い識しきして敵てきの方に近づきながら振り返った。


　美人所長が残ざん虐ぎやくそうな笑みを浮うかべてそこに立っていた。両手で構えられた拳銃の照しよう準じゆんはピタリと透の胸むねを指している。


……まずい、こいつ銃を撃うち慣なれてるな


　後ろには残りの職員がずらりと勢せい揃ぞろいしていた。中には響に拳銃の照準を合わせている者もいる。さっきナイフで切りつけられた者だろう。腕うでから血を流しながら憤ふん怒ぬの形相で睨にらみつけていた。


「あなたたちがここを探さぐっていることは事前にわかっていたから、わざと手て薄うすにしたんだけど、上う手まく引っかかってくれたわ。昨日といい今といい、なかなかの手際だったけど少々無む謀ぼうだったわね」


「そいつはどうも」


　警視庁から問い合わせがあったことが、所しよ轄かつからこの霧生所長に連れん絡らくされたのだろう。昨日の今日である。馬鹿でなければ透たちが絡からんでいると考えるのが妥だ当とうなところだ。


「だけどあなた何者？」


　大きめの口からちろっと覗かせる舌したが爬は虫ちゆう類るいを思わせて透はぞっとした。


「彼女と同じ学校に通うただの高校生ですけど」


「あははは。あなた面おも白しろいこというわね」


「あなたほどじゃないです」


──パンッ


「きゃー」


　言ったそばから透の顔のすぐ横を銃じゆう弾だんが通り過すぎた。風ふう圧あつで耳がきいんと鳴り響ひびいた。後ろにいる誰かに当たったかと思って振り返ったが、幸いなことに誰も撃たれていない。とりあえず透は胸を撫なで下ろした。あまり迂う闊かつなことは口走らない方がいい。


「口の利きき方に気をつけることね」


「そうみたいですね」


　霧生所長の目がすいっと細められて、ますます蛇へびに様相が似にてくる。顔は綺き麗れいなのに透を丸まる呑のみしそうな雰ふん囲い気きが恐ろしい。


「だけど捜す手間が省はぶけてよかったわ。響さんにはぜひ一度お会いしたかったのよ。それに貴き重ちような猫ねこのサンプルも手に入ったし、あの依い頼らいは大正せい解かいだったわね」


　霧生所長はそう言うと、くすくすと怪あやしげな笑えみを振ふり撒まいた。


「それにあなたみたいな不思議な男の子ともお知り合いになれて嬉うれしいわ。正体不明、身元不明、住所も電話番号もでたらめの高校生なんて滅めつ多たにいないものね。どうしてそこまで身元を隠すのかしら」


「恥はずかしがり屋なんですよ」


……くそっ、まだかよ


「時間稼かせぎは無む駄だよ。一一〇番通つう報ほうは誤ご報ほうだって連れん絡らくしておいたから警察を待っても来ないわよ」


「あっ、そうなんですか。それは困こまったな」


「ふふ。全然困ってるふうじゃないわね」


「一つ聞いていいですか」


「そうね……。一つだけならいいわよ」


「本気で宇う宙ちゆう人じん捜していて、この子たちを誘ゆう拐かいしたんですか」


「……あなたエクスプローラーのメンバーだったのね」


「あれっ？　まだばれてなかったんだ。これは余よ計けいなことしゃべっちゃったかな。……それで宇宙人、見つかりました？」


「想そう像ぞうにお任まかせするわ」


　話しながらそろそろと霧生所長に近づく。


……あと少し


「それ以上近ちか寄よったら撃うつわよ。別に避よけてもいいけど、後ろの誰かには当たるわよ」


……くっ、見抜かれてた


　この状じよう況きようを切り抜けるには、逆ぎやくに相手側のトップを人ひと質じちにしてしまうことだったのだが、さすがに目の前の女は間抜けではなかった。


「ここは寒いわ。中に入りましょう」


　霧生のその言葉を合図に後ろにいた男達が飛びかかってきた。無む駄だな抵てい抗こうはしない。ここで暴あばれても怪け我がをするだけだ。


「放はなしなさいよっ。汚きたない手で触さわらないで」


　響がこの期ごに及およんでまだ相手を挑ちよう発はつしていた。まったくいい度ど胸きようをしていると透は半なかば呆あきれた。


　そのとき所長の携けい帯たいが鳴った。


「なんですって？」


　霧生の顔色がはっきりとわかるほどに変わった。霧生は携帯を耳に押し当てながら正門が見える位置まで屋上を歩いて行った。


　どうやら間に合ったようだった。透とう視しするまでもなく、正門前に多数の車が集結しているのがわかった。そのほとんどがマスコミの中ちゆう継けい車しやだった。正門側の地上から煌こう々こうと照らすライトが屋上に向けられて、そちらだけが妙に明るくなっていたからだ。更さらに空からバラバラバラという風切り音が響ひびき渡わたり、こちらに向かってまっすぐ飛んでくるヘリコプターが目に入った。


「というわけで放はなしてくれませんか。あなたたちも一いつ刻こくも早く逃にげた方がいいですよ」


「あなた一体何をしたの？」


「あなたのパソコンからデータ盗ぬすんでマスコミと警けい視し庁ちように送りつけときました。今後は内部からの不正アクセスもチェックした方がいいですよ」


　あのとき人身売買に関する決定的なファイルだけいくつか選んで圧あつ縮しゆくすると、匿とく名めいで取得しておいたＷＥＢスペースにアップロードしておいたのだ。続けてそのアドレスを所長のアカウントで、内部告発という形でテレビ局、新聞社、警視庁に送信した。直ちよく接せつメールに添てん付ぷして送りたかったが、画像ファイルも多く軽く容よう量りよう制せい限げんに引っかかってしまうのでこれは仕方がない。どれか一社でも反はん応のうしてくれればそれでいいというつもりで送ったのだった。


「それから……」


　ポケットから携帯を取り出した。


「今までの会話、一一〇番で警察に回線つなげていたんで筒つつ抜ぬけですよ。小こ悪あく党とうの悪い癖くせですね。余裕ぶって自分のやったことをしゃべらずにはいられない」


　霧生は憤ふん怒ぬの形相で銃を透に向けて構えた。


「やめた方がいいと思うんだけど」


「うるさいっ」


　その時、霧生の後ろから手が伸のびてきて銃をもぎ取ってしまった。ちゃっかりドサクサに紛まぎれて響が後ろに回りこんでいたのだ。


「ほらね。さっさと逃げればいいものを」


　上空のヘリがすぐ近くまでやってきて、強力なサーチライトで屋上を照らし出した。目が眩くらむ。どうやら警視庁のヘリが緊きん急きゆう出動したらしい。意外に動きが早かった。


　目を覆おおいながら空を見上げたその一いつ瞬しゆんだった。ほんの少し目を放した隙すきに霧生がいなくなっていた。目に強きよう烈れつな明かりの残像が残って透視が上う手まく働かない。





「あの木島って男がいつの間にかやってきて、女所長を連れて行ったみたいよ。あたしも耳を凝こらしたんだけど、やっぱり音がしないの」


「くそっ」


「あーあ、余裕ぶって自分のやったこと自じ慢まんしてなけりゃ逃がすこともなかったのにね。小悪党の悪い癖ね」


　嫌いやみったらしく響が透に言った。


「ぐっ」


　さすがに何も言い返すことが出来ない。


「でも透さん、助けてくれてありがとう。わたし嬉うれしかったです」


「ああ、別に感かん謝しやしなくていいわよ。こいつのはただの仕事だから」


　すかさず響が手を横にパタパタと振りながら、薫に言わなくてもいいことを説明した。


「まだ金は貰もらってねえぞ」


「あら、約束の期き限げんは一ヶ月後でしょ」


「ぐぐっ……」


　響の妖よう艶えんな笑みを見ていると、上う手まくいったのになぜか無む性しように敗北感が募つのった。


……くそっ


　響と関かかわったばっかりに、霧生と木島という新たな敵を作ってしまった。結局金もまだ手に入っていない。とんだ疫やく病びよう神がみに取り憑つかれてしまった気がして、透は力なく溜ため息をついた。




　Interlude







「申し訳わけありません」


　女の額ひたいから汗あせが一滴てき流れた。女はそれを拭ぬぐおうともせず、頭を下げたままじっとしている。


「珍めずらしいですね、あなたが失敗するなんて」


　超ちよう高こう層そうビルの最上階に近い一室。初老の男がブラインドの隙すき間まから窓の外を見下ろしている。


「娘むすめだけでなく、猫ねこにまで逃げられたそうじゃないですか」


「も、申し訳ありません」


　女は下げたままだった頭を更に下げた。豊ゆたかな黒くろ髪かみが背中からバサリと前にこぼれ落ちた。


「まあ、終わったことは仕方ありません」


　初老の男は胸むねポケットから高級そうなライターを取り出すと、手に持っていた葉巻を銜くわえて火を点つけた。辺りに薄うす紫むらさき色いろの煙けむりが広がる。


「私のところに繫つながるものは残していないのですね」


　初老の男は吸すい込んだ煙をゆっくりと吐き出した。


「は、はい。それはもちろんです。どこにもデータは残しておりませんし、紙媒ばい体たいにも書き留とめておりません。全すべて私わたくしの頭の中だけに留とどめてあります」


「それはよかった」


　初老の男は振り返った。


「顔を上げなさい」


　女が恐おそる恐るというふうに顔を上げると、初老の男はにこやかに微笑ほほえんだ。


「ひっ」


　女の喉のどから悲鳴が漏もれる。男が寛かん大だいになるときは最後通告だということを女は知っていた。


「猫を……、猫を捕とらえなさい」


「わ、わかりました」


　初老の男はデスクの上の灰はい皿ざらに灰を落とすと、女に背せを向け再ふたたび窓の外を見下ろした。


　女は震ふるえそうになる声を喉の奥おくに押し込めると、下した唇くちびるを強く嚙かんでもう一度頭を下げた。そして顔を上げると回れ右をして部屋を出て行った。


　男は窓ガラスを指先で叩たたくと、コンコンと乾かわいた硬こう質しつの音が室内に響いた。白い手て袋ぶくろを嵌はめた左手はマネキンのように固まっている。


　男が息を吸い込むと、銜えた葉巻の先が赤くなる。


「もう十四年か……」


　男はゆっくりと白い煙を吐き出した。




　第二章







　　　　§１





　真っ白な壁かべが部屋の周囲を覆おおっている。室内は眩まぶしいくらいに明るく、不自然な清せい潔けつ感が漂ただよっていた。そして見たこともないような、機械なのかインテリアなのかも判はん然ぜんとしない物体が所ところ狭せましと置かれている。


……ああ、いつもの夢ゆめなんだ


　透とおるの中にある最も古い記き憶おくの一つ。幼おさない頃ころは施し設せつの中だけが世界の全すべてだった。どこかに出で掛かけることも、遊びに行くこともない。だからその記憶はとても異い質しつなものだった。施設にそんな場所はなかったはずだ。誰だれかに連れてこられたのだろうか。小学校に上がる前に別の施設に移ったので、あまりはっきりとは言えないが、確たしかにそんな場所はなかった。


　透は銀色に鈍にぶく光る診しん察さつ台のようなものの上に乗せられて横たわっていた。熱に浮うかされたように身体からだが熱くなっているので風か邪ぜでも引いていたのかもしれない。なんとなく不安そうにそこで何かを待っていたのを覚えている。


　そしてひょろりとした少年と優やさしそうな少女が室内に入ってくる。二人とも小学校高学年くらいだろうか。ふと少年の顔に見覚えがあることに気が付いた。よく見れば少女の顔にも見覚えがある。少年は小さな女の子の手を引いて、少女は生まれたばかりの赤ん坊ぼうを抱だきかかえていた。


　外が騒さわがしくなった。ドアの向こうでは、大人たちが必死になって走り回っていた。黒い服を着た男が追いかけ回しているようにも見える。すると何かよくわからない言葉で、少年と少女が慌あわてたように囁ささやき始めた。日本語ではないからなのか、話の内ない容ようが難むずかしくて理り解かいできなかったのか……。とにかく透には意味不明なことが囁かれていた。


「ねえねえ、なにはなしてるの？」


　無む邪じや気きに話しかけたが、二人は急に黙だまり込こんでしまい、何も答えてくれない。その態たい度どに得体の知れない不安が広がっていく。


……やめろ……


　なぜかわからないが、これ以上ここにいてはいけない。そんな警けい戒かい感が胸むねに広がる。今の自分が感じているのか、幼い自分が感じたことを夢見ているだけなのか、その区別が曖あい昧まいだ。


……早くここから逃にげるんだっ


……なぜ？


……いいから逃げろっ、絶ぜつ対たいに捕つかまってはダメだっ


　少年が手を差し伸のべて手て招まねきした。その動きに誘さそわれるように透は銀色に鈍く光る台から起き上がった。少年の手を握にぎると、なんだかひんやりとしていた。


　不安はますます膨ふくれ上がった。なぜなら透はこの後に起きることを既すでに知っているからだ。


……思い出すな


……まだ早い……





　　　　§２





──カンカンカンカンッ


　甲かん高だかい打だ撃げき音おんが耳元で爆ばく裂れつした。


……なっ、なんだ？


「はーい、起きて下さーい。遅ち刻こくしちゃいますよー」


「のわっ、さむっ。こら、布ふ団とん引っぺがすな」


「もうっ、響ひびきちゃんはもう起きてますよ」


　渋しぶ々しぶ起き上がって目を擦こすりつつユニットバスに向かった。


……なんでこうなるんだよ


　なんだか懐なつかしいような不思議な夢を見ていた気がするが、突とつ然ぜんのフライパンの襲しゆう撃げきで、目が覚めた途と端たんに全て忘わすれてしまった。まあ、夢に大した意味なんてない。夢判はん断だんに頼たよるほど、自信を喪そう失しつしてもいなければ決断力がないわけでもない。





　あれから一ヶ月が過すぎた。大おお騒さわぎだったマスコミも最近はようやく落ち着き、別のゴシップを追いかけている。


　組そ織しきだった誘ゆう拐かい・人身売買組織が摘てき発はつされたとあって、日本中が激げき震しんに見み舞まわれたかのように騒がしくなり、薫かおるの周辺も慌あわただしくなった。連日、警けい察さつ病院にマスコミが押おしかけ、退たい院いんしたあとは薫の家にもハイエナのように群むらがった。不幸にあった子こ供どもと、間かん一いつ髪ぱつで不幸を免まぬかれた子供。そんな対たい比ひがマスコミにとっては美お味いしかったようだ。終しまいには憶おく測そく交じりの中ちゆう傷しようと紙かみ一ひと重えの報ほう道どうもなされ、薫は事じ件けんの被ひ害がい者しやだというのに二次的に大いに傷きず付けられていた。


　警察の調べでは、あの研究所は複ふく数すうの医薬品メーカーが共同出しゆつ資しして設立された施設で、本来は治験や動物実験などが行われる場所だったらしい。出資した側も、まさか子供の誘拐や人身売買を裏うらで行っていたとは想そう像ぞうもしていなかったようで、なぜそんなことを行っていたのかなどは、見当も付かないということだった。霧生きりゆうは外がい資し系けい製せい薬やく会社の紹しよう介かいのもと所長の任にんに就ついたらしいが、その会社は既すでに倒とう産さんしており、関係者の足取りすら摑つかめていない。


　研究員の間で木き島じまと呼よばれていたあの男と霧生は、未いまだ捕つかまっていない。あのときすぐに薫の能のう力りよくを駆く使しして追つい跡せきすれば捕まえることも可か能のうだったかもしれないが、薫は助かった安あん堵ど感から張はり詰つめていた気を緩ゆるめてしまい、そのまま意い識しきを失ってしまった。


　透が霧生のＰＣから掠かすめ取ったデータには、彼女や木島、職しよく員いんのデータは入っていなかった。霧生や木島という名前も偽ぎ名めいらしく、彼らの正体は未だ全く摑めていない。あのとき転送出来なかった残りのファイルに重要なことが書かれていたのかもしれないが、逃とう亡ぼうする際さいにＰＣを破は壊かいしていったようで、今となってはもう遅おそい。


　宇う宙ちゆう人じんを捜さがしているという名目だったが、奴やつらは特とく殊しゆ能力を持つ子供たちを集めていた。まだ諦あきらめていないかもしれないとあって、透たちも警戒を怠おこたるわけにはいかなかった。


　それで、薫は一いつ旦たん別の場所に身を隠かくした方がいいということになった。だけど薫の家は親しん戚せき付き合いを全くしていないらしく、匿かくまってくれるような人はいなかった。響の家はもう奴らに割われていて安全とは言えない。そこで浮ふ上じようしたのが透の隣となりの部屋だった。


　この部屋は、かつてあまり大っぴらには言えない事件があったせいで、昔から誰も借り手が付かないのだ。実はその噂うわさを誇こ張ちようして流したのは透であり、ベランダの壁かべを取り外して行き来出来るようにし、勝手に私室のように使っていたのだ。


　格かく安やすで貸かしてくれるという不動産屋の話もあり、一時的ではあるが薫が引っ越こしてきたのである。透のときは散々貸し出しを渋しぶったくせに、響がなにやらひそひそと不動産屋の親おや父じと交こう渉しようを始めると、揉もみ手をしてどうか入にゆう居きよしてくださいという態度に豹ひよう変へんしたのだった。大いに納なつ得とくがいかない。


　当然透は反対したのだが、響と薫の二人がかりで脅きよう迫はく、もといお願いされたら何なん人ぴとたりとも断ことわることなど出来やしない。恐おそろしい顔で凄すごむ響の斜ななめ後ろで、垂たれ気味の眉まゆと目をいっそう下げて申し訳わけなさそうにお願いしますと薫に頭を下げられて、それでもダメだと突つっぱねられる男がいるなら顔を見てみたい。


　それだけならまだ構かまわなかったのだが、薫の部屋に響が度たび々たび泊まりに来るようになったのである。


　響いわく──、


「あんたが薫を襲おそわないように見張りに来てるのよ」


　だそうである。まったくもって勘かん弁べんして欲ほしい。お陰かげで毎朝こうして起こされる羽目になっている。鍵かぎを閉しめてしまえばいいのだが、自分たちは閉めてしまうくせに、透には必ず開けておくように響が命令したので渋々従したがっていた。別に従う必要はないのだが……。


　透がこの部屋を出て行ってもいいのだが、先月一年分の家や賃ちんを前まえ渡わたししてしまったので、今出て行くのはもったいなさ過ぎる。偽ぎ造ぞう書類を一から揃そろえ直すのも面めん倒どうだったので、仕方なく響と薫に付き合わされていた。それに何より、こいつらのせいで自分が出て行くというのが非ひ常じように腹はら立だたしい。


　薫は今年受験で、二学期末からは学校に行かなくてもいいので、部屋に籠こもって受験勉強に励はげんでいた。透たちの高校を受けるつもりでいるらしい。響の話だと、何事もなければ多分大だい丈じよう夫ぶだろうというレベルだそうだが、出来れば何事か起きて欲しいものだ。もちろん命が惜おしいので、そんなことは口に出して言ったことはない。


　透と響は尾び行こうや偵てい察さつをしている怪あやしい人物がいれば感知出来るが、薫の能力ではそれは出来ない。知っている人間が風上にいれば、近づいてきたこともわかるといった程てい度どだ。ただし、遠くへ離はなれてしまった者の追跡には薫の能力に勝まさるものはない。だから、薫の外出には必ずどちらかが一いつ緒しよだったし、二人が学校に行っている昼間はマンションから出ないようにさせていた。透や響ならそんな生活はストレスが溜たまりまくって我が慢まん出来そうもないが、響の話では薫は元々内向的で外には出たがらない子なのでそれほど苦ではないらしい。


　透は朝食を食べない習しゆう慣かんだったが、薫が来てからというもの、毎朝胃いに何かを入れてから学校へ行くようになった。今までは少しでも睡すい眠みんを得るために遅ち刻こくぎりぎりまで寝ねていたのだが、薫が早起きして作ってくれるので、ありがたく頂いただいている。朝、食べないのとでは午前中の集中力が違ちがってくるので、これだけは実は結けつ構こう気に入っているのだ。


　朝食の準じゆん備びが整うまで、透は昨夜のうちに出されたエクスプローラーの依い頼らい案件をチェックした。これらの依頼案件は早い者勝ちという側面もあるので、こまめにチェックしておかないと、気が付いたときにはもう解かい決けつ済ずみなどということもある。


　ざっと眺ながめていくとリストの一番最後に上がっている案件に目が留とまった。登録時間を見るとつい先ほど出されたものらしい。


「猫ねこ、か……」


「どうしたの？　なんかいい案件あった？」


　響が透の様子を目ざとく認めてやって来た。透は無言のままモニターに顎あごをしゃくる。


　内ない容ようは特にどうということはないただの猫捜さがし。ただ、報ほう酬しゆうが桁けた違ちがいに大きかった。


──五百万円。ただし無傷で捕とらえること


　響も考え込むように眉み間けんに皺しわを寄よせて画面を見つめた。


　この一ヶ月、透と響は霧生の元から盗ぬすみ出したあのファイル群ぐんを調べていた。未だに霧生と木島は逃亡したままで捕まっていない。薫たちにちょっかいを出すのを諦めた可能性もあるが、今後何らかの行動を仕し掛かけてくることも十分に考えられた。だから対たい策さくを立てる上でも、奴らが何のために薫を誘拐し、響を襲おそったのか、その理由を明らかにしておきたかったのだ。


　ファイルには、透がテレビ局や警けい視し庁ちように送りつけた人身売買関係の証しよう拠こファイルの他ほかに、薫や他の子供たちの特殊能力についての詳しよう細さいデータや、なぜか数すう匹ひきの猫の研究データも含ふくまれていた。


　霧生とあの研究所の屋上で相対したとき、確たしか貴き重ちような猫のサンプルも手に入ったとか言っていた。そして響は、猫をどこかに移い送そうしたという部下から霧生への報ほう告こくを聞いていた。それらが何を意味するのか具体的なことはわからなかったが、あの研究所が猫の何かを調べていたのは間違いない。


　そして今回依頼として出された猫の画が像ぞう写真。霧生のファイルに添てん付ぷされていた画像の中に、そっくりな猫が一匹いた。


「どう思う？」


「間違いないわね。見覚えがある」


「宇う宙ちゆう人じんのときと依頼者は変わってるけど、……霧生だろうなあ」


「多分ね」


──宇宙人を捜しています


　あのふざけた依頼から始まった一連の事件。今度は猫捜しだ。奴やつらが一体何をやりたいのか、さっぱり見当がつかなかった。





「はーい、出来ましたよー」


　薫が嬉うれしそうに隣りん室しつのキッチンから両手に皿を持って現あらわれた。透はディスプレイのスイッチを切ると、ＰＣラックの前から立ち上がってテーブルについた。


　今日は目玉焼きとカリカリに焼いて油分をカットしたベーコンに、茹ゆでたブロッコリーが添そえられている。


　響もテーブルにつくと、焼けたトーストにバターを塗ぬりながら、薫に受験勉強の進み具合を聞いた。


「順調かな。この調子なら受験は大丈夫だと思うんだけど……。あっ、そうだ、響ちゃん、数学でちょっと教えて欲ほしいところがあるの」


「ええっ？　あたし数学は苦手なんだ。あたしに聞くよりこいつに聞いた方がいいわよ」


「へっ？」


　なぜか響や薫よりも分ぶ厚あつく切られたトーストを齧かじりながら、透は目を丸くした。


「昨日聞いたんだけど、あんた学年でもトップクラスの成せい績せきらしいじゃない」


「わあ、そうなんですかぁ。それならこんな問題、簡かん単たんですよね」


　響の胡う散さん臭くさそうな言葉に、薫が表ひよう情じようを輝かがやかせて問題集を開いてみせた。


……やばい


「こらこら、勉強というものはだな、自分でまずはとことん調べて、問題解決を図はからなければ身に付かないものなんだよ。自分で努力もせずに簡単に人に聞く輩やからは教えてクンと言ってネットでも煙けむたがられるんだ」


「そっかー。そうですよね。はいっ、もうちょっと頑がん張ばってみます」


　透の適てき当とうな出で任まかせに薫が感心して頷うなずいた。全く素す直なおな子だ。響にこの子の爪つめの垢あかでも飲ませてやりたい。


「……なんか怪あやしいわね」


──ぎくっ


　響はじろりと透の顔を舐なめまわすように睨にらみつけた。


「なっ、何がかね。響くん」


　不自然に透の声が裏うら返がえった。


「あああっっ」


　突とつ然ぜんの響のけたたましい叫さけび声に、透と薫がぎょっとしたように身を竦すくませた。


「なっ、なんだよ」


「あんたっ、透とう視しでカンニングしてんでしょ。だからテストでいい点取れるんだっ」


「ばっ、馬ば鹿か言うなよ」


「じゃあ、この問題解といてみなさいよ。ほらっ、さあっ、いますぐっ」


「ああ、おほんっ。今日は天気が悪いからまた明日な」


「天気と何の関係があるのよっ。あっ、ちょっと待ちなさいよっ。こらっ」


　薫はそんな二人のやり取りをくすくす笑いながら見送るのだった。





　　　　§３





「まったく、ズルしていい点取ろうって魂こん胆たんが汚きたないのよ」


　駅へ向かう道すがら、響はまだぶつぶつと文もん句くを言い続けていた。


「うるせえな。自分の能のう力りよくを駆く使しして何が悪い。他人より記き憶おく力のいい奴が、不公平だからってわざと単語を忘わすれるか？　手を動かすのが速い奴が、不公平だからってわざとゆっくり答案を書くか？」


「そんなの詭き弁べんよ。あんたのは自分で問題を解いてるんじゃない。写してるだけよ。反はん則そくなのっ」


「とかなんとか言って、ほんとは羨うらやましいだけなんだろ」


「あっ、ばれた？」


　適当に軽いノリで言った透の突つっ込こみに、響はあっさり頷いてにっこりと笑った。思わず脱だつ力りよくしそうになる。こいつはそういう奴なのだ。


「それより、二百万の期き限げんは明日だぜ。ちゃんと払はらえよ」


「あんた、まだ覚えてたのお？　もう忘れてるかと思ってたのに」


　響は嫌いやそうな顔で透から離はなれて歩くと、ぶつぶつと文句を言い始めた。


「あのなあ、あれだけ迷めい惑わく掛かけられて、きれいさっぱり忘れられるほど俺おれは人間出来てねえんだよ。だいたい、お前エコーだろ？　金なら山ほど稼かせいでるだろうが」


「ええっ？　あんなの全部使っちゃったわよ」


「使っちゃったって……いくら稼いだと思ってんだよ」


　開いた口が塞ふさがらない。


「金使いの荒あらい奴だな。……仕方ねえ」


「えっ、チャラにしてくれるの？」


「アホ。さっきの猫ねこ捜さがしの依い頼らいだけど、俺受けようと思うんだ」


「ええっ？　あんた正気？」


　響は呆あきれたように透を見やった。確たしかに、透たちをおびき出す罠わなの可か能のう性せいを考えたら、あの案あん件けんに手を出すのは危き険けんが大きすぎた。だけどいつまでも奴らの影かげに怯おびえているわけにはいかない。今だってこうして馬ば鹿か話をしているが、実じつ際さいは透も響もセンサーを最大に張はり巡めぐらせて周囲を警けい戒かいしていた。


「お前気にならねえか？　あいつらが薫ちゃん達をさらった理由と、あの猫との関係にさ」


「それはそうだけど……」


　この依頼案件を追っていけば、新たな情じよう報ほうが得られるかもしれない。霧生についての調ちよう査さも手て詰づまり気味で、受身でいるしかない状じよう態たいだったのだ。それがここに来てようやく、奴らに繫つながりがありそうな出来事が現あらわれた。


「それに、うまくいったら二百五十ずつ山分けで、そこから俺に二百払っても五十残るじゃねえか。俺とお前の能力使えば、案外簡単に見つかりそうだし」


　幸いなことに最後の目撃場所は小金井市で、学校からも結けつ構こう近い。本当なら学校サボって今すぐ捜したいところだが、出席日数が危あぶないのでとりあえず出席だけはしなければならない。


「あんたなんだかんだ言って、本当は金が欲しいだけなんじゃないの？」


「否ひ定ていはしない」


　透はあっさりと頷いた。


「うーん、仕方ないけど……なんか悔くやしいわねー。何であんたに命令されなきゃいけないのか……」


「嫌なら、黄色い看かん板ばん行けよ。ちょうどそこにあるぜ」


　駅前の広場に見み慣なれた無人のボックスが、銀行のＡＴＭに並ならんで設せつ置ちされていた。


「わかったわよ。でも薫には内ない緒しよよ。受験に専せん念ねんさせてやりたいから」


　響は普ふ段だんから薫の前で仕事の話をすることを避さけるようにしていた。受験に専念させてやりたいというのはもちろんだが、危き険けんなエクサーの仕事に関かかわらせたくないという思いもあるのだろう。


──バサッバサッ、カァカァカァ


「きゃっ」


「うわっ」


　目の前のゴミ捨すて場から大型のカラスが二羽わ飛び立った。カラスの大たい群ぐんがクリスマスの飾かざり付けに彩いろどられた駅前広場の街路樹じゆやビルの屋上、電柱に群むらがっていた。通つう勤きん通学客に向かって盛さかんに威い嚇かくの鳴き声を上げている。


「何だ、こいつら」


「最近多いわね。マンションのゴミ捨て場も荒あらされていたのよ。薫なんて巨きよ大だいなネズミまで見かけたって言って半泣きになってたわよ。それも一匹じゃなくて何十匹もいたんだって」


「へぇ。こいつらも数が集まると結構怖こわいよな。……そういや、カラスって何でも食うんだぜ。生ごみはもちろん、果実や昆こん虫ちゆう、小動物までな」


「げげっ、気持ちわるー」


「そういや、お前カラスの死し骸がいって見たことあるか？」


「んー、そう言われればないわね」


　響は記憶を探さぐっているのか眉み間けんに皺しわを寄よせて首を傾かしげた。


「あれだけの大群でそこらじゅうにいるのに、あんまり死んでるカラスを見たことがない。なんでだと思う？」


「なんでって……まさか……」


「そういうこと。今に、人間襲おそう奴やつも出てくるぜ」


　嫌そうにしかめ面つらをしている響に透はにやりと笑った。
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「くっそー、全く無む駄だ足かよ。あれだけ捜したのに。もう別の場所に移うつっちまったのかな」


　透とう視しのし過すぎで目に負ふ担たんが掛かってこめかみが鈍にぶく痛いたみ出していた。透はぐりぐりと目ま蓋ぶたを揉もみしだいて軽く頭を振ふった。


　放課後、透と響は五時間近く小金井市役所を中心に捜し回ったが、該がい当とうの猫は見当たらなかった。透は透視能力を駆く使しし、響も猫の足音をキャッチしては透にその場所を教えていったが、どれも目的の猫ではなかった。二人ともぐったりと疲つかれた身体からだを引きずってなんとか透のマンションまで戻もどってきたときには、もう夜九時を回っていた。


「やっぱり偽にせ情報だったんじゃないの？」


　薫の部屋でシャワーを浴びてきた響がベランダの窓から入ってきた。どうやら今日も泊とまるつもりらしい。


「かもな」


　透は響をチラッと一いち瞥べつして言うと、再ふたたびモニターに向き直った。透がエクサーだということは既にばれているし、透と響の顔も奴らに割われている。透たちを誘き出すために仕組まれた依い頼らいという可能性は捨てきれない。だから二人ともフルフェイスのメットを被かぶって単車で流しながら捜そう索さくしたのだが、響は自分たちを尾行するような奴らはいなかったと言っている。もっとも、賞金に釣つられたエクサーたちが駅周辺に多数押おし寄せており、怪あやしげな雰ふん囲い気きをまとった者はかなりいた。


「仮かりに依頼が本物だとして、もう捕つかまえられちゃった可か能のう性せいは？」


「依頼はまだ出たままだ」


　透はエクスプローラーサイトにアクセスして、この依頼の詳しよう細さい情報を呼よび出した。


　オス、年ねん齢れい不詳（推すい定てい四、五歳さい前後）で、体重約十一キログラム、体長八十センチメートルと相当に大きい。大きいというよりデブと言った方が正せい確かくか。添てん付ぷされた画が像ぞうを見ると、でっぷりと太った白黒のブチ猫ねこが性しよう悪わるそうな面つら構がまえでカメラを睨にらみつけていた。顔の左半分と比くらべて右半分が広こう範はん囲いで黒い毛に覆おおわれている。バランスが崩くずれているので不気味だった。性せい質しつは非ひ常じように凶きよう暴ぼうで好戦的とあった。知能も驚おどろくほど高いとある。透はプリントアウトして響に手て渡わたした。
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「しっかし、見れば見るほどぶさいくな猫だよな」


「それは同感。根性悪そうよねぇ」


「お前といい勝……」


──ベキッ


　最後まで言い終わらないうちに響のハイキックが透の後頭部にヒットした。


「……で、どうするのよ。明日も捜さがすの？」


　響は用紙を机つくえの上に放ほうり投げて腕うでを組んだ。


「もちろん、と言いたいけど手て掛がかりがないからな。どこを捜せばいいのか」


　透は頭をさすりながら、小金井市周辺の地図をモニターに表ひよう示じさせた。明日は土曜なので一日時間を費やすことが出来るが、当てもなく闇やみ雲くもに探さがし回っても埒らちがあかない。


　再ふたたび窓まどが開いて冷たい風が流れ込んできた。


「今日はどこ行ってたんですか。響ちゃんに聞いても教えてくれないし……」


　半はん纏てんを羽は織おった薫が両腕を組んで寒そうに縮ちぢこまりながら透の部屋に入ってきた。


「勉強は捗はかどってる？」


　透が問うと薫はしかめ面をしながら小さく首を傾かしげた。


「まあまあですけど……、あーあ、わたしも透視出来たらなぁ」


　薫は透を羨うらやましそうに見つめた。


「こいつみたいにずるいことしなくても薫なら大だい丈じよう夫ぶよ」


　響が薫の肩かたをぽんぽんと叩たたきながら励はげました。透は受験のときは能力を使わずに自力で受けたのだが、それを言ってもどうせ響は信じないだろう。


「……あらっ、その猫ちゃん」


　響が薫の凝こった肩を揉もんでいると、薫がプリントアウトしたばかりの猫捜しの詳細データに目を留とめた。


「ああ、ぶさいくな猫だなって思ってさ」


　透は白々しくそう言いながら、さり気なく机からその用紙を取り上げた。


「そうそう、珍めずらしいよね。ここまで可愛かわいくない猫って」


「あはははっ。そんなの桃ももちゃんが聞いたら怒おこりますよー」


　くすくすと薫が笑った。


「桃ちゃん？」


「桃ちゃん？」


　透と響の声が綺き麗れいにハモって室内に響ひびいた。


「えっ？　だからその桃ちゃんの話でしょ」


「薫、この猫のこと知ってるの？」


「知ってるも何も、あの研究所に捕まっていたとき同じ部屋にいたんだけど。あっ、そうか、響ちゃんたちが助けに来てくれるちょっと前に別の研究所に移されたんだっけ」


　薫の言葉に透と響は一いつ瞬しゆん視線が合う。直前の移い送そう──。


「わたしあの頃ころは意い識しきが混こん乱らんしてたから、間ま違ちがってるかもしれないけど。……あれ？　じゃあなんで響ちゃんたち桃ちゃんのこと知ってるの？」


　透が響と顔を見合わせてどう答えようか迷まよっていたら、勘かんのいい薫が察してしまった。


「もしかして仕事で捜してるの？」


「ええとまぁ、そういうことなんだけど……」


　透が口ごもりながらも答えると、薫の顔が何か面おも白しろいことを思いついたというふうにちょっとばかり嬉うれしそうに輝かがやいた。


「わたしも一いつ緒しよに捜していい？」


「薫、あなた受験生でしょ。こんなことに首突つっ込んじゃダメ」


「でも……」


　響に反対されて薫は俯うつむいてしまった。胸むねの前で組まれた薫の指先は、ぐっと力がこめられて白くなっている。


「……わたし桃ちゃんにお礼を言いたいのっ」


　長い沈ちん黙もくの後、顔を上げた薫の目には涙なみだがたまっていた。


「あのとき負けそうになってたわたしを、桃ちゃんが励はげましてくれて。……結局負けちゃったけど……だからお願いっ」


　そう言われると透も響も、もう何も言えなかった。





　　　　§５





　結局薫は透たちと一緒に捜そう索さくすることになった。


　昨夜の薫の話では、「桃ちゃんは自分のお家に帰りたがっていた」そうだ。なぜ薫にそんなことがわかるのか疑ぎ問もんだったが、薫は自信満々に頷うなずくので、透も響もなんとなくそうなのかなという気にさせられてしまった。


　桃ちゃんこと桃もも太た郎ろうという名前のこのぶさいくなデブ猫は、一ヶ月前の事じ件けんが発覚する直前に、別の研究所に移送されたという話だった。そして、最後の目もく撃げき時期がちょうど一ヶ月前。時期的にはぴったり重なる。つまり移送中に脱だつ走そうしたということだろう。


　猫の帰き巣そう本能がどの程てい度どのものなのかわからないが、知能は高いと依頼の詳細情じよう報ほうにもある。研究データには、中なか野の駅周辺で捕とらえたとあったことから、そこに戻もどっている可能性は大いに考えられた。


　ただ問題が一つ。薫が参加する以上、罠わなの可能性は徹てつ底てい的に考こう慮りよに入れなければならない。本当ならやはり薫には留る守す番をしていて欲ほしかったのだが、もうそんなことを言えないほど、朝からはしゃいでいた。あまり表面には出さないので気が付かなかったが、相当ストレスが溜たまっていたのだろう。それに薫の能力なら追つい跡せきがかなり楽になるのは間違いない。薫と透の目的は、百八十度逆ぎやくに向いているのだが、ここは一つずるく利用させてもらうことにした。





　それで朝から中野駅まで出で張ばってきた。三人とも帽ぼう子しを深く被かぶって顔を隠かくし、透と響は色の薄うすいサングラスも掛かけている。人ごみに紛まぎれてしまえば、そう目立つこともない。


　電車で中野駅に降おり立った途と端たん、薫が桃の匂においがすると言った。薫の話では、ホームから突とつ然ぜん匂いがし始めたそうだ。それはつまり、桃が電車を使って移動したということに他ほかならない。匂いはつい最近のものらしく比ひ較かく的はっきりと残っているそうだ。だけどいくら賢かしこいといっても、猫が電車の行き先まで理り解かいしているというのは少々腑ふに落ちない。誰だれか他の人間が一緒についていたのだろう。


　三人は駅を出て薫の先せん導どうのもと、ゆっくりと街まち並なみを歩いて行った。匂いの痕こん跡せきをあっさりと見つけ出せたことで、居い場ば所しよを特定するのは簡かん単たんかと思われたが、実はそれからが大変だった。そもそも猫はまともに道路を歩いたりはしないのだ。塀へいの上をとことこ歩いたり、他人の家の庭を横切って移動する。無人の家なら透たちも黙だまって通つう過か出来るが、家に誰か在ざい住じゆうしているとそうもいかない。一区画をぐるっと回って、どこから出てきてどの区画へ入っていったかをいちいち確かく認にんしながら進んでいった。


　薫の能のう力りよくは相当に優ゆう秀しゆうなようで、一ヶ月ほど前に歩いた人間の匂いを感知出来るというのだから驚おどろきだ。更さらに昼飯時には、各家庭で作られた食事の食材から調味料の種類、調理の仕方、出来具合、分量までをすらすらと答えてみせたものだ。そもそも透や響には食べ物の匂いすら感じられなかった。感知能力だけではなく、分ぶん析せき力も飛び抜ぬけている。このあたりは、透や響の能力にはない優すぐれた点だった。


「そういえば桃ちゃんと透さんの匂いってなんとなく似にていますよ」


　などとくすくす笑いながら言われても、透は自分の匂いがどんなものかわからないのでなんとも言えない気分になる。


「なるほど。同じように性しよう悪わるだと匂いまで似るのね」


　などという響の嫌いや味みが耳みみ障ざわりだが、透はいちいち相手にしないことにしたので、右から左に聞き流した。


　薫について行く以外することがない二人は、怪あやしい者はいないか周囲に気を配りながら歩き続けた。幸い透たちをつけ回すような奴やつも、観察するような奴も現あらわれない。他のエクサーが見当たらないことを考えると、まだここを嗅かぎ付けてはいないのだろう。





　日が沈しずみかけた冬の夕ゆう暮ぐれ、寒さで澄すんだ空が、東の方から濃こい紫むらさき色いろのヴェールに包まれていく。反対に西の空は燃もえるような夕焼けに染そまり、透たち三人の顔を赤く照らし出した。ようやく辿たどり着いたそこは、ぼろぼろに朽くち果てた廃はいビルだった。はっきりとはわからないが建けん築ちく中だったビルが、何らかの事情で工事中止になり放ったらかしになっているもののようだ。昨今の不ふ況きようで、都内の所々にこういった建物が放置されている。そしてここは透たちが住むマンションから、歩いて十分ほどのところだった。


「ここ？」


「そうみたい。匂いが強いからここを寝ねぐらにしてるのかな」


「だあぁぁ、こんな近くにいたのかよ。はあぁ、今日だけで何キロ歩いたよ、俺おれら」


　ぶつぶつ文もん句くを言いながら、ビルの中を透とう視ししたが、外が暗くなってきたこともあって地下はほとんど何も見えなかった。


「でも、犬と猫ねこかな。足音はいっぱい聞こえるわね。桃かどうかわからないけど」


　響は桃の心音や足音を聞いたことがない。


「マジ？　俺には何も見えないけど」


「動物たちのねぐらになってるみたい。人の気配はしないわね」


「じゃあ、罠わなの可か能のう性せいは下がったかな」


　今日一日歩き回ったが、怪しい者たちの存そん在ざいは透も響も感知しなかった。周囲の建物の中を全すべて覗のぞいてみても、こっそり待機しているような者はいない。響の能力対たい策さくとしてどこからか隠しカメラで撮さつ影えいしていることも考えられたが、見える範はん囲いではそんなものも見当たらなかった。


「反はん響きよう具合からすると排はい気き口こうにもいるのかな。そこも使って出入りしてるわね」


「出口はわかるか？」


「だめ。多すぎて全部塞ふさぐのは無理ね」


「となると強行すると逃にげられる可能性が高いな」


「マタタビでも用意して出直す？」


「桃ちゃんならわたしの言うこと聞いてくれると思いますよ」


　薫が無む邪じや気きに言った。そういえばまだ薫には、ただ捜さがしているとだけ伝えて依い頼らいの内ない容ようを話していなかった。奴らのことを探さぐろうと思うなら、桃をあの研究所にいた奴らの元に逆ぎやく戻もどりさせるのが一番いい。エクスプローラーのエージェントに引き渡わたした後、尾び行こうするのが手っ取り早いだろう。ちらっと響に目を走らせると響も同じことを考えていたようで、瞳ひとみに困こん惑わくの色が見て取れた。


「うーん、明日出直そうぜ」


　透は自分のマンションに向かって歩き出しながら言った。


「そうね。こんな時間にいきなり押しかけたらびっくりして逃げちゃうわよ。ねっ、薫」


「えっ、う、うん……」


　薫は少しだけ不ふ審しんそうな顔をしながらも、納なつ得とくしてくれたのかそれ以上は何も言わずに透たちと一いつ緒しよに帰き途とに就ついた。
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「薫ちゃんは？」


「ぐっすり寝てる。さすがに昨日は疲つかれたみたい」


「ＯＫ、じゃ行こうか」


　二人でヒソヒソと話しながらそっと透の部屋を出ると、廃ビルに向かって歩き出した。


　きっと薫は怒おこるだろう。あの分析力からすれば、たとえこの後シャワーを浴びたとしても桃と接せつ触しよくしたことは必ず匂いでばれる。だけど透は捕ほ獲かく作戦を止めるつもりはなかった。自分たちの安全のために桃には犠ぎ牲せいになってもらう。別にターゲットが猫だからどうでもいいと思っているのではない。たとえ相手が人間だったとしても、自分の身を守るためなら利用する。そうやって透は今まで生きてきた。そうでなくては生きてこられなかったからだ。これからもそのスタンスは変わらないだろう。


　意外なのは響も透の考えに反対しなかったことだ。癖くせのある奴だが、基き本ほん的な感覚は透と似ているのかもしれない。自分と自分の大事に思う者以外には冷れい徹てつになれる怖こわい女。大事な者の中に透が入っていないことは考えるまでもない。


　廃ビルの中は真っ暗で透の能力をもってしても、動いているものは感知出来なかった。ただ響のセンサーにはかなり活発に動き回っている動物がヒットしているようで、夜行性の猫が一番活動的な時間帯なのかもしれない。


　だが今回はちゃんと準じゆん備びをしてきた。


──猫にマタタビ


　格かく言げんが本当なのかどうか試ためすときが来た。


「よし。行くか」


　敷しき地ちを取り囲む有ゆう刺し鉄線をペンチで切せつ断だんして中に入り込こんだ。玄げん関かんドアは鎖くさりと南なん京きん錠じようで塞がれているので、側面の窓まどから侵しん入にゆうすることにして、建物の横手に回りこむ。


「ちょっと待って。誰か来た」


　響が透の服を摑つかんで地面に伏ふせさせた。通りの方を見ると、今しがた透たちがペンチで破やぶって入ってきた有刺鉄線を抜ぬけてくる人ひと影かげに目が止まった。小こ柄がらな体格からすると、女、いや子こ供どもか？　暗いのと帽ぼう子しを深く被かぶっているのとで表ひよう情じようがよく見えないがあれは……。


　すっとその場に立ち上がると、透は腕うでを組んでその人物を睨にらみつけた。やって来たのは薫だった。


「どういうつもりだ。歩き方まで変えてつけてくるなんて」


　響が感知出来ないようにいつもと違ちがうステップで歩いてきたのだろう。


「それはわたしの台詞せりふです。どうしてこんな明け方に二人だけでここに来るの？」


「薫……」


　響がどう答えたものかと言葉に詰つまっていると、薫の方から先に口を開いた。


「桃ちゃんをどうするつもりなの？」


「仕事だからな。捕つかまえて依頼人に引き渡す」


　単刀直入な薫の問いに透も簡かん潔けつに答えた。


「依頼人ってあの研究所の人たち？」


「さあ。そこまでは俺も知らない」


「……依頼、断ことわって下さい」


「それは出来ない」


「どうして？　そんなにお金が欲ほしいんですか？」


「ああ」


　そういうことにしておいた方がいい。自分たちのためなんだと言っても、純じゆん粋すいな薫がそれを受け入れるとは思えない。


「薫、あのね……」


　見かねた響が何か口を挟はさみかけたが、透は目で黙だまらせた。


「……透さんなんか最低です」


「今いま頃ごろわかったのか。わかったらさっさと帰って寝ねろ。受験が近いんだろ」


「子供扱あつかいしないで下さい」


　可愛かわいい顔できっと睨むと、薫の目に涙なみだが見る見るうちに溢あふれてきた。寝ね癖ぐせで少しはねた髪かみがふるふると揺ゆれている。


……ちっ


「泣くなよ」


　薫は溢れる涙をぬぐうと、透の横を通り抜ぬけてサッシの塡はまっていない窓まど枠わくに取り付いた。そしてそのまま身軽に飛び越こえると廃ビルの中を駆かけて行った。


「あっ、おい待てよ」


　響になんとかしてくれと目配せすると、響は小さく溜ため息をついて首を横に振ふった。


「あの子、普ふ段だんは聞き分けのいい素す直なおな子なんだけど、一度ああなると相当頑がん固こよ。本当の目的を説明してもわかってはくれないだろうし、難むずかしいところね」


　響は自分は降こう参さんとばかりに両手を軽く上げてもう一度溜め息をついた。


「なんか別の方法はないの？　あんたの言うやり方が一番いいとは思うんだけど、やっぱり薫を悲しませるのは嫌いやなのよね」


　響の言う通りなら薫は絶ぜつ対たいに引かないだろうし、下へ手たに薫に暴ぼう走そうされたら、そちらの方がよほど危き険けんだった。


「……仕方ねえな」


　内心、五百万という依い頼らい金きん額がくが惜おしいというのも少なからずあったが、金はまた稼かせげばいい。響をタダでこき使えば、二百万はすぐに回かい収しゆう出来る。


「もちろん次の依頼も手伝うわよ」


　響が透の心を読んだかのように先回りして頷うなずいた。


「あんたがお金を必要としてるのもわかるしね。学校で聞いたけど、あんた身み寄よりがいないんでしょ」


「学校で？　俺って有名なのかな。まあ中学から一いつ緒しよの奴やつは知ってるか……」


「あなた苦労してるのねぇ」


　響はしみじみとした口調で息を吐はくと、潤うるんだような瞳ひとみで透を見つめた。


「なんだよ気持ちわりいな」


「よしよしお姉さんが慰なぐさめてあげるわ。ほら、あたしの胸むねに飛び込んできなさい」


　途と端たんににやにや笑いながら響が茶ちや化かし始める。


「その上げ底にか？」


「見たい？」


「あほ」


　二人でくすくす笑い合いながら、薫と同じように窓枠を越えた。


──きゃあー


　透と響が中に降おり立った途端、奥おくから薫のものと思われる悲鳴が聞こえてきた。二人で顔を見合わせると、声のした方に走り出した。





　地下に降りる階かい段だんの踊おどり場で薫を発見した。透がペンライトで階段の上から照てらすと、暗くら闇やみの中に無数の光る目が浮うかび上がった。


　何十匹ぴきというネズミの大たい群ぐんだった。しかも一匹一匹が異い常じようにでかい。胴どう体たい部ぶだけで三十センチメートルはあろうか。尻しつ尾ぽまで含ふくめると五十センチはあるかもしれない。そのネズミが大きな歯をゲシゲシと誇ほこりながら薫の周りを取り巻まいていた。不気味な甲かん高だかい擦さつ過か音が至いたるところから聞こえてくる。恐おそらくこれが本当のネズミの鳴き声なのだ。辺りは一面ネズミの糞ふんだらけで、足場もあまりよくない。


「響ちゃん……」


　薫はもう半泣き状じよう態たいだったが、透の姿すがたを見ると目をごしごしと擦こすり、口を真一文字に結んで奥の方へと歩き出した。


「嫌きらわれたものねえ」


　響が同情交じりの声で透に囁ささやいた。


……やれやれ


　ネズミたちは襲おそいかかってくるふうでもなく、薫や透たちから一定の距きよ離りを保たもちながらこちらの様子を窺うかがっているようだった。ペンライトの光が当たるとそれから逃のがれるようにささっと回り込んでくる。正直言って相当危険な状態なのだが、響も薫もそれを理り解かいしているのだろうか。これだけの数が一いつ斉せいに飛びかかってきたら、さすがにスタンガン程てい度どでは対たい処しよ出来ない。散さん弾だん銃じゆうクラスの武ぶ器きが必要だった。


　薫に追いつくと、一人で先に行かないように後ろに下がらせた。そんな透の態度に抵てい抗こうしようとした薫だったが、響に押おさえられて頭が冷えたのかおとなしく従したがった。


　物置として利用される予定だったのか、地下は部屋が二つしかなく、コンクリートが剝むき出しで、天てん井じようには何やらパイプが走っている。


　そして奥の部屋の片かた隅すみに一匹の猫ねこが横たわっていた。不思議なことにここにはネズミの糞は全く落ちていない。


「桃ちゃんっ」


「……いや、違ちがう」


　白黒のブチ猫で顔の模も様ようも右目付近が大きく黒い毛で覆おおわれているなど、よく似にているが大きさが全然違う。この猫は町で見かける普ふ通つうの大きさの猫と同じだった。


　薫がその猫に駆かけ寄よってその場にしゃがんだ。


「生きてるのか」


「うん。でも弱ってるみたい。この猫、女の子ね」


「……みゃぁ……」


　力のない弱々しい鳴き声が聞こえてきた。透も近寄って見てみたが、ガリガリに瘦やせて、目やにや鼻水がひどい。ところどころ毛が抜け落ち、皮膚が剝き出しで爛ただれていた。臭においも酷ひどい。明らかに何らかの感かん染せん症しように罹かかっているのが見て取れた。


「桃は？」


「この子の周りが一番匂においが強いみたい」


「はっきりとは言えないけど、大型の猫の足音は聞こえなかったわよ」


「……帰るか。どうせ俺たちがいたら戻もどってこないだろ」


「そうね。さっ、薫、帰ろ。ほら立って」


　響が促うながしても薫はその場から立ち上がろうとはしない。


「……この子、放っておけないよ。お医者さんに見せなきゃ……」


……はぁ


　透の口から大きく溜ため息が漏もれた。その音に薫がびくっと震ふるえた。


「多分、助からないぞ。それでもいいのか」


「でも……助かるかもしれない」


「辛つらい思いするだけだぞ」


「それでもいい。何もしないよりは」


　ほとんどの人間は、新聞やテレビで流される貧まずしい国の子こ供どもたちがバタバタと死んでいく現げん状じようには反はん応のうしなくても、目の前で苦しんでいる小動物は放っておけない。薫の行こう為いは偽ぎ善ぜんで自じ己こ満足に過すぎないのかもしれない。


　だけど薫の言う通り、何もしないよりはましなのだと思う。目の前のこの猫が楽になるのなら、それはそれで良いのだ。そしてもちろんこの猫にもそれを拒こばむ自由がある。善意の押し付けと感かん謝しやの強要を非ひ難なんするのはその先の話だ。二年前のあの夏、ホームレスのおっちゃんたちの善意がなかったら透はとっくに野の垂たれ死んでいたに違いない。


　薫が猫を抱だき寄せようとしたので慌あわてて止めに入った。部屋の片隅に転がっていたダンボールに入れて運ぶように言う。衰すい弱じやくした身体からだでは抱かれるだけでも体力を消しよう耗もうする。抱っこして運ばれるより、担たん架かで運ばれた方が楽なのは考えるまでもない。


　透は部屋から出ようとして思わず足が竦すくんだ。入り口を取り囲むように無数のネズミと野の良ら猫、野良犬が敵てき意い剝き出しで唸うなり声を上げながら押し寄せて来たのだ。


「うーん、俺たちを敵だと思ってんのかな」


「そりゃそうでしょ。いきなり自分たちの寝ぐらに入り込んで来た人間だもの」


　だけど動物たちはこの部屋には入って来ようとしない。入り口で透たちの様子を窺うかがっているようだった。


「お願い、みんな通して」


　薫が何やら話しかけているが、もちろん言葉は通じない。


「あっそうだ。火よ。動物って火を怖こわがるでしょ」


　そう言って響が部屋の隅に置かれていたダンボールをひっくり返すと、中から燃もえやすそうな布ぬの切きれが出てきた。透がライターで火を点つけると、化か繊せんの溶とける嫌いやな臭においとともに真っ黒な煙けむりが狭せまい室内にもうもうと立ち込め始めた。響は片っ端から布切れに火を点けて床ゆかに投げつけた。慌てて蜘く蛛もの子を散らすようにネズミや猫たちが逃にげ回る。


「今よ。走って」


　響の声に三人が一いつ斉せいに走り出した。響が火の点いた布を振ふり回して牽けん制せいし、薫が猫を入れた段ボール箱を抱かかえ、一番後ろを走る透がリュックからスプレー缶かんを取り出して追いかけてくるネズミたちに向かってライターの炎の後ろから吹ふき付けた。ガキの頃ころによく遊んだ即そく席せきの火か炎えん放ほう射しや器きだ。ぱっと室内が明るくなって何匹かのネズミや猫の背せを焦こがした。


　そのまま窓を飛び越こえて外に出ると、空は大分明るくなっていた。追いすがる犬を一匹蹴け飛とばすと、有ゆう刺し鉄線もくぐり抜ぬけてなんとか敷しき地ちから外に出た。そしてそのまま全力で通りを走り抜けた。


……まったく、一体なんだってんだ
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　それから三時間後、同じ町内で最近開院したばかりの動物病院のドアを叩たたきまくって診みてもらった。今日は日曜で休みだったのだが、快こころよく診しん察さつを引き受けてくれたのだ。だけど診察結果は予想通り、芳かんばしいものではなかった。


「ええと飼かい猫ねこではないんだね」


　若わかい獣じゆう医いが診察をしながら確かく認にんすると、薫は小さく頷うなずいた。透と響は後ろの方で見守っている。それならショックも小さいだろうと獣医は判はん断だんしたようで、血けつ液えき検けん査さキットを見せながらあっさり病名を教えてくれた。


「猫エイズだね」


　陽性を示すブルーのマークがはっきりと出ていた。


「猫エイズ？」


　薫は不安そうに聞き返した。


「猫にもヒトと同じようにエイズという病気があって、猫の間では蔓まん延えんしているんだよ。でも大たい抵ていの猫は感染しても発症する前に寿じゆ命みようを迎むかえてしまうんだけど、子供のうちに感染するとこうやって発症することもあるんだ。徐じよ々じよに免めん疫えき力が低下していって、他の感染症に罹かかりやすくなる」


「そんなっ。それで治るんですか？」


「……もう末期症状だからね。今生きてるのが不思議なくらいなんだ。私に出来るのは苦しみを和やわらげることだけだよ。……意味は、わかるね？」


「……はい」


　薫の背中がやけに小さく見えた。もともと小さかったが、なんだか手のひらで包めてしまいそうだった。


「どうする？」


　獣医に問われた薫が、どうしたらいいかと透と響に助けを求めて振り返った。だけど二人とも何も答えない。


「あの……」


　薫が口を開いたその瞬しゆん間かん、診察台に力なく横たわった瀕ひん死しの猫が、微かすかに聞こえるか聞こえないかくらいの声で一声鳴いた。


「みゃぁ……」


　そしてピクリとも動かずにいたその猫が、もぞもぞと身体を動かして立ち上がろうともがき出した。


「猫ちゃん……」


　薫の涙なみだ声ごえが聞こえてくる。


「あれ？」


　響が診察室の外を振り返った。つられて透も振り返って無む意い識しきに壁かべを透とう視しすると、でっぷりと太った猫がどたどたと廊ろう下かを走ってきた。そして器用にこの診察室のドアのレバーにぶら下がって取り付いた。


「んなバカな」


　太った猫は自分の体重を生かしてレバーを下げると、ドアを押し開けて入ってきたのだ。透も響も呆あつ気けに取られて口をポカンと開けたまま見ていた。ドアの構こう造ぞうを理り解かいしているだけでなく、一瞬で開けてしまう器用さも持ち合わせている猫なんて見たことがない。


「桃ちゃんっ!!」


「ふーっ」


　桃は入ってくるなり全身の毛を逆さか立だてて、その場にいる全員を威い嚇かくした。凶きよう悪あくそうな面つら構がまえはまさしくエクスプローラーサイトに掲けい載さいされていたあの猫だった。思わず透は腰こしを浮うかしかけたが、それを察した薫が透を鋭するどい視線で睨にらみつけた。その迫はく力りよくに透は思わず動きを止める。


　桃は驚おどろいている獣医の目の前を一気にジャンプして横切ると、診察台の上に横たわる猫の元に降おり立った。デブ猫のわりになかなか身軽な動きだった。


「みゃぁ……」


　瀕死の猫の力ない鳴き声が室内に響ひびいた。桃は黙だまってその猫の毛け繕づくろいを始めた。


「あっおいっ。やめなさい。君も感かん染せんするよ」


──シャァー


　若い獣医が取り押さえようと手を伸のばした途と端たん、桃は爪つめを立てて牙きばを剝むいた。


「みぅ……」


　何かを伝えようとでもしているのか、瀕死の猫が桃に向かって微かに一声鳴くと、桃も鳴き返した。そしてその小さな猫は二度と動かなくなった。


「ううっ、桃ちゃん」


　泣きながら薫が手を伸ばすと、その手を逃のがれるように桃は床ゆかに降り立った。そしてドアに向かって歩いていくと、あっさりとドアから出て行った。


　桃の目が濡ぬれて光っていたのは透の見み間ま違ちがいだろうか。透と響が桃を追いかけて建物の外に出ると、驚く光景が待ち受けていた。この地ち域いきの動物が全すべてここに集結したのではないかと思われるほど、犬、猫、ネズミ、カラス、ハト、スズメなどが建物の周りを取り巻まいていたのだ。その中を桃が歩いていくと、道を空けるように桃の行く手にいる動物たちが道を譲ゆずった。自分の目がどうかしてしまったのではないかと思われるほど、その光景はとても異い様ようだった。


「桃っ」


　透が声を掛かけると唐とう突とつに声が聞こえてきた。


（なぜみぅが死ななければいけないのだっ）


　血を吐はくような憎にくしみのこもったその声に、思わずぞわぞわと鳥とり肌はだが立った。


……今の……まさか


（私は許ゆるさない……絶ぜつ対たいに復ふく讐しゆうするっ）


「しゃ、しゃべった」


　響があんぐりと口を開けて驚いている。


「違うっ。しゃべってるんじゃない」


　信じられないが、その声は透の頭の中に直ちよく接せつ響いてきたものだった。状じよう況きようを考えると、目の前のでっぷりと太った猫が発したものとしか思えない。


　透が一歩足を踏み出した瞬間、周りにいた動物たちが一いつ斉せいにその場から散り散りに走り去った。呆気に取られているうちに目の前にいたはずの桃もいつの間にか姿すがたを消していた。
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　市し営えいの火か葬そう場ばではペットも引き受けてくれるそうで、みぅは火葬にしてもらった。遺い骨こつは透の部屋の片かた隅すみに置かれている。近いうちに近所の公園にでも埋うめるつもりだったが、薫の希望により桃にも意見を聞くということで、遺骨の処しよ置ちの仕方は宙ちゆうに浮いたままとなっていた。


　あれから一週間、薫は目に見えて元気がなかった。透の部屋にもやって来ようとしないし、それ以前に透とは口を利きこうともしなかった。響はなんだかんだと毎日学校帰りに寄よっていったが、泊とまっていくことはなかった。


　桃の行方ゆくえは全くわからなかった。あの研究所の奴やつらが桃に目を付けるのは当然だろう。なんといっても人間の言葉を話すのだ。知ち能のうは並なみ大たい抵ていのものではない。しかも声を発しているのではなく、直接相手の脳のうに自分の意い思しを伝えているのだ。言葉だけでなく人間に対する憎ぞう悪おの念まで流れ込こんできたので、きっとテレパス能力のようなものだと思う。


　だけどあのとき、診しん察さつ室しつから出てきた薫に桃がしゃべったという話をすると、薫は涙を拭ふきながら「えっと、わたし、桃ちゃんがしゃべれるって言わなかったっけ？」などと言って小首を傾かしげていた。どうやら桃が言葉を話せることは、薫にとってはあまり大したことではないらしい。


　事じ態たいが動き始めたのは、一日がいつものように終わろうとしていた深夜だった。テレビで深夜放送を何とはなしに見ていると、ニュース速そく報ほうのテロップが次々と流れ始めた。


──中央線四ツ谷～市ヶ谷間で脱だつ線せん事じ故こ発生


──赤あか坂さか見み附つけ駅周辺で水道管の破は裂れつ


──霞かすみヶが関せきのビル内でガス爆ばく発はつ事故発生


　そして極きわめつけは、いきなりの停電だった。真っ暗な部屋から窓まどの外を覗のぞくと、非ひ常じよう用電でん源げんが搭とう載さいされているビルを除のぞいて見み渡わたす限かぎり明かりのついている家はなかった。相当大だい規き模ぼに停電が起きているようだった。無停電装そう置ちのお陰かげでＰＣは動いているが、モデム、ルーターが落ちているのでネットには接続出来ない。ラジオはこの部屋にはなかった。電池で動くラジオが薫の部屋にあったはずだと思い、ベランダを通って隣となりの部屋の窓ガラスを叩たたくと、中から薫が不安そうな様子で鍵かぎを開けた。


　ラジオで確かく認にんすると、三み鷹たか市、武む蔵さし野の市近辺で停電が起きているようだった。基き地ち局も停電の影えい響きようを受けているのか、アクセスが集中しているからなのか、携けい帯たい電話は全く繫つながらない。まさかとは思うが嫌いやな予感がした。


　とはいうものの透たちに何か出来るわけではないので、その夜はそのままベッドに入って寝ねてしまった。明け方には停電も復ふつ旧きゆうしたようで、朝のニュースで今回の騒そう動どうの大まかな実態を摑つかむことが出来た。ガス爆発が三ヶ所、水道管破裂が二ヶ所、停電が五ヶ所、電車脱線事故が一ヶ所という有様だった。


　発生場所が深夜のオフィス街や、無人の回送電車だったこともあり、奇き跡せき的に人的被ひ害がいはほとんどなかったのが幸いだった。政せい府ふ発表によると犯はん行こう声明などはどこからも出されておらず、テロと事故の両面から調ちよう査さが行われているとのことだが、透の感かん触しよくでは間違いなく都内で起きた同時多発テロと言ってよいものだった。事故の詳しよう細さいはまだ発表されていないが、脱線事故の方は置石が原げん因いんではないかと推すい測そくされていた。


　テレビ各局のニュースをチェックしていると響がやって来た。早寝の響は今回の騒動を知らなかったのか、ニュースを見て慌あわてて駆かけつけて来たようだった。この地ち域いきでは停電しただけで大した被害はなかったのだから大げさ過すぎるのだが、響も透と同様に引っ掛かりを感じていたのだろう。


「まさかね……」


　響は乾かわいた笑い声であははと笑ってみせたが、疑うたがいは払ふつ拭しよく出来ない。そのうち民放局の一つが爆ばく弾だんを投げ込んだ。


『ネズミがね、何なん匹びきも道路を走り抜ぬけて、ええ、最近はオフィス街で増ふえているそうで。それでびっくりしてやって来た方を振ふり返ったら、ビルがあれですよ。ボンって。いや、びっくりしましたよ』


　たまたま事故を目もく撃げきした人のインタビューが流れた。更さらに水道管破裂を現げん場ば中ちゆう継けいしたときのＶＴＲに何匹も犬や猫ねこがうろついているのに気が付いた。ガス爆発のＶＴＲにもよく見ると画面の端はしに猫が映うつっていた。響がごくりと唾つばを飲んだ。


「桃の奴、あのとき色んな動物集めてたよな」


「うん。今思えば、みぅっていうあの猫がいた部屋、ネズミの糞ふんがなかったのよね。他ほかの犬や猫もあの部屋にだけは入り込もうとしなかったし」


「そして動機は十分……」


　エクスプローラーサイトの桃の捜そう索さ依い頼らい案あん件けんを呼よび出すと、三十六時間以内に生きたまま捕ほ獲かくという条じよう件けん付きながら、報ほう酬しゆう金きん額がくが一千万円に引き上げられていた。罠わなのセンはほぼ消えたと見ていい。依頼者は真しん剣けんに桃の行方を追っている。


「……状況証しよう拠こは揃そろってきたわね」


「ああ、多分間ま違ちがいねえな。あいつの仕し業わざだ。やっぱりあいつ、他の動物を操あやつれるんだ。とするとこれは桃の人間全すべてに対する挑ちよう戦せん……いや、復ふく讐しゆうか」


「だけど、事故の規模と数の割わりに被害は小さいのよね。深夜のオフィス街に回送電車……。どういうことだろ。もっと派は手でにやれたはずなのに」


　響が顎あごに手を当てて小首を傾げた。


「つまりあれはテスト……ってことだったんだろ。きっと本番があるぜ」


「そっか。インフラを集中的に叩たたけばあっという間に都市機能は麻ま痺ひよね。各設せつ備びだって人の侵しん入にゆうは防ふせげてもカラスやネズミの侵入を防ぐようには作られてないし……」


「ああ。電力の供きよう給きゆうを断たって、上水道に毒でも流せば人間は何も出来なくなる。俺おれならカラスにダイナマイトでも持たせて施し設せつに投下させるよ。どの程てい度ど操れるのか知らないけど、最悪都内にいる動物全てがゲリラ兵士と考えておいた方がいいな。このままだと後手に回る分しばらくは人間に勝ち目ないぞ」


「となると効こう果か的な対たい策さくは……頭を叩くってことね」


　透もそれしかないと思っていた。


「やれやれ、しばらくの間は首都圏けんから逃にげ出しててもいいんだけどな……」


「それはダメ。薫の受験があるし」


「さすがに黙だまって知らん振りしてるわけにはいかないか」


「薫にはなんて言うの？」


「全部。もう可か哀わい想そうとか言ってるレベルじゃない」


「……そうね……」


　薫が透の部屋にやって来た。きつい表ひよう情じようを崩くずさないのは、まだ透に対してわだかまりを抱いだいているからだろう。


「桃ちゃん……がどうしたの？」


「いずれわかるだろうから説明しとくよ。昨日の騒動、多分桃の仕業なんだ」


　黙だまっていたとしても、桃と接せつ触しよくすれば匂においでばれる。薫は目を丸くして驚おどろいた。


「俺たちは、更さらに被害が出ないように桃を止めよう思う」


「……どうやって？」


「手しゆ段だんは選ばない」


「殺しちゃうの？」


「場合によっては」


　薫は目を伏ふせると、透の顔を見ようとはしなかった。響はじっと成り行きを見守っている。息の詰つまる沈ちん黙もくがしばらく続いたが、薫はその場でくるりと振り返ると、何も言わずにベランダを通って隣りん室しつへ戻もどって行った。


「ふう……わかってくれたかな」


「どうかしら。前も言ったけどああなると頑がん固こだからね」


「まあいいや。それより桃をどうやって止めるかだ。普ふ通つうに捕つかまえるのはまず無理だな」


「そうねえ。狙そ撃げきするのが一番かな。近づかずに仕し留とめるなら、あとは毒殺くらいかしら」


「かしら……って、相変わらずしれっととんでもないこと言うな、お前」


「実じつ銃じゆうは無理としても、麻ま酔すい銃なら手に入るかもしれないわね。ちょっと動いてみる」


「例の警けい視し庁ちようのキャリアか」


「ふふん、それは企き業ぎよう秘ひ密みつ」


「あっそ。あとはどうやって捜さがし出すかだな」


「おびき出せればいいんだけど、そんな材料ある？」


「……一つだけな」


　透は部屋の片かた隅すみに置いてある白い小箱を目で示しめした。


「薫が承しよう知ちするとは思えないけど……その件はあんたに任まかせるわ。あたしはこれ以上薫を怒おこらすのは嫌いやだから」


「やれやれ」


　この一ヶ月、格かく段だんに増えた溜ため息の数に、新たな一つが加わった。





　　　　§９





　その日の夜、薫がいなくなった。財さい布ふと携けい帯たい、旅行用バッグがなくなっているところを見ると、自発的に出て行ったものと思われる。響は麻酔銃の調達で外出しており、透はネットで情じよう報ほう収しゆう集しゆうしていて、隣の部屋には注意を払はらっていなかった。何気に壁かべ越ごししに覗のぞいてみたところ、薫は部屋におらずユニットバスの換かん気き扇せんのスイッチが入っていたので、てっきりそこにいるのだと思っていた。薫や響は透の覗き防ぼう止しのために真っ暗にしてトイレやシャワーを使うようにしていたので、中を確かく認にん出来なかったのだ。一時間経たっても出てこないので変に思って確たしかめに行ったら、中はもぬけの殻からだったというわけである。


　携帯に電話しても出ないのでメールを送ったところ、三十分ほどして返信メールが届とどいた。桃を止められるのは自分しかいないから、何とか止めてみせるというようなことが書かれていた。無理やりにでも連れ戻したいところだが、薫と違って透には離はなれてしまった相手の追つい跡せき能のう力りよくはほとんどない。自分が狙ねらわれている立場だとわかっているのかと怒ど鳴なりつけたかったが、今は何を言われても薫は透の言葉を受け入れないだろう。


　仕方がないので、ちゃんとしたホテルに泊とまること、夜間は出歩かないこと、何かあったら必ずすぐに連れん絡らくすること、定期連絡を入れることなど、細かい注意点を書いてメールで送ったが返事はなかった。


　戻ってきた響に何でもっと注意しなかったのだと散々罵ののしられたが、注意を怠おこたったのは事実なので返す言葉はなかった。


　心配の種がまた一つ増ふえることになったが、ずっと薫の意向を無視し続けたのだから、遅おそかれ早かれこうなっていたのかもしれない。





　桃をおびき出す作戦は、みぅの遺い骨こつを利用させてもらうことにした。気は進まないものの、桃が食いついてきそうな材料といったら、これしか考え付かなかったのだ。


　動物病院での一件けんの後、透の部屋の窓まどから見える位置に、必ず数すう匹ひきのカラスが止まっていることに気が付いた。まさかとは思ったが、どうやらそのまさかで監かん視しされているようだった。いきなり襲おそってくるわけでもなさそうなので気にしないようにしていたが、あまり気分のいいものではない。そのカラスにみぅの遺骨の一部と、桃へのメッセージの運うん搬ぱん役をやってもらうことにしたのだ。ベランダにメッセージカードとともに遺骨の一いつ片ぺんを置いておいたところ、いつの間にやらなくなっていたので、狙い通り伝わったと思っている。


　待ち伏ぶせする場所は動いている電車の中にした。そこならば、いきなり桃たちに襲われる可か能のう性せいも下がるし、桃も逃にげ場がなくなる。透も逃げ場はなくなるのだが、もし追い詰められたら遺骨を楯たてにするつもりだった。もっとも桃が乗ってこなければ意味がないのだが、遺骨が本物かどうかを確認できるのは桃だけなので、恐おそらく乗ってくるに違ちがいない。


　この時期には珍めずらしく激はげしい雨が降ふってきた。大おお粒つぶの雨がスピードを上げて走る電車の窓にポツポツと当たり流れていく。天気予報をチェックしておかなかったことが悔くやまれた。雨はセンサーの妨さまたげになるので、透も響も好きではなかった。


　メッセージには二二時三六分に三鷹を出発する東京行き特別快かい速そく電車の最後方車両に乗るよう指し示じしておいた。三鷹駅で待ち伏せされるのを警けい戒かいして、透は立川からその電車に乗り込んでいた。念のために最後方ではなく一つ前の車両で、帽ぼう子しを深く被かぶり、シートの端はしに座すわって様子を窺うかがっていたが、相手が一枚まい上手だった。


　立川駅を出てすぐのあたりで、いきなりズシンという重みが肩かたに来た。座席上部の棚たなから飛び降おりてきたのだろう。ふてぶてしい面つら構がまえのデブ猫が透の肩に乗っていた。透が驚いて身体からだを捻ひねると、桃は床ゆかに降り立ってドアの前に移い動どうした。


　多分立川の前から既すでにこの電車に乗り込んでいたのだ。この時間に都心に向かう者は少ない。この車両には眠ねむりこけている酔よっ払ぱらいに、サラリーマン風のスーツ姿すがたの男、塾じゆく帰りらしき男子高校生しか乗客はいなかったので、透以外に桃に気が付いた者はいない。


　手すりの間から左手を伸のばせば首根っこを摑つかめそうなほどの距きよ離りに桃がいた。気付かなかった自分に腹はら立だたしい思いがするが、捕まえるなら今しかない。


（おっと、手を出すなよ。次の国こく分ぶん寺じ駅で私が無事に降りなかったら一いつ斉せいに攻こう撃げきを開始するように命令してある）




[image: ]


　電車が走る音など問題としない、クリアな桃の意思が直ちよく接せつ頭に響いてきた。三鷹の一つ手前で降りられたら透たちにはなす術すべがない。


「はったりだろ」


（試ためしてみるかね？）


　エクスプローラーの報告には凶きよう暴ぼうで好戦的とあったが、意外や落ち着いた理知的な話し方をする。もしかしたら普ふ通つうの人間よりも賢かしこいかもしれない。そうなるとこいつの言っていることが噓うそか本当か見み極きわめ難がたくなる。


『何？　どうしたの？　もしかしてもう現あらわれた？』


　イヤホンから響の声が聞こえてきた。響と連絡を取るため、透の右耳には携帯とつなげたイヤホンがはめられている。響は回線を繫つなげっぱなしにした携帯から、透の独ひとり言を聞いて事じ態たいを悟さとったようだ。


　いくら人間の言葉を話すとはいえ、知能はあまり高くないと踏ふんでいたため、保ほ険けんを掛かけるような手は打っていないと軽く考えていた。動物病院前での激げつ昂こうした様子やぶさいくな馬ば鹿か面づらから勝手にそう思い込んでいたのだ。


　桃に手を出したら本当に攻撃が開始されるのか。更に、桃の言っていることが本当だとして、どの程てい度どの攻撃準じゆん備びをしているのか。それらを覚かく悟ごして今ここで捕まえてしまうべきか。判はん断だんが難むずかしくなった。本来なら遺骨をエサに桃をおびき出して、懐ふところに隠かくし持った麻ま酔すい銃じゆうで桃を狙そ撃げきし、新しん宿じゆく駅で待ち合わせしているエクスプローラーのエージェントに引き渡わたす算段だったが、計画が大おお幅はばに狂くるってしまった。


（火か葬そうにしてくれたそうだな。一いち応おう礼は言っておく。ありがとう。さあ、みぅの遺骨を渡したまえ）


「その前にちょっと話をしないか」


（……まぁいい。次の駅まで時間はある）


　一いつ瞬しゆん牙きばを剝むいて透を睨にらみつけた桃だったが、何を思い直したのか透と話をする気になったようだ。


「あのとき復ふく讐しゆうって言ったよな。出来ると思うのか」


（別に人間を根ね絶だやしにするつもりはない。だけど混こん乱らんさせることくらいなら簡かん単たんだ）


「無差別にか？　関係ない奴やつを巻まき込こむんじゃねえよ」


（私は人間が嫌きらいだ。嫌いな奴らがどうなろうと知ったことではない。みぅだって最初は人間に捨すてられたのだよ）


　桃の声に怒いかりが混まじった。ドス黒い何かが透の脳のうに流れ込んでくる。


「みぅが死んだのと今回の事件に何の関係があるんだ？　猫ねこエイズとかいう病死だろ。なんで人間に復讐ってことになるんだよ？」


（猫エイズは関係ない。みぅは生まれるときに猫エイズに母子感染したが、免めん疫えき力はまだそれほど低下していなかった）


「じゃあ……」


（あいつらだ。あいつらが実験にみぅを使ったのだよ）


「実験？」


（あるウィルスを無理やり感染させたのだ）


「ウィルス？」


（みぅの病気はそのウィルスの症しよう状じようだ）


　桃は透の問いには答えずに、血を吐はくように言葉を吐き出した。深い悲しみと激はげしい怒りがダイレクトに伝わってきて、透までが意い識しきを侵おかされそうになる。透は澱よどんで苦しくなった胸むねを空っぽにするように大きく息を吐き出して頭を軽く振ふった。


「……そっか……。でもなんかやり方間違ってるぞ。人間に捨てられて人間にいじめられたから復讐か。考えがおめでてーな」


（何だと？）


　威い嚇かくの音が桃の喉のど元もと辺りから漏もれてきた。桃は牙きばを剝き出して足の指先から爪つめを飛び出させた。


「本気で何とかしたいなら人間の考え方を変えさせなきゃダメだろ。復讐したって人間はすぐ忘わすれるぜ」


（そのときはまた同じことを繰くり返すだけだ。それとも他ほかにもっといい方法があると言うのかね）


「そりゃ、お前、もっと効こう率りつ的な……って何で俺がそんなこと言わなきゃならねえんだよ」


（くっくっく、お前、面おも白しろい奴だな）


「余よ計けいなお世話だ。そんなことより、お前、何で言葉しゃべれるんだよ。しかもこれテレパス能力だろ。これで他の動物たちも操あやつってんのか？」


（気が付いたら話せるようになっていたし、仲間たちは言うことを聞いてくれるようになっていた。理由など私にはわからない）


　まもなく国分寺に到とう着ちやくするというアナウンスが車内に流れた。桃が透の前を横切ってひらりとシートの上に飛び乗った。透の隣となりに座すわると前足を差し出す。


（話は終わりだ。さあ渡したまえ）


「一つ言い忘れた。薫ちゃんに会ったらあいつだけは攻こう撃げきしないでくれ」


（薫とは誰だれのことかね？）


「研究所でお前と一いつ緒しよに囚とらわれていた子だよ。あいつ、俺や響がお前を捕まえようとしたら怒おこっちゃって、お前を助けるって言って出て行ったんだ。『研究所では桃ちゃんに助けられたからお礼がしたい』だとよ。まったく」


（ふっ）


「なんだぁ、その鼻で笑ったような顔は」


（心配なのかね）


　一瞬、桃の目が優やさしくなったように緩ゆるんだ気がしたが、透の気のせいだろうか。


「そうじゃねーよ、俺はただ……」


　言いかけたところで、ブレーキが掛かったのか、電車はスピードを落として止まりかけていく。


『どうするの？』


　イヤホンから聞こえる声が透の決断を焦あせらせた。イヤホンからも電車の音が聞こえるところを見ると、響もこちらに向かっているようだが、透の方が国分寺に早く到着しそうだ。


　ここを逃のがすともう捕まえるチャンスはないかもしれない。多少の犠ぎ牲せいは覚悟して手を打つべきか。だが捕まえたとしても透が逃にげ切れるかが問題だった。十中八九、動物たちが国分寺で待ち構かまえているに違ちがいなかった。


「くそっ」


　桃の首根っこをむんずと摑つかんだ。猫摑みで桃の身体からだを持ち上げた。かなり重い。


（こらっ、放はなせ。駅では仲間たちがお前を狙ねらって待ち伏ぶせている。三ヶ所で待ち伏せているから逃げるのはまず不ふ可か能のうだ。おとなしく遺い骨こつを渡して諦あきらめろ。そうすれば危き害がいは加えない。ちなみに私に何かあったときの攻撃箇か所しよには、原子力発電所も含ふくまれている）


「おいおい、マジかよ」


（本当だ）


「……ふう、また無む駄だ骨ぼねか……。最近とことんツイてねえな俺おれ。お前さあ、復讐なんて下らないことしないで、もっと有ゆう意い義ぎなことしろよ。みぅだってきっと別のことをして欲ほしいと思ってるはずだぜ」


　摑んでいた手を離して桃をシートの上に放ほうり投げた瞬間だった。


──バスッ、チクッ


　バネが弾はじけるようなくぐもった音に続いて透の腕うでに微かすかな痛いたみが走った。どこからか舌した打うちが聞こえてきた。


──バスッ


　続けてもう一度何かの発はつ射しや音が車内に響ひびいた。急速に意識がぼやけ始めた。


「よしっ」


　いつの間にか奥おくのシートで酔よっ払ぱらって寝ね込こんでいたはずの男が、ライフル形式の麻ま酔すい銃じゆうを構かまえてこちらに狙いをつけていた。どさりと桃がシートから床ゆかに滑すべり落ちた。


（くっ、騙だまし、た、な）


　桃は何とか立ち上がろうとぶるぶると身体を震ふるわせたが、力尽つきたかのようにバタリと電車の床に伏せってしまった。


「すまないな、ボウズ。巻まき添ぞえにしちまった。ちょっとこの猫ねこちゃんに用があってな」


　男は桃と透の前までやって来てしゃがむと、桃の首の後ろを摑んで持ち上げた。桃は意識を失ったのかピクリとも動かない。


「や、めろ」


　口が上う手まく回らない。


「ああん、なんだって？」


　と、その時だった。国分寺駅に到着した電車のドアが開くのと同時に、桃が全身をびくんと震わせて叫さけび声を上げたのだ。その瞬間、開け放たれた四つのドアから一いつ斉せいにびしょ濡ぬれの動物たちが飛び込んできた。


「何だ？　うっ、ぐわあぁぁ」


　猛もう禽きん類など夜目の利きく鳥が真っ先に男の頭部をめがけて襲おそいかかった。続けてネズミと猫が男の身体に一斉に嚙かみ付いた。


「ぎゃあぁぁ……」


　喉に嚙み付かれたのか男の声はすぐに聞こえなくなる。だけど透には一いつ切さい襲ってこない。これらの動物たちが完全に桃のコントロールの下にあるということだ。


『ちょっと、どうしたの？　返事をしてっ。透っ』


　イヤホンからの響の叫び声が遠くに感じられた。


……桃は……


　薄うすれゆく視し界かいの端はしにドアからよろよろと出て行く桃が映うつった。透も全身の力を集めてその後を追った。桃はホームから線路に降おりて真っ暗な西国分寺方面へと走っていく。透も更さらに後を追おうとしたが、ホームに出たところが限げん界かいだった。そのままコンクリートの上に倒たおれこむ。額ひたいを強打したはずだが痛みは感じない。


「うわっ、何なのこの騒さわぎ。きゃっ、ネズミ、嫌いや～」


……この声……


「あれっ？　誰かと思ったら透さんじゃないですかっ。大だい丈じよう夫ぶですかっ」


　走ってきたのか、肩かたで大きく息をしながら薫が目の前に現あらわれた。


「……夜は、出歩く、なと、言った、だろ」


　舌したが上手く回らない。


「やっぱり、桃ちゃん近くにいるんですね」


『えっ？　そこに薫がいるの？　薫、薫っ』


　イヤホンで響が叫んでいるが、もちろん薫には聞こえない。そのまま透の意い識しきは暗転した。





　　　　§10





「透っ、透っ、しっかりして」


　頭がガクガクとあちこちに振ふれる。それがなんだかふわふわと夢ゆめ見み心ごこ地ちを倍ばい増ぞうさせたが、そのうち何かがごつんごつんと顔を打ち始めた。さすがに衝しよう撃げきで意識がはっきりしてきたが、同時に顔面が熱を持ったように痛み出した。うっすらと目を開けると、響が鬼おにのような形相をして拳こぶしで透の顔を殴なぐりつけていた。何とか首を捻ひねって最後の一発をよけると体中の力を振り絞しぼって上半身を起こした。周りは駆かけつけて来た駅員と野や次じ馬うまでごった返していた。意識を失った場所からほとんど動いていない。あれからそれほど時間は過すぎていないらしい。


「あんた大丈夫っ？」


「お前が殴らなけりゃな。くそっ、麻酔銃で撃うたれたんだ。桃は？　それに薫ちゃんも」


　効き目の弱い麻酔だったのだろうか。透は体中の力を振り絞ってその場に立ち上がった。まだ足元がふらつくが、意識はしっかりしてきた。


「足音も聞こえないし、どこ行ったのかもわか……」


　いきなり駅の電灯が全すべて消えた。すぐに非ひ常じよう用電でん源げんが作動して、辛かろうじて足元が確かく認にんできる程てい度どの薄明かりが灯ともされる。国分寺駅周辺で小しよう規き模ぼな停電が起きていた。駅前の信号も消えている。車のライトだけが暗くら闇やみの中で光っている。


……始まったか


「これって、もしかして……」


「車両にエクサーが乗り込んでいたんだ。降りる直前にそいつに麻酔銃で撃たれて、桃が暴ぼう走そうし始めた。やばいな。何とかして止めないと」


「薫が追ってるんでしょ。どっちに向かったのよ？」


「西国分寺の方だ」


　それを聞くや否いなや、響はホームから線路に降り立って走り出した。


「あっ、おいっ、待てよ」


　ふらつく足元を宥なだめながら透も後を追った。だけど線路の先を透とう視ししても真っ暗闇のため桃も薫も見当たらない。響も見つけられないのだろう、追いかける足が止まっていた。激はげしい雨音が薫の足音を消している。


　やはり闇雲に走り回っても埒らちが明かない。まずは居いど所ころを突つき止めるのが先だが、間の悪いことに角度も悪い。国分寺から西国分寺へと続く線路は周囲よりも低い位置にあるので、透視距きよ離りが著いちじるしく落ちるのだ。せいぜい数百メートルといったところか。もしかしたら既すでに透視の利かない距離まで逃げてしまったのかもしれない。


　ただ、線路の外に出るにはかなりの角度の斜しや面めんを登らなくてはならないが、果たして桃にその力が残されていたのか、それが問題だ。


「聞こえるか？」


　返事はない。集中しきっているのか響は目を閉とじて、じっと耳を澄すましている。今は響の能のう力りよくの方が頼たよりだった。


　車の走る音が聞こえない。信号が止まって一時的に交通が麻ま痺ひしているのだろう。駅えき構こう内ないの電力も落ちて、停電のアナウンスは駅員が電池式のメガホンを使って声を張はり上げている。それ以外は激しい雨音と虚うつろな暗闇が街中を包んでいた。奇き妙みような緊きん張ちよう感と漠ばく然ぜんとした不安に人々は息をこらしているのかもしれない。


　その時、透の目が微かすかに動くものを捉とらえた。草花が枯かれて茶色の地じ肌はだを晒さらした斜面を、小さな野ネズミが数すう匹ひき走り抜ぬけていったのだ。咄とつ嗟さにその後を目で追うと、透はその方向に向かって走り出した。


……何でもっと早く気が付かないんだっ


　動物の向かう先に桃がいるに違ちがいない。中央線から離れて西せい武ぶ国分寺線が右にカーブしながら延のびている。透が追いかけるものに響も気が付いたようで、引き返してきて西武線へと入った。冷たい大おお粒つぶの雨が降ふり注ぐ中、透たちは全力で走った。


「いたっ」


　響の叫さけび声に弾はじかれて指差す方向に意識を集中させると、桃を追いかけて走る薫がいた。五百メートルほど先だろうか。薫は線路から外れて府ふ中ちゆう街かい道どう近くの裏うら道みちを走っていた。その辺りは停電していなかったのが幸いした。道路脇わきの電灯に薫がわずかに照らし出されている。でなければ透には見つけられなかっただろう。だがよく見たら、薫の周囲にかなりの動物たちが集まってきていた。野犬に追いかけられているようにも見える。


「まずいな」


　心配しているそばから、そのうちの大型の野犬が一匹、薫に飛びかかった。


「薫っ」


　響が悲鳴を上げた。だがその大型犬は薫を襲おそうようでもなく、ただ押おし倒たおして押さえ付けているだけだった。追いかけてくる薫が邪じや魔まなので足止めさせるつもりか。薫を傷きずつける気はないらしいが、薫も負けていない。無理やり大型犬を押しのけると再ふたたび走り出した。


　桃はというと、府中街道の踏ふみ切きりから再び線路内に入り込んで恋こいヶが窪くぼ方面へと向かった。透たちも全力で追っているがなかなか差が縮ちぢまらない。


「あー、あいつらっ」


　響が前方を指差して叫んだ。


「ああっ？」


　見るからに怪あやしい白い防ぼう護ご服のようなものに身を包んだ男たちが数人、桃の前方の線路脇から現あらわれた。ガスマスクのようなものも装そう着ちやくしている。


「あの足音、聞き覚えがあるっ。薫をさらった研究所の連中よっ」


「マジか？　薫ちゃんを止めないとっ」


　連中の一人が、線路脇に止めたバンの中からライフル銃じゆうで桃に狙ねらいを付けていた。桃は後ろから追ってくる薫に気を取られていてまだ気が付いていない。


……まずい


　今仕し留とめられたら、動物たちの暴走を止める者がいなくなる。だが遅おそい。男が引き金を引いた瞬しゆん間かん、桃の肩かたにわずかな衝しよう撃げきが走ったように見えた。実じつ弾だんなのか麻ま酔すい針ばりなのかわからないが、それはあっさりと桃の身体からだの自由を奪うばった。


　男たちがゆっくりと桃に近づいた。慎しん重ちような足取りで近ちか寄よっているのは、動物たちに襲われるのを警けい戒かいしているからだろう。


　突とつ然ぜん、どろどろに汚よごれた薫が線路脇から飛び出してきた。何か叫んでいる。「桃ちゃんっ」とでも言ったのか。そして線路の上に倒れ込んだ桃を抱かかえ上げると連中とは反対の方、つまり透たちの方に向かって走り出したのだ。なぜか薫を追いかけていた動物たちは、ピタリと固まったままその場から動かない。




[image: ]


　ライフル銃を構かまえた男が、慌あわてて薫に向けて銃を構えた。


「おいっ、まさか人間撃うつのかよ」


　男は防護ヘルメットの奥おくで陰いん惨さんに顔を歪ゆがませると、何の躊躇ためらいもなく引き金を引いた。撃たれた薫はそのままレールに跨またがるように倒れ伏した。


「薫っ」


「薫ちゃんっ」


　一瞬にして透の血の気けが引いた。だが薫の背せ中なかから血は出ていない。どうやら実弾ではなく麻酔銃のようだった。


　投げ出された衝撃で桃が目を覚ました。何で麻酔銃を二発も食らって動けるのか不思議だが、透も人（猫ねこ）のことは言えない。桃は近寄ってきた男に鋭するどい爪つめで襲いかかった。男の防護服が破やぶれうっすらとシャツに血が滲にじむ。引っ搔かかれた男が何やら大おお騒さわぎで暴あばれ出した。


　桃に引っ搔かれて半はん狂きよう乱らんになった男を除のぞいて、連中は怯おびえたように後ずさり始めた。バンの中にいる男はライフル銃の麻酔針を込め直しているが、とても間に合いそうもない。連中は背を向けて逃げ出したが、集まってきていた野犬が桃の命令のもと一いつ斉せいに飛びかかった。連中の一人は首くび筋すじを両側から二匹の野犬に食らい付かれ、倒れ込むと脇わき腹ばらを別の野犬に嚙かみ付かれた。白い防護服が見る見るうちに赤く染そまる。


　数十匹もの野犬や猫が連中に襲いかかっていた。多た勢ぜいに無勢では連中に勝ち目はない。バンの中にいた男は車で逃とう走そうを図はかろうとしたが、開いていた窓まどから次々とネズミが侵しん入にゆうして男を齧かじり始める。


　とても薫には見せられないような凄せい惨さんな光景だった。





「薫っ、立ってぇー」


　突然、響が絶ぜつ叫きようした。


「大だい丈じよう夫ぶ、だって。あれ、麻酔、銃、だよ」


　透は肩で息をしながら、乱みだれる呼こ吸きゆうの合間に言葉を挟はさんだ。


「違ちがうっ。電車が来るのっ」


「……マジ、かよ……」


　前を見ると、透とう視しするまでもなく電車のライトが目に飛び込んできた。隣となり駅えきを出た電車がスピードを上げながら薫に近づいていた。


……なんでだ？　停電してるはずだろっ


　二人同時に再ふたたび走り出した。だけど到とう底てい間に合わない。まだここから二百メートルは離はなれている。一方電車は薫のすぐそばまで迫せまっていた。運転手が何か叫びながら警けい笛てきを鳴らしたが、薫は意い識しきを失ったままぴくりとも動かない。


……ウソ、だろ……


　動物たちは動かなくなった連中を食い漁あさっているばかりで、そこから逃げ出そうともしない。桃は再び気絶したのか倒れ込んだまま動かない。


「薫っっっ、お願い立ってぇっっ」


　響が泣きじゃくりながら叫び続ける。もう間に合わないことに気が付いているのだ。雨足が幾いく本ほんもの筋となって光の中に照らし出された。


「薫ちゃんっ」


……ダメだ。間に合わないっ!!


　必死で足を回転させるが一向に距きよ離りが縮ちぢまらない。眩まぶしい光に薫と桃が照らし出された。


……薫ちゃんっっ


　一瞬にして視界が真っ赤に染まった。全すべてがスローモーションで動くビデオ映えい像ぞうのようにコマ送りで流れていく。薫が列車の下した敷じきに巻まき込まれていくのが脳のう裏りに鮮あざやかに焼き付けられた。切せつ断だんされた薫の手足がすごい勢いきおいで四方に飛び散る。隣となりで走る響の絶叫が、脳内で増ぞう幅ふくして割われそうに駆かけ巡めぐった。響がその場に崩くずれ落ちる。


「うおおぉぉぉぉぉ」


　透の叫び声が辺りに響ひびき渡わたった。頭が割れる。





　途と端たんに真っ赤なフィルタが掛かけられたかのようだった視界が元に戻もどった。


……えっ？


　電車が迫っていた。薫はまだはねられていない。今度は透の周囲の景色が、早送りされているかのようにすごいスピードで後ろに流されていく。透は薫と桃にぐんぐん近づいた。大おお粒つぶの雨が顔面に突つき刺ささりそうに痛いたい。


……なんだったんだ？　今見た光景は？


　頭の奥がしんと凍こおったように熱が奪われていた。ぎりぎりだが間に合う。薫は助かる。そう透は確信していた。運転手が顔を引きつらせて急ブレーキを掛けている。警笛がうるさく鳴り響いているはずだが、透には間ま延のびした微かすかな音としてしか聞こえない。大丈夫、三メートルの差で助かる。


　線路から外れて膨ふくらむように回り込むと、線路に頭から飛び込んで、レールに覆おおい被かぶさるように倒れていた薫と桃を線路の外に弾き飛ばした。ブレーキの軋きしむ甲かん高だかい音も縦たて笛ぶえの低音のようにしか響いてこない。透もさっと立ち上がると線路の外に出る。大丈夫、二十四センチの差で助かる…………はずだった。踏ふん張ばった拍ひよう子しに足元の敷しき石いしが滑すべってレールに足を引っ掛けてしまった。あまりの間ま抜ぬけ振ぶりに自分でも一いつ瞬しゆん呆あきれて笑えみが零こぼれた。


「透ぅっっっ───」


　必死の叫さけび声が聞こえてきた。


……今の声……響？　いや、まさかな……


　足を襲う衝しよう撃げきとともに凶きよう暴ぼうな鉄の回転軸じくに巻き込まれたところで透の意識は完全に途と絶だえた。
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　息苦しい。呼吸が重い。いや、胸むねが重い。


……ああ……俺おれはこの感覚を知っている。夢ゆめから覚めるところなんだ


　水面へと浮ふ上じようしていくにつれて形がはっきりするように、希き薄はくだった意識が形を成しながら戻ってきた。夢から覚める感覚が自分の中から湧わき起こる。


……自分？……自分とは誰だれなんだ？


　意識に続いてうっすらと記き憶おくも戻ってくる。


……そうだ


……誰かを助けようとして……何か……そう、電車に轢ひかれたはずだ


……誰か？……誰だった？


　そこで目が覚めた。暗くてよく見えないが、どこかのホテルの一室のようだ。


……俺は……


「助かったのか……」


　声にならない呟つぶやきを微かに漏もらすと、身じろぎしようとして全身に激げき痛つうが走った。思わず呻うめき声が漏れる。すると胸の上で何かが動いた。すぐ目の前で二つの黄色く光る物体が浮うかび上がってびっくりした。


（目を覚ましたようだぞ）


　光る何かが移い動どうすると胸が軽くなった。途端に呼吸が楽になる。ぼやけていた視界とともに意識がはっきりしてきた。


「透さんっっ」


　すぐ耳元で薫の声が聞こえた。


「目が覚めたんですか。大丈夫ですか。もう目が覚めないかと思った。心配したんですよ。もうっ、ほんとに良かった。ううっ、ひっく」


　透が口を挟はさむ前に薫がすごい勢いきおいでしゃべりだして、いつから握にぎり締しめていたのか透の左手を抱だきかかえてそのまま泣き始めた。


　騒さわぎを聞きつけた響が、キーを指に引っ掛けてぐるぐる回しながらやって来た。隣室にも部屋を取っているのだろう。透のあの部屋は既すでにマークされている可か能のう性せいを考えて、ホテルに移動したということだった。なかなか賢けん明めいな判はん断だんと言える。


「あんた丸二日も眠ねむりっ放しだったのよ」


「二日？」


　掠かすれる声に透は自分でも驚おどろいた。


「何も飲まず食わずじゃ喉も嗄かれるわよ」


「俺、なんで生きてるんだ？」


「それはこっちが聞きたいわよ。あんた電車にはねられても怪け我が一つしてないんだもの。どういう身体からだしてんのよ」


……怪我をしていない？


「……じゃあこの痛みは何なんだ？」


　起き上がろうとして全身の筋きん肉にくが悲鳴を上げたように軋んだ痛みを発した。


「お医者さんの話では疲ひ労ろうが酷ひどいんだって。筋肉の異い常じような酷こく使しが原げん因いんじゃないかって言ってたけど、実じつ際さいどうなの？」


　響の眉まゆが胡う散さん臭くさそうに顰ひそめられた。最近ではほとんど感じることがなかった懐なつかしいこの痛み。間ま違ちがいなく極度の筋肉痛だった。


「おまけに熱まで出して薫がずっと看かん病びようしてあげてたのよ。感かん謝しやしなさい」


「お前が威い張ばるな」


　いまいち要よう領りようを得ないのだが、あの時ただ一人一部始終を見ていた響の話では、突とつ然ぜん叫び声を上げた透が凄すごい速さで走り出して間かん一いつ髪ぱつで薫と桃を救出したものの、透は電車にはねられてしまったのだそうだ。そこまでは透も覚えている。問題はその後で、透が電車に衝突した瞬間、轢かれるのではなく十メートルほどはね飛ばされたというのだ。


　その後は急停車した電車から降おりてきた運転手と車しや掌しようから逃のがれるために、響が苦労して二人と一匹ぴきを線路脇わきに運んで、連中が乗ってきたバンに乗せて逃にげてきたらしい。


「全く重いのなんのって。あんただけ見み捨すててもよかったんだけど、まぁ感謝しなさいよ」


　なんていう言い草だと思わないでもないが、響らしい台詞せりふでもう慣なれた。何で響が車の運転まで出来るのか不明だが、そんなことはどうでもいい。


……それよりも……


「なんでお前がここにいるんだよ」


　ふつふつと怒いかりが湧わき起こる。


「しかもてめえ、俺の上に乗ってただろ」


（私も本意ではないのだが、薫殿どのが是ぜ非ひ一いつ緒しよに来てくれというので仕方なくな。命の恩おん人じんの言うことには従したがうのが筋すじというものだろう）


　桃がしれっとした様子で言うと、ぷいっと横を向いて窓から部屋を出て行った。


「おいっ、俺も命の恩人だぞ」


　もちろん桃は聞いていない。


「透さん、桃ちゃんを許ゆるしてあげて。あのあと意識を戻もどした桃ちゃんがすぐに攻こう撃げきをやめるように動物たちに命じてくれたから、ほとんど街に被ひ害がいはなかったの」


「被害はないって……そもそも……」


……いや、それはもう別にどうでもいいか


　大騒ぎにはならず、薫も無事だった。誰も損そんはしていない。そう透を除のぞいては……。


「……また無む駄だ働きかよ」


「そういやそうね。あんたツイてないわねー。あはははっ」


「だからお前が言うなっ」


　響も薫も大きく口を開けて笑った。響など何がおかしいのか涙なみだまでためて笑っている。最初は憮ぶ然ぜんとしていた透だったが、そのうち二人に釣つられるように一緒に笑い出した。


……金はまた稼かせげばいい


　そんなふうに思ったことに自分でも驚いた透だったが、意外と気分は悪くなかった。





「ところでちょっと気になることがあるんだけど……」


　響が涙を拭ぬぐいながら椅い子すに座すわった。響は桃の出て行った窓の外をチラッと眺ながめると、透に向き直った。


「あの白い防ぼう護ご服を着た連中だけど、あいつらどう思う？」


「どうって、薫ちゃんをさらった連中なんだろ。そういやあいつらの目的って未いまだにわかんねえんだよな」


　特とく殊しゆ能力を持った薫をさらったり、人の言葉を理り解かいする桃を捕とらえようとしたり、何か怪あやしい研究を行っているのは間違いないが、なぜ非ひ合ごう法ほうに事を運ぼうとするのか、そこがよくわからない。協力して欲ほしいのなら、普ふ通つうはそれなりの交こう渉しようから始めるはずだ。決けつ裂れつしたときに初めて荒あらっぽいことに手を染そめればいいのだ。やはり合が点てんのいかないところがある。


「桃が連中の一人に飛びかかったとき、引っ搔かかれた奴やつがいたでしょ。あいつがそのとき叫さけんでたのよね」


「なんて？」


「『ウ、ウィルスがっ、もう俺は終わりだっ』ってね。どういう意味だと思う？」


「ウィルス？」


　そういえば桃も電車の中でウィルスがどうのという話をしていた記き憶おくがある。確たしかみぅは猫エイズとは別のウィルスにやられて死んだのではなかったか。


　そして奴らのあの白い防護服のようなスタイル、生物化学兵器戦に挑いどむような格かつ好こうだと思ったが、何らかの感かん染せん症しようを警けい戒かいしてのものだとすると納なつ得とくはいく。警戒の対象はもちろん桃だろう。もし桃がそのウィルスのキャリアだとしら……。


「や、やばいんじゃねえか？」


　透は引き攣つったように顔を強こわ張ばらせて自分の両手を眺めた。既すでに桃の身体には接せつ触しよくしている。更さらにはこの二日間は同じ部屋にいたらしいのだ。空気感染するタイプなら完全にアウトだろう。


（心配ない。感染力は弱いし、傷きず口ぐちを直接触ふれ合わさない限かぎり大だい丈じよう夫ぶだ。それに薫殿は既に抗こう体たいを持っている）


　ベランダの窓の向こうから顔を覗のぞかせた桃が三人に言った。


「どういうこと？」


（君らはその特殊能のう力りよくがどうして身に付いたのだと思う？）


「知らないわよ。透と違ってあたしと薫は生まれつきだし」


（これから話す内ない容ようは、あの研究所に捕つかまっている間に盗ぬすみ聞いたものだから、信しん憑ぴよう性せいに関しては君らで判はん断だんしてくれ）


「わかった」


　桃は室内に入ると透の隣となりのベッドに飛び乗った。透が全身の筋肉痛を宥なだめながらゆっくりと身体からだを起こすと、薫がさっと身体を支ささえてくれた。


（今から六十年以上昔のことだ。太平洋戦争の末期に、北陸地方のとある山やま奥おくの村で疫えき病びようが流行した。致ち死し率りつの高い病気でかなりの住人が死んだそうだ。当時の軍政せい府ふはウィルスが拡かく散さんするのを恐おそれたのはもちろんのこと、噂うわさが広まることで民みん衆しゆうの間でパニックが起こることも恐れた。だからその集落を強きよう制せい的に封ふう鎖さして、外部から完全に隔かく離りしてしまった。それこそ猫ねこの子一いつ匹ぴきはい出る隙すき間まもないくらいにな）


「六十年前？　疫病？」


　いきなり始まった突とつ拍ぴよう子しもない話に頭が付いていかないのか、響が混こん乱らんしたように繰くり返す。


（流行は数年で治まったらしいが、問題なのはここからで、生き残った住民の間で、奇き妙みような現げん象しようが起き始めた）


「奇妙な現象？」


（そう、感覚器官の異い常じようだ）


　思わず聞き返した透に、桃が顎あごを引いて頷うなずいた。


（特に幼おさない子こ供どもにその傾けい向こうが顕けん著ちよに現あらわれた。異常と呼よべるほどではないが、目や耳の感覚が鋭するどくなっていたらしい。こういうのも後こう遺い症しようと言うのかね）


　目や耳という言葉に、透を支えていた薫の手がピクリと反はん応のうする。


（しかもその感覚異常は遺伝したそうだ。普通は後天的に獲かく得とくした形けい質しつは遺伝しないのだが、どうも病気の原げん因いんとなったウィルスが、生せい殖しよく細さい胞ぼうの遺伝子まで書き換かえていたらしい。稀まれな症例だがありえないことでもない。遺伝子治ち療りようにベクターとしてウィルスを使うのも同じ原理だしな。そして集落の者同士の婚こん姻いんで、より強力な感覚器官を備そなえた子供たちが次々に生まれた。今度は遥はるかに常じよう人じんの限げん界かいを超こえた機能異常だった。透とう視し能力やテレパス能力もその一つだそうだ）


　桃が透の目を見て言った。


……この目のことを言っているのか？


　だけど透の透視能力は、二年前の夏に突然現れたものだ。桃の話が本当なら生まれつき備わっていたものでなければおかしい。それとも何らかの原因で能力が抑おさえられていただけで、頭を強打したことをきっかけにして本来の力が解放されたということだろうか。


（そしてそのウィルスが、私の体内に潜せん伏ぷくしているというわけだよ）


　桃は話を終えると前足で耳の後ろをポリポリと搔いた。


「能力はウィルスのせい……？」


　響は自分の両手を繁しげ々しげと眺めた。


「桃ちゃんが聞いた話が本当だとすると、その集落の人たちは今はどうしてるの？」


（そこまでは私も知らない。その集落は十年ほど前にダムの底に沈んだそうだ。君らが生まれてしばらくした頃ころだな。住人たちは迫はく害がいを恐れたのか集落に籠こもって外部との交流を頑かたくなに拒こばんでいたそうだから、当時は君らもそこに住んでいた可か能のう性せいは高いな）


「……それって私も響ちゃんも透さんも同じ村出身ってこと？」


　薫の問いに桃が大きく頷いた。


（そう。飛び抜ぬけた感覚器官を持つ能力者は、あの集落の出身と考えていい。つまり君らは、既に幼い頃に出会っていた可能性が高い）




　Interlude 2







　激はげしく雨が降ふりしきる中、新しん宿じゆくコマ劇げき前の広場に髪かみの長い女が傘かさを差して立っていた。誰だれかを待っているのか、その場から動こうともしない。クリスマスに浮うかれたこの街も、この冷たい雨と終電時じ刻こくを過すぎた後となっては、寂さびれた雰ふん囲い気きに包まれる。


「また失敗したらしいな」


　いつの間にやって来たのか、長身の男が女のすぐ隣となりに立っていた。女は驚おどろいた素そ振ぶりも見せず、長身の男を見上げもしない。


「もう一度仕事を依い頼らいしたいの」


　女が口を開くと、真っ白な顔から真っ赤な舌がチロチロと蠢うごめいた。


「金は？」


　長身の男は前を向いたまま短く問う。土ど砂しや降ぶりの雨、顔を見合わせるでもなく前を向いて佇たたずんでいる二人の男女……。


「この前と同じ額がくを、仕事が終わったら振ふり込こめばいいかしら」


「…………前まえ払ばらいだ」


　しばらくの沈ちん黙もくの後、長身の男はサングラスを外すと、ポケットから取り出したハンカチでその表面を丁てい寧ねいに拭ふいた。


「どうして？」


　予想していなかった返事に驚いたのか、それまで顔を見ようともしなかった女が、初めて長身の男を見上げた。


「会長から切られたんだろ。もう噂うわさは耳に入っている」


　男は色の薄うすいサングラスを掛かけ直すと、ほんの少し傘を傾かたむけて空を見上げた。吐はく息が白い。


　女は唇くちびるを強く嚙かみ締しめた。傘を持つ手がほんの僅わずか震ふるえていた。先ほどまで真っ白だった顔に赤みが差している。


「わかったわ。明日振込むから手伝って。お願い」


「……あんたに頭を下げられるとはね」


　雨の勢いきおいがほんの少し弱くなっていた。男は緊きん張ちようを緩ゆるめると、唇の端を僅かに歪ゆがめて笑った。


「また連中を誘ゆう拐かいするのか？」


「違ちがうわ。今回はある物を入手したいの」


「……わかった」


　依頼の詳くわしい内ない容ようも聞かずに、男は鼻をふんと鳴らすと頷うなずいた。


「それが成功したら、最後にあの子たちと猫ねこを捕とらえるわ」


「なんだ、上にはまだ居い場ば所しよを報ほう告こくしていなかったのか。組そ織しきに任まかせてしまえばいいものを……」


　男は呆あきれたように首を振る。


「代わりの誰かに任せたら、もう私の戻もどる場所はなくなってしまう」


「やれやれ、勤つとめ人は大変だな」


　男は女に背せを向けると、ゆっくりと歩き出した。


「茶ちや化かさないで。失敗を取り返すだけではダメだわ。もっと大きな手て柄がらが必要なのよ」


　女は大声を上げた。もっとも、この雨の中では男以外にその声は届とどかない。男は片かた手てを挙あげて軽く振ると、そのまま雨煙に溶とけ込こむようにすうっと姿すがたを消した。


「まだよ。私は絶ぜつ対たいに諦あきらめない」


　女の目が、怪あやしい光を湛たたえているかのように揺ゆらめいた。




　第三章
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「ったく、少しは落ち着けよ。試験はまだ明日だってのに」


「うるさいわねっ」


　さっきから響ひびきが部屋の端から端へと行ったり来たりで落ち着きがない。今日から三日間、透とおるたちの高校は入学試験の会場となるため休みである。そしてそこは薫かおるの受験会場でもあった。入学試験を明日に控ひかえ、本人以上に響が落ち着かない様子で部屋をうろうろしていた。


「お前が緊張してどうすんだよ」


「そういうあんたこそ、読んでもいない新聞を捲めくってばかりじゃない」


　以前の薫なら楽勝で受かるレベルにあったのだが、環かん境きようが激げき変へんしゆっくりと勉強もしていられない時期が続いたこともあって、急激に成せい績せきが落ちていたのだ。


　よくよく考えれば透の責せき任にんではないのだが、透の隣となりの部屋に引っ越こしてきたせいとあっては寝ね覚ざめが悪い。ほんのしばらく前までは響と縁えんを切りたいばかりに、落ちてくれとまで願っていたのだが、薫の連日の頑がん張ばりを見ているとそういう気持ちも失うせてしまった。


（大だい丈じよう夫ぶだ。君たちと違ってあの子はいい子だからな。きっと受かるだろう）


「黙だまれっ」


「ドラ猫ねこの分ぶん際ざいで偉えらそうに言うな」


　透と響の蹴けりがサンドイッチするように見事に桃ももの脇わき腹ばらに入った。一ヶ月ほど前から透たちと行動を共にするようになったこの猫、なんと人間の言葉が話せるのだ。話せると言っても実じつ際さいに声を出しているのではなく、頭に直ちよく接せつ話しかけるテレパス能のう力りよくを介かいしてのものだが、なぜ猫にそんなことが出来るのかはわからない。恐おそらくウィルス感かん染せんが引き金になっているのだろうが、透も通つう常じようではありえない能力を身に付けているので、そういうこともあるだろうと、深く考えるのをやめた。


「まだ寒いのに風か邪ぜ引いたりしないかしら……」


　気分転てん換かんに一人で散歩してくると言って、薫がすぐそこにある大きな公園まで出かけたのは一時間ほど前のことだ。今さら頭に詰つめ込んでも大した効こう果かはないし、それくらいなら体調を整えてリラックスしたいという薫の言うことも一理あったので、一人で出で掛かけるままにさせたのだ。一いち応おう、万が一のことを考えて発信機代わりにＧＰＳ携けい帯たいを持たせていたし、桃に命じて小動物に護ご衛えいもさせていた。


（そんなに心配ならついて行けばよかったろうに）


「うるさいわね、薫が一人にして欲ほしいって言ったからよ」


（奴やつらが襲おそってきたらどうするんだ？　少し油ゆ断だんしていないか）


「そうは言っても、あいつら誘ゆう拐かい・人身売買事じ件けんが発覚してからは一いつ切さい仕し掛かけてこないんだよな。今ここでまた薫ちゃんが拉ら致ちられたら、それこそ大騒ぎになるから迂う闊かつに手を出せないっていうのもあるだろうし」


　昨年末の一件以来、研究所の奴らはまだ薫や桃を狙ねらっている可か能のう性せいが高いと考え、三人と一匹ぴきは冬休みの間中、沖おき縄なわのコンドミニアムタイプのホテルに滞たい在ざいした。状じよう況きようがどう転ぶか見み極きわめようと様子を見ていたのだが、結局のところ何も変わらなかった。透のマンションは、望まない来らい訪ほう者しやがあったらわかるように仕掛けを施ほどこしておいたのだが、留る守すにしている間、誰かが訪れた様子はなかった。


　冬休みが終わった後は、警けい戒かい網もうを最さい大だい限げんに張り巡めぐらせながら登校していたのだが、連中の姿すがたは影かげさえも見えなかった。電車の中で桃を狙そ撃げきした男や白い防ぼう護ご服を着た連中の末路はあの通りだったし、それ以外に透たちが桃を匿かくまっていることを知る者はいないはずだが、猫捜さがしの依い頼らいはまだ出されたままだったので、一いち応おう桃には外出を禁きんじていた。もちろん桃も警戒が必要なことくらいは認にん識しきしているので、不平を言いつつも従したがっている。


　そして桃が研究所で盗ぬすみ聞いた話、北陸地方の山やま奥おくの村というのは、十年ほど前に造つくられたというダムを手掛かりに探さがしてみたところ、古ふる和泉いずみ村という場所が浮うかび上がった。ただ、既すでに廃はい村そんとなって隣の自治体に吸きゆう収しゆうされており、訪おとずれようにも今は深い雪の中で、多くの集落は水すい没ぼつしている。


　戦前に原因不明の謎なぞの疫えき病びようが流行した件については、厚こう生せい労働省に確かく認にんしてみたり、役場や地元の郷きよう土ど研究家に電話して聞いてみたところ、確たしかにそういうことはあったらしい。更さらに二十数年前にも突とつ然ぜんその疫病が再さい発生して、地元では一時かなりの騒ぎとなったそうだ。すぐに収しゆう束そくしたため全国的にはあまり知られることなく、今では覚えている人もほとんどいないだろうということだった。その後、台風の影えい響きようで大だい規き模ぼな土ど砂しや災さい害がいが発生したりと災さい難なんが続き、結局多くの集落は再建を諦あきらめ、廃村とすることが決められたそうだ。これらの情じよう報ほうを総そう合ごうすると、恐らくその場所で間ま違ちがいないだろう。


　それから自分たちの肉親に関してだが、実は響と薫も孤こ児じだったそうで、かつては同じ施し設せつにいたらしい。しかし脱だつ走そうを繰くり返して各地の施設を転々としていた透と違い、二人はそれぞれ別の家庭に引き取られた。その後連れん絡らくは取れないでいたが、六年前に偶ぐう然ぜん街中で再会したのだそうだ。響が薫の心しん臓ぞうの音を捉とらえたのが決めてだった。ただ、二人とも施設以前のことはほとんど覚えておらず、桃の話を裏うら付づける決定的な記き憶おくはないということだった。


　奴らが薫たちを狙ったのは、ウィルスに関係した何かというのはもう疑うたがう余よ地ちはない。問題なのは奴らの正体だった。だが相変わらずＳ級エクサー二人をもってしても霧生きりゆうの足取りすら摑つかめない。研究所に関しては倒とう産さんした外がい資し系けい製せい薬やく会社から先の繫つながりがぷっつりと切れたままだ。


　最初の事件から三ヶ月、いくら警戒しているといっても、一向に何も起きる気配はなかった。だから少々気が緩ゆるんでいたのかもしれない。奴らは本当に諦めたのではないかと徐々に楽観し始めた頃ころだった。だけどもちろん、そんなわけはなかったのである。





「あんた、もしかして受験のときもカンニングしたんじゃないでしょうね」


「それは真ま面じ目めに受けたよ。自分の力を試ためしてみたいっていうのもあったしな」


「はんっ、どうだか」


「あのな、そりゃ学校の定期試験はあれだけど、素すでもお前よりは成績良いぞ俺おれは。お前、この前の数学のテスト、赤点取ってただろうが。他ほかに古文に地理もやばかったよな」


「ちょっ、あんた何で知ってるのよ。また覗のぞいたわね。このスケベっ。あんたこそ昨日、授じゆ業ぎよう中ちゆうに当てられて慌あわててたじゃない」


「な、なんのことだ？」


　聞かれていたというばつの悪さに口調が少しばかりどもった。


（やれやれ。目くそ鼻くそとはこのことだな）


　桃が後ろ足で立ち上がると、呆あきれた声で器用に肩かたを竦すくめた。


「うるせぇ」


「黙りなさいっ」


　二人が同時に放ほうり投げた雑ざつ誌しとテレビのリモコンが桃の後頭部と顔面にヒットした。


「ぐえっ」


　避よければいいものを無む駄だに太った身体からだが災わざわいして逃にげ遅おくれている。


（動物虐ぎやく待たいだぞ。動物愛あい護ご団だん体たいに訴うつたえてやる）


「だったら畜ちく生しようらしく人間様に楯たて突つくんじゃないわよ」


（やれやれ、同じ人間のメスなのになぜこうまで薫殿どのと違うのか）


「うるさいっ。デブ猫は外でネズミでも食べてろ」


　今度は桃と響が口ゲンカを始めた。桃が居いつく前は、時々響と透がバチバチとやりあっていたのだが、最近では桃が参加して、いつでも誰かが罵ののしりあう空中戦を呈ていしていた。薫の邪じや魔まにならないようにと、透の部屋が主戦場となるので騒がしいことこの上ない。


　桃にぶち当たったはずみでテレビのリモコンのスイッチが入っていた。相変わらず日中のテレビ番組にろくなものはない。下らないゴシップネタを嬉うれしそうに語るコメンテイターを眺ながめていると、画面上部に速そく報ほうテロップが流れた。


──かえで銀行にて強ごう盗とう事じ件けん発生、多数の人ひと質じちと共に立て籠こもっている模も様よう


「やるなら現げん金きん輸ゆ送そう車しやを襲おそえよな。そっちの方が効こう率りついいぞ」


　透は物ぶつ騒そうな感想を漏もらしながら、床ゆかからリモコンを拾い上げてチャンネルを変えようとしたところ、見み慣なれた場所がテレビ画面に映うつし出された。思わずボタンを押おす指が止まる。


「これってそこの駅前の銀行じゃないか？」


　桃は透にまでテレパスで意思を伝えている余よ裕ゆうはないようで、響が独ひとり言のように桃を激はげしく罵っている。ついに取っ組み合いのケンカまで始めた。ウィルス感かん染せんのこともあって桃は決して爪つめを立てることはしなかったが、あの大きな肉球で響を殴なぐりつけている。


「ちょっと静かにしろっ」


　透は威い嚇かくの声を上げる桃の首を摑むと、玄げん関かんに放り投げてテレビの音量を上げた。


……確か薫ちゃん、出掛けるときに銀行に寄よってくるって言ってなかったか？


　透の様子に気が付いた響が、怪け訝げんそうに近づいてきて一いつ緒しよにテレビに注目した。


……まさか……だよな


　隣となりに目を向けると響も微び妙みように顔を引き攣つらせていた。二人の視し線せんが「そんなわけないよな」と確認するように交差する。響はポケットから携けい帯たいを取り出すと薫に電話を掛けた。桃もやって来て無言のまま響に注目している。


「……ダメ、出ない。どうしよう……。あたし、とりあえず公園に行って捜してみる」


　響は立ち上がって玄関に向かった。その瞬しゆん間かん、ベランダの窓まどガラスに何かが当たった。二羽わのカラスがベランダの外で大きな鳴き声を上げ始めた。桃がどてどてと窓に走り寄って、ガラス越ごしにカラスと何やらやり取りを始めた。


（薫殿の身に何かが起きたらしい）


　薫を監かん視ししていたカラスだった。桃のその言葉を聞くやいなや透も立ち上がった。


　このマンションからでは駅前の銀行内部はぎりぎりで透とう視しが利きかなかった。透は単車に跨またがると響と桃を後ろに乗せてヘルメットも被かぶらずに駐ちゆう車しや場じようを飛び出した。


……なんで今日なんだ？


　入学試験は明日なのだ。薫の運の悪さに透は眩暈めまいがしそうだった。
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　既すでに駅前は、通報で駆かけつけた警けい察さつ関係者の車両、マスコミの中ちゆう継けい車しや、野や次じ馬うまでごった返していた。交通規き制せいが入って単車でも近づくことが出来ない。駅ビルも改かい装そう工事が行われている最中なので、集まってきた人々を収しゆう容ようできるスペースもなく、現場周辺は大だい混こん乱らんに陥おちいっていた。


　透たちは単車を乗り捨すてて、かえで銀行とロータリーを挟はさんで反対の位置に建たっているテナントビルの非ひ常じよう階かい段だんで様子を窺うかがっていた。どこからか侵しん入にゆう出来ないか先ほどから目と耳で穴あなを探さがしているのだが、銀行が入っている建物だけあって隙すきがない。桃は別行動で街の動物に招しよう集しゆうをかけているが、こちらにはあまり期待していない。桃の話では、動物たちに対してケーブルを齧かじって切せつ断だんさせるなどの単たん純じゆんな命令は出来るが、鍵かぎの掛かかった扉とびらを開けさせたり、特定のスイッチを入れさせるような複雑な命令はこなせないということだったし、それ以前に侵入経けい路ろがない。通風孔こうには鉄てつ製せいの網あみが張ってあったし、屋上に出る扉も閉とざされている。このビルはこの辺りで一番高いので屋上に飛び移うつることも出来ない。


　犯はん人にんは覆ふく面めんを被った男が二人。受付カウンターの内側に行員と客を集め、小太りの男がそれを見張りながらノートＰＣを開いてキーを忙いそがしく叩たたいている。そしてもう一人、背せの高い男が支し店てん長ちようらしき男を引き連れて二階にある貸かし金きん庫こを漁あさっていた。こっちの男がリーダーらしい。この長身の男、目に見覚えがあった。忘わすれようにも忘れられない。心音に聞き覚えがあると響も言っているので、あの男に間ま違ちがいない。確たしかあのときは木き島じまと名乗っていたはずだ。となるとあの霧生と呼よばれていた美人所長もどこかに控ひかえているかもしれない。状じよう況きようは最悪だった。


　そしてなぜかエクスプローラーに、この銀行立て籠こもり犯に関する情じよう報ほうを求める依い頼らいが出されていた。主しゆ催さい者しや預あずかりとなっているので依頼者はわからないが、公開案件なので多くのエクサーが動き出しているに違いない。透は昨年の誘ゆう拐かい・人身売買事件の一味が絡からんでいるとだけ報告しておいた。


　一方、薫は他の人質に交じってカウンターの内側にいた。怯おびえている様子もなく、しっかりと落ち着いて見える。そしてその口くち許もとがぼそぼそと動いていた。


「薫ちゃん、なんか呟つぶやいてるぜ」


「うん、今聞いてる。ええと……『……響ちゃん聞いてる？　わたしは無事。犯人の、一人は、研究所に、囚とらわれたときに、嗅かいだことのある匂におい、よ。気を付けて……』だって」


　響は透にもわかるように薫の言葉を口に出して聞かせた。


「やっぱりあの男で間違いないわね。薫、あたしたちが来てるだろうと思って、気が付いたことを定期的に呟いてるみたい」


「感心感心。こりゃ期待に応こたえないとな」


「へー、以前とはずいぶん反はん応のうが違うのね。縁えんを切りたいってのが見え見えだったのに」


「お前なら見み捨すてるところだけど、薫ちゃんだからな」


「なんかムカつくけど、素す直なおに感かん謝しやしておくわ」


　響は嬉うれしそうに笑った。


「だけど、意外と難むずかしいな。桃と俺たちの力があればちょろいかと思ったけど」


「うーん、立て籠もりには逃げ場がないから、いずれ解かい決けつするには違いないんだけど、大たい抵てい長期化しちゃうのよね。煮に詰つまってくると人質に危き害がいを加えたりもするし」


「それは困こまる。試験は明日だからな。なんとしても今日中に解決させたいところなんだけど……」


「何よ」


「なんか変だな」


「だから何がよ」


「こいつら散さん弾だん銃じゆうにモバイルＰＣまで揃そろえてるし、見たところずいぶん計画的な割わりに、何で立て籠もりなんて方法を選んだんだ？」


　逃げ場がないとは響も言っているが、先の展てん望ぼうがないのだ。どこかに立て籠もるのは救助の当てがある場合か、脱だつ出しゆつ方法を確かく保ほしているか、破やぶれかぶれの最後の手段の場合しかない。


「なんか別の狙ねらいがあるってこと？」


　長期化を睨にらんで食料を持ち込こんでいる様子もない。実はこの事じ件けんは陽動で別の目的から目を逸そらさせるためということも考えられたが、ただの陽動にしてはリスクが大きすぎる。


「ちょっと待って。なんか動きがあったみたいよ」





　覆ふく面めんパトカーの後部座ざ席せきから颯さつ爽そうと降おり立ったのは、忘れようもないあの霧生だった。サングラスを掛けているためはっきりとは表情を窺えないのだが、透の目はごまかせない。


「なんでこいつが警察の車両に乗ってここに来るんだ？」


「なんか以前と雰ふん囲い気きがちょっと違うけど、確かにあの女よね」


　以前は背中まである黒くろ髪かみを優ゆう雅がになびかせていたが、今日はばっさりと切り込んでボブカットにしていた。


　警察関係者だったということだろうか。そういえば立川署しよにも妙みように顔が利きいていたことを思い出した。


「……どう思う？」


「仲間割れして木島が暴ぼう走そうした……ってのは無理かな。それともやっぱり二人はグルで、捜そう査さをミスリードさせるって方向なのかしら」


　前者はわからないが、後者は十分ありえる。霧生がどれほどの指し揮き権けんを持っているのかわからないが、周囲の人の様子だとかなりの地位についていると思われる。今までの現げん場ば責せき任にん者らしき男がぺこぺこと頭を下げて現状を説明していた。


　薫の顔は二人に知られている。木島の方はまだ薫に気が付いていないようだが、ばれるのは時間の問題と考えた方がいい。


（あの女……）


　殺気立った声が後ろから聞こえてきた。いつの間にか桃が戻もどってきていた。


「侵しん入にゆう出来そうか？」


（だめだ。トイレの排はい気き溝こうすらネジで閉しめられていた。一いち応おう、破やぶるように命令しておいたが、明日までには間に合いそうもない。だがあの女が出てきた以上、警察よりも先に薫殿どのを救出して身を隠かくさせないと、またややこしいことになりかねないぞ）


「んなこたぁわかってる」


……くそっ


　ただでさえ侵入が難しくて手て詰づまり気味なのに、霧生が警察側にいるとなるとそうそう迂う闊かつな行動も取れなくなる。密ひそかに警察にビル内の情報を流そうかと考えていたが、それもやめた方がいい。


　透たちは指をくわえたまま、ただ時間だけがいたずらに過すぎていった。
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　日が暮くれて夜の闇やみが街まちを支配していくが、この駅前広場は別だった。警察とマスコミの車両から放はなたれるライトで、かえで銀行ビルがまばゆいくらいに照てらし出され、不ふ夜や城じようと化している。


　夕方五時、犯はん人にん側から一回目の要求があった。といっても外で構かまえる警察に要求があったわけではない。犯人たちは、首都圏のテレビ局全すべてにメールを送ったのだ。


「明日午前六時までに逃とう走そう用ようのヘリを一機用意し、かえで銀行ビル屋上に待機させろ」


　犯人側は、その要求をテレビ番組内で公表することを命じ、今後の交こう渉しようは全てテレビ局を通して行うと宣せん言げんした。メッセージには、要求を呑のまなかった場合はまず支し店てん長ちようを殺害するとあり、目隠しされた支店長が椅い子すに縛しばられて座すわっている画が像ぞうが添てん付ぷされていた。民放各局はあっさりその要求を呑んだ。自分の局だけ拒きよ否ひしても他局が報じれば同じだと考えたのだろう。ただ、ＮＨＫだけは要求があったことは放ほう映えいしたが、その内ない容ようは流さなかった。


　その三十分後、ＮＨＫが要求を呑まなかったとして、支店長殺害のシーンが写された映像がレンタルサーバースペースにアップされた。別室で小太りの男が支店長の頭部をショットガンで吹ふき飛ばした映像だった。透も響も吐はき気がするほどだった。鋭えい敏びんなセンサーも時には恨うらめしく思うこともある。


　今度はマスコミ各社に知らせるだけでなく、不特定多数が集まる匿とく名めい掲けい示じ板ばんにもアドレスが書き込まれた。そのときのメッセージには、『マスコミは何一つ包み隠さず公表すること。次は五人殺す。また、強行突とつ入にゆうをした場合は人ひと質じち全員を即そく殺害出来るようにトラップを仕し掛かけた。慎しん重ちような判はん断だんを求む』とあった。


　こうしてマスコミは完全に犯人側の軍門に成り下がった。本当はトラップなど仕掛けられていないのだが、全国民の監かん視しの中で対応せざるを得なくなった警察は、慎重な消極策さくしか打つ手がなくなり、強行作戦は到とう底てい実行出来ない雰囲気となってしまったのである。





　そして透たちはいまだ有ゆう効こうな手を打てずにいた。そもそもかえで銀行ビルに近づくことすら出来ないのだ。心配と焦あせりからイラつく響と桃が絶たえず言い争いをしていて、まとまりはまるでない。そうこうしている間にビルの窓まどガラスや非ひ常じよう扉とびらなど、外部と繫つながっている箇か所しよには内側からロッカーや大型机つくえが置かれ、侵入はますます困こん難なんになってしまった。


　既に人質が一名殺害されていることもあり、警察は持じ久きゆう戦法ではなくＳＡＴを出動させるという強きよう攻こう策さくを取りたいようだが、世よ論ろんの反応が怖こわいようでいまだ身動きが取れないでいる。今は上じよう層そう部ぶで責任の押おし付けどころを探さがしているのだろう。方ほう針しんが決まるのは明日の朝六時の期き限げんぎりぎりになるとみて間ま違ちがいない。


　強攻策なら人質となっている薫の身が心配である。一方、持久戦法を取るとなると、今日中に決着が付くとは思えない。だけどそれでは遅おそすぎるのである。たとえ開始時間に間に合ったとしても、解かい決けつが遅おくれて寝ね不ぶ足そくのまま試験を受けさせるのは忍しのびない。どうしても安全にかつ早期に解決したかった。事じ情じようが事情だけに再さい試験が実じつ施しされると思うのだが、合否ぎりぎりに位置する薫にとって、難なん易い度どが上がる再試験は避さけたいところだ。


　薫は響たちに「無理はしないで」と伝えてきたが、透は何とか無事本番を迎むかえさせてやりたかった。この数ヶ月間の朝飯分くらいは働かないと罰ばちが当たるだろう。


　それにしてもやはり犯人の考えていることがわからない。かなり計画的なわりに要求が逃走用ヘリ一台というのが腑ふに落ちない。しかも期限が明日午前六時というのも中ちゆう途と半はん端ぱだ。この手の事件は時間が経たてば経つほど逃走は難しくなる。


「最初から逃にげる気がないってこと？」


　桃との不毛な口こう論ろんに疲つかれたのか、響が力なく聞いた。


「それか、ダミーだろうな」


（なるほど、別の逃走手しゆ段だんを確かく保ほしていて、今は時間稼かせぎをしているというわけだな）


「だけどどこから逃げるのよっ。猫ねこの子一いつ匹ぴき出入り出来ないビルなのにっ」


　桃の言葉に響が嚙かみついた。


（すまんね）


　やれやれという顔で桃もうんざりしている。


「人質のふりしてどさくさに紛まぎれるとか、トンネルでも掘ほって逃げるとかさ、方法はいくつかあるけど現げん実じつ的じゃないよな」


　何かを待っているのは間違いないと思うがそれが何かわからない。それに逃走経けい路ろ云うん々ぬん以前に、そもそも銀行強ごう盗とうというのが疑ぎ問もんだった。宇う宙ちゆう人じんを捜さがすというわけのわからない目的があったとはいえ、子こ供どもを誘ゆう拐かいして人身売買までしていたような奴やつらなのだ。金が欲ほしいなら、手段を選びさえしなければ、もっとリスクの低い確実な方法はいくらでもある。


「つまり金が目的でもないってこと？　ヘリで逃げる気もなくて、金を奪うばうつもりでもないなら、何であんなとこに立て籠こもってんのよっ」


　響は今度は透に嚙み付いてきた。


「……目的は別……。あそこに立て籠もらなければならない理由……」


　いきり立つ響には取り合わず、透は自分の思考に沈しずんだ。そういえば、長身の男は支店長を連れて貸かし金きん庫こを漁あさっていた。透は金目の物を探さがしているのだろうくらいにしか思わなかったが、今思うとあれは不自然な行動に思えてくる。金が欲しいのなら、オンラインで隠し口こう座ざにでも振ふり込こませるとか、金庫の札束を盗ぬすむなりすればいいのだ。つまり目的は貸金庫にあった。支店長殺害は口くち封ふうじの目的もあったのだ。


……となると、あの女は何のために現あらわれたのか……


「霧生の方は何か動きはあるか？」


「強行突入するかどうかで上層部と話し合いをしてるわ。あいつは強行したいみたいなこと言ってるわね」


　それだと少し辻つじ褄つまが合わなくなる。木島たちと霧生がグルなら引き延のばし作戦で行くはずだが、何か見落としていることでもあるのだろうか。


「あれっ？　木島の奴、どこ行った？」


　いつの間にかビル内には木島の姿すがたが見えなくなっていた。


「地下よ。さっき、階段を下りていくのが聞こえた」


　ぶすっとした声で響が答えた。


　透の座っている場所からでは見えなかった。木島からは一いつ瞬しゆんでも目を離はなすのは避さけたいところだ。響が捉とらえているとはいえ出来れば透も自分の目で捕ほ捉そくしておきたい。


「下水？」


　唐とう突とつに響が声を上げた。


「下水がどうしたって？」


「あっ、薫が言ってきたんだけど、下水の臭においがするって言うのよ」


「そりゃ、トイレ行けば臭におうだろ」


「そうじゃなくて、急に強く臭い出したって言ってるの」


「下水、下水……」


……まさか……


「あっ、上がってきた」


　木島が地下から現れて小太りの男に何か合図を送った。小太りの男は人ひと質じちが囚とらわれている受付カウンターの内側まで来ると、薫の腕うでを取って立ち上がらせた。


……なっ、ばれた？


「ちょっと、まずいわよ。薫のことばれてるじゃないっ」


　小太りの男はガムテープを薫の口に貼はり付けると、手も後ろに組ませて縛しばり付けた。そして二の腕を取ると、引っ立てるようにして地下に連れて行った。
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「しまったっっ。やられたっ」


「何がよっ」


「トンネルだよ。あいつら本当に地下にトンネル掘ってたんじゃねえか？　下水道側から銀行の地下に向かって。なんでお前聞いてねえんだよっ」


「ええっ？……あああああっっ!!」


　響が大声を上げて立ち上がると、非ひ常じよう階かい段だんを駆かけ下りていく。透と桃もその後を追った。


「ごめんっ、駅ビルの工事かと思って気にしてなかったけど、確かにさっきまで何かを掘くつ削さつする音してたっ。ううぅぅ、薫、ごめん……」


　響は走りながら悔くやしそうに唸うなっている。桃との言い争いで注意力が削そがれたのだろう。駅ビルも地下街で工事をしている。ここからだと方向的にも重なっているから、まさかトンネルを掘っている音だと気が付かなかったのだろう。それはもういい。済すんだことだ。この後の追つい跡せきに全力を注そそげばいい。


「桃っ、ネズミに後を追わせろ」


（了りよう解かいっ）


　桃はシュタッと身軽にどこかの路地へと入っていった。いつものぼてっとした動きではない。


　既すでに木島たちはかえで銀行の地下から下水道に移り、数十メートルも移い動どうしていた。懐かい中ちゆう電でん灯とうの明かりが道路越ごしに透すけて見える。ただしかなり地下深いようで、透の透とう視し距きよ離り限げん界かいぎりぎりだった。ちょっとでも目を離すと見失いそうである。響もなんとか音を捉えているようで、真しん剣けんな面おも持もちで地面に耳を澄すましている。


「奴らが地下から逃にげたと、警けい察さつに連れん絡らく入れてくれ」


　響に告げて、透は微かすかな光を見み逃のがすまいと集中した。木島たちは駅からどんどん離れていく。迷まよいのない足取りを見ると、何度も下見をこなしているに違ちがいなかった。やはりあの銀行を狙ねらい撃うちにした周しゆう到とうな計画だったのだ。十中八九、目的は貸金庫の中の何かだったに違いない。
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　犯はん人にんグループは下水側からトンネルを掘っていた男を加えて三人になっていた。桃もネズミもまだ追いついていない。犯人グループと薫は人ひと気けのない区画へと進んでいった。この街の人々はみんな駅前に集まってしまったと思えるほど人通りがなかった。


　響の通つう報ほうを警察が真まに受けるかどうかわからないが、どちらにしろ動きは鈍にぶいだろう。透たちが何とかするしかなかった。


　犯人たちの足取りが止まった。この辺りで地上に上がるようだ。


「考えたな。ここじゃ見つかりっこない」


　そこは小学校の敷しき地ち内だった。無人の校こう舎しやが闇やみの中に浮かんで不気味に存そん在ざい感を誇ほこっていた。ここは体育館の前で、左手に真っ暗闇のグラウンドが広がっている。


　透たちはマンホールを挟はさんで反対側に位置するように、それぞれ植え込こみの陰かげに隠かくれた。いつものようにハンズフリーのヘッドセットで携けい帯たいの回線を繫つなげている。手て筈はずは奴やつらが地上に上がってきたとき、背せを見せられた方が襲おそうことになっている。


　透は汗あせを革かわジャンの袖そで口ぐちで拭ふいて右手にスタンガンを握にぎり直した。木島たちは透たちがここに潜ひそんで待ち伏ぶせているとは思ってもいまい。その油ゆ断だんを突つくことにした。マンホールから出てきたばかりでは銃じゆうは使えない。更さらに上がってきた者を順に倒たおしていっても下にいる者には気付かれにくいし、一度に多人数を相手にしなくてもよい。一石三鳥だった。


　だが何かが透の神しん経けいにチリチリと引っかかった。何か重大な見落としをしているような気がした。


　念のため霧生の動向を探さぐると、まだ駅前でかえで銀行ビルに対たい峙じしていた。もう演えん技ぎをしなくても構かまわないというのに律りち儀ぎに打ち合わせを続けている。


「上がってきたわよ」


……まぁ、いい


　今は目の前の事じ態たいに集中するべきだった。念のため、桃が追いつくのを待ちたかったが仕方がない。


　まず中肉中ちゆう背ぜいの男が様子を見るためにマンホールから顔を出した。小太りの男が下から銃を構かまえ、木島は薫の腕を摑つかんだまま穴あなの下で様子を窺うかがっている。


　だが透の頭の中で警けい報ほうがしきりと鳴り響ひびいていた。嫌いやな予感が膨ふくれ上がる。何かがおかしかった。喉のどにつかえた小こ骨ぼねのように鬱うつ陶とうしくもどかしい。いや、今は薫の救出作戦に集中するべきなのだ。助け出してから考えればいい。


　薫を連れて行かれたときは焦あせったが、事態が動き出したのは歓かん迎げいしていい。ただし救出作戦が上う手まくいったらの話だ。薫の存そん在ざいがばれていなかったら今ごろ帰き宅たくの途とについていたはずなのだが、それは考えても仕方がない。もっと早くに木島に気付かれてもおかしくなかったわけだし、薫から響が銀行内の情じよう報ほうを聞きだすことが出来たのだから、これはこれでよしと考えておけばいい。タラレバを言い出したらきりがない。


「っっっ!!」


　その瞬しゆん間かんだった。そのことに思い至いたって、ガツンと頭を殴なぐられたかのような気分だった。


……違うっ、そうじゃないっ。なぜばれなかったんだ？


　そうなのだ。なぜ木島は薫の存在に気付かなかったのか。


……おかしい。明らかにおかしい


　今思うと木島たちのあのときの態度は、ずっと前から薫に気が付いていたが、わざと放っておいてビルから逃げ出す直前に手を打ったというような感じだった。


「ちょっと待てっ」


　鋭するどく言い放ったが、響はもう動き出していた。


「えっ何言ってるの？　もう出てきたわよっ」


　飛び出しかけたまま響の動きが止まる。


　そう、もし木島が薫の存在に気が付いていたのなら、近くにいるかもしれない響に思いが行くはずなのだ。薫の能力も響の能力も奴やつらは知っている。それなのに薫の口を封ふうじなかったのはなぜか。響が聞き耳を立てていることは容よう易いに想そう像ぞうがつくはずなのだ。


　答えは一つしか考えられない。わざと泳がせていたのだ。響が追ってくることも織おり込み済ずみなのだ。咄とつ嗟さに立ち上がって周囲を見み渡わたした。どこかに奴らの仲間が隠かくれている。


……どこだっ？


　グラウンドのフェンスの向こうに黒いシールドを貼はったバンが止まっているのに気が付いた瞬間だった。


──ターン


　遠くから鳴り響く音が微かすかに聞こえてきた瞬間、透の右みぎ胸むねから背せ中なかを何かが突つき抜ぬけた。
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「透っ」


　事態を察した響が、とりあえず一人目の男をスタンガンで倒しながら小声で叫さけんだ。


「逃げ、ろ……、罠わな……だ……」


　息が漏もれる。肺はいに穴あなが開いたのか、息とともに血の泡あわがごぽごぽと右胸から抜けていく。下半身から力が抜けていく。膝ひざを地に打ちつけるとそのまま前に倒れ伏ふした。


　急発進したバンが近づいてくるのが視し界かいの隅すみに映うつったが、それを響に告げる声が出てこない。力を振ふり絞しぼって身体からだを捻ひねりマンホールの方を窺うかがうと、二人目の男が上がってきた。


「動くな」


　響のナイフを持つ手が止まった。二番目に上がってきたのは小太りの男だった。一番残ざん忍にんな目をした危あぶない奴。にやにやと笑いながらマンホールの下に散さん弾だん銃じゆうを向けていた。


　誰だれかが狙そ撃げき用ライフルで透を撃うったのだ。完全に待ち構かまえていたというわけだ。急速に透の意い識しきが薄うすらいでいく。


「名めい簿ぼを手に入れるために銀行を襲おそわせたら、とんだ獲え物ものが引っかかったわね」


　霧生の声が頭上から聞こえてきた。いつの間にかスモークを貼ったバンが、学校の敷地内に入ってきていた。


「名……簿？」


　虫の息で透が問いかけた。今は時間を稼かせぐしかない。もう少しすれば警けい察さつが、犯はん人にんが地下から逃にげ出したことに気が付く。いや、もしかしたらもう動いているかもしれない。


「いああー、とほぐはんっっ」


　上がってきた薫が、血だらけで倒れている透を見て、ガムテープで塞ふさがれた口の下からくぐもった声で悲鳴を上げた。


　首を曲げて見上げると、豊ゆたかな黒くろ髪かみをたたえた霧生が凄せい惨さんな笑えみでこちらを見下ろしていた。


「そうそう、悪あく党とうに自じ慢まん話は禁きん物もつだったわね。それじゃあこれで」


　霧生は倒れている透にとどめを刺さそうと銃口を向けた。


「おいっ、無む駄だな殺しはするなと言っておいたはずだぞ」


　木島が霧生の銃口を押おさえた。


「顔を見られたんだから仕方ないでしょ」


　霧生の口調に殺気が籠こもる。しばしの沈ちん黙もくの後、パトカーのサイレンが聞こえてきた。


「ちっ、行くわよ」


　小太りの男に蹴け飛とばされて、透はマンホールに放り込まれた。下水道の縦たて穴あなはかなりの落差があったが、落ちた衝しよう撃げきは全く感じない。そういえばもう痛いたみも苦しさも感じなかった。ただ霧生の姿すがたが目の裏うらに焼きついて離はなれなかった。


……なぜ、髪が長い……


　そこで透の意識は途と絶だえた。




　第四章
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　真っ白な壁かべが部屋の周囲を覆おおっている。室内は眩まぶしいくらいに明るく、不自然な清せい潔けつ感が漂ただよっていた。そして見たこともないような、機械なのかインテリアなのかも判はん然ぜんとしない物体が所ところ狭せましと置かれている。


……ああ、いつもの夢ゆめなんだ


　透とおるの中にある最も古い記き憶おくの一つ。もう何度見ただろうか。なぜか起きているときも、この記憶を忘わすれてはいけないという気がして、時々思い出しては再さい確かく認にんしていた。もしかしたらそうやって記憶の再さい構こう成せいをしているうちに、余よ計けいなフィクションが織り込まれている可か能のう性せいもあるが、自分の記憶を信じれば、これは最古の記憶で間ま違ちがいない。


　いつもの場所、いつもの少年と少女。だけど今日はまだ二人は来ていない。あの二人が何者なのか、あの大人たちは何者なのか、そんなことはどうでもいい。それを知ったところで今の生活がどうにかなるとも思っていないし、どうにかしてもらうつもりもない。


　幼おさない透は台の上で横たわりながらじっと何かを待っている。あのとき自分は何を待っていたのだろうか。もしかしたら、父親か母親を待っていたのだろうか。どこかにいるはずの、もしくはいたはずの自分の両親……。別に感かん謝しやをするつもりはないが、今の透が存そん在ざい出来るのもその二人のお陰かげなのだ。そう考えると、一度くらいは会ってみてもいいかなという気にもなる。


　そんなとりとめのないことを夢の中で考えていると、あの二人が女の子と赤ん坊ぼうを連れて部屋に入ってきた。知らない顔……。だけど見み慣なれた顔。誰かに似ている気がするが、別に誰でもいい気もする。


「あなたたちは誰なんです？」


　相変わらず透の問いには答えずに二人は沈黙を守り続けている。そして唐とう突とつにわけのわからない言葉で話し出した。やはりなんて言っているのか理り解かい出来ない。


「ねえねえ、なにはなしてるの？」


　透の口が勝手に動いて舌した足たらずの声が出てきた。甲かん高だかい可愛かわいらしい声。声変わりする前の透はこんな声をしていたのだろうか。


　膨ふくれ上がる不安を押しのけ、今ここでこの少年と少女を殴なぐり倒たおしたらどうなるだろうかなどと下らないことを思いついた。ただの夢にすぎないストーリーを大おお幅はばに変へん更こうして何か問題があるだろうか。どうせ目が覚めたら何も記憶には残っていないことがほとんどなのだ。


「…………!!」


　手にしっくりとくるこの感かん触しよく。なぜか右手の中にスタンガンが握にぎられていた。もうストーリーは崩くずれ意味がわからなくなっているが、今はとにかくこれを目の前の少年に押し付けたくてたまらない。


　口の端はしを曲げてにやりと笑うと、使い慣なれたスタンガンのスイッチを入れた。


──チリチリチリッ


　青白い火花が電極の先でほとばしる。透はいきなり少年に向かって右手を突つき出した。


……えっ？


　スタンガンを持つ手が透の視し界かいに入った。


「なんだ？」


　透の小さな手が波打つように揺ゆらいでいた。輪りん郭かくがあやふやなのだ。慌あわてて右みぎ腕うでも確かく認にんしてみる。同じように揺れていた。自分の目がどうにかなってしまったとしか思えない。いやこれは夢なのだ。


……だけど……


　なぜかこの光景を知っていた。台から起き上がると足元から腰こし、腹はら、胸むねが目に映うつった。


「うわぁあぁ」


　全身が陽炎かげろうのように揺らめいていた。


……なんなんだ一体？
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　意い識しきが戻もどってきた。真っ白な壁が部屋の周囲を覆っている。室内は眩しいくらいに明るく、不自然な清潔感が漂っていた。今しがた見ていた夢とリンクしているようで気味が悪い。まだ夢を見ている気分になるが、ここには夢ではない現げん実じつ感がちゃんとある。透が横たわっているのは、鈍にぶく銀色に光る台ではなくマットを敷しいた簡かん易いベッドだった。どこかの病院の一室なのだろう。


　いつもの夢だったはずが、いつの間にかおかしな話になっていた。目が覚めたら忘れてしまうかと思ったが、嫌いやにはっきりと覚えている。


　そして今、なぜ自分が生きているのか透は理り解かいできない。胸が焼けるように痛いたんだ。確たしかにあのとき即そく死しも免まぬかれないような致ち命めい傷しようを負ったはずだ。撃うち込まれた銃じゆう弾だんは、透の重要器官を確かく実じつに破は壊かいしたはずだった。やはり理解できない。


　だが今はそんなことはどうでもよかった。薫かおると響ひびきが霧生きりゆうたちに連れ去られたのだ。どうしようもないほどの焦しよう燥そう感かんが胸の奥おくから痛みとともに湧わいてくる。響の怒おこった顔と薫の心配そうな表ひよう情じようが目に浮うかんだ。


　昔の透ならさっさと縁えんを切って自分一人で生きていくことを選んだはずだ。奴やつらは透を殺したと思い込んでいる。今ならこのまま霧きり元もと透の名を捨すて、別人として生きていける。そうすれば再ふたたび孤こ独どくで自由な生活に戻ることが出来るのだ。それなのに一体何が透を変えてしまったのか。


「ははは……どうかしちまったのかな、俺おれ」


　助けなければ……などと考えている自分がいた。一体いつの間に変わってしまったのか。ベッドから起き上がると全身に激げき痛つうが走ったが動けないほどではない。不死身の身体にもびっくりだが、もっと驚おどろいたことに透の全身が揺らめいていた。


「くっくっく……俺の目、またおかしくなっちまったみたいだな」


　腹の底からけだるい笑いが込み上げてきた。あまりにリアルな非ひ現実感に笑うしかない。銃弾を食らっても生きているし、全身は滲にじんだように揺らめいている。もう何がなんだかわからなかった。


「そうじゃないわよ」


　声がすると同時にドアが開いた。入ってきたのは霧生だった。夜だというのに色の薄うすいサングラスを掛かけたまま、大またで病室に入ってきた。髪かみは短い。そして姿すがたが揺れていた。


「てめえ……」


……ということは俺は奴らに捕とらえられたということか


　霧生は透の敵てき意いを平然と受け止めた。


「やっぱり……。あなた私の顔を知っているのね」


　そう言うと、霧生は優ゆう雅がな手付きでサングラスを外して胸ポケットに入れた。


「女の子が一人、あなたを襲おそったと思われる男たちに連れ去られているんだけど、あなた、その子のお友達？」


……こいつ何を言ってるんだ？


「混こん乱らんするのも無理ないわね。……順を追って話すわ」


……この女、霧生……ではない？


　いきなり現あらわれてわけのわからないことを話し出す女。口調は冷静そのものなのに、眼まな差ざしがなんだか暖あたたかく感じられた。人を丸呑のみしそうなあの冷血動物の目ではない。そして何より髪が短かった。


「私は柴しば田た里さと美み。あなたもよくご存知のエクスプローラーの主しゆ催さい者しやよ」


「は？」


　いきなり予想外のところから話が切り出されて頭が追いつかない。


「そしてあなたはＳ級エクサー、霧元透くんでいいかしら」


　混乱していた頭が、冷や水をかけられたようにしんと静まった。目の前の女が敵か味方かを見み極きわめようとする生存本ほん能のうが働き出す。


「そう警けい戒かいしないで。悪いようにはしないから。ここは私たちの息の掛かった病院だから、目のことも身体のことも気にしないでいいわ」


「…………」


　返事をしない透に話を聞く気があるとみなしたのか、柴田里美と名乗る女は状じよう況きようを説明し始めた。


「私には姉がいるの。柴田玲れい子こというのだけど、今は霧生玲子と名乗っているのかしら？」


……姉？　双ふた子ごか？


「あの銀行が襲われた時点で怪あやしいと睨にらんでいたのだけど、やっぱり姉が裏うらで手を回していたのね」


　透の表情から何かを察したのか、里美が確信したように頷うなずいた。


　俄にわかには信じがたいが、それなりに辻つじ褄つまは合う。髪の毛の長さが違ちがった理由。かえで銀行の前で事じ件けんの対たい策さく指し揮きチームに加わっていた女が目の前にいる柴田里美で、透を狙そ撃げきして響と薫を連れ去ったのが霧生ということになる。


「あの銀行には、私たちにとってとても大切なものを保ほ管かんしてあったのだけど、それを奪うばわれてしまったの。もしあの名簿が裏世界に流れてしまったら、多くの仲間が危き険けんに晒さらされるわ」


……そんなことはどうでもいい


　こいつらがどうなろうが透の知ったことではない。問題はこの柴田里美と名乗る女が敵なのか味方なのか、そして連れ去られた薫と響をどうやって救出するのかということだ。


「あなたにもかなり関係のある話なんだけど……今はどうでもいいって顔ね」


「わかってるならどいてくれ」


　透はベッドから降おり立つと、全身を駆かけ巡めぐる痛いたみと疲ひ労ろう感を宥なだめながらドアに向かって歩き出した。


　ドアを塞ふさぐように立っていた里美だったが、仕方ないわねと溜ため息交まじりに言いながらドアを開けてくれた。


　撃たれてから既すでに三時間近くが過すぎていた。手て遅おくれになる前になんとしても解かい決けつしなければならない。





　　　　§３





　病室の外では桃ももが長椅い子すの上で待っていた。肝かん心じんな時にいなかった桃に毒どくづいた透だったが、透を救出したのは桃と里美だったことを知って素す直なおに感かん謝しやした。


　桃がフクロウに追わせたワゴンは調ちよう布ふＩＣ付近で乗り捨すてられ、黒のセダンに乗り換かえた霧生たちは中央自動車道を西に進んでいるらしい。


　救出作戦については里美が協力を申し出たが、透はまだ彼女を信用することが出来なかった。里美の言ったことが本当だという証しよう拠こはどこにもないし、そもそも本当に彼女が霧生の仲間ではないということも無む根こん拠きよに信じるのは危き険けんだった。何か別の目的があって透に近づいてきた可か能のう性せいだって否ひ定てい出来ない。


　情じよう報ほう交こう換かんを行うことは了りよう承しようし、武ぶ器きの提てい供きようもありがたく受けることにしたが、彼女たちと同行することは断ことわった。桃も同様に考えているようで、透の決定に異いを挟はさまなかった。少しばかり悲しそうな表情を見せたものの、里美は何も言わなかった。里美は里美で、自分たちでも名簿の奪だつ回かいに動くようだ。既にエクスプローラーにも、逃とう亡ぼうした銀行強ごう盗とう犯はん人にんの確かく保ほというふうに依い頼らいが変へん更こうされていた。賞金は一千万円を超こえている。里美たちも本気だということだろう。


　透と桃は駅前に乗り捨すてておいた単車に乗って中央道を西進した。


（お前、身体からだはいいのか？　頼たのむから事じ故こらないでくれよ）


　背せ中なかに担かついだリュックから頭を出した桃が、透の肩かた口ぐちから前を見て言った。


「大だい丈じよう夫ぶだ」


　痛みは治まっていないが、傷きず口ぐちが塞がっているのは確たしかだった。銃じゆう弾だんは確かに透の肺はいを貫かん通つうしたはずだが、呼こ吸きゆうは別べつ段だん苦しくはない。人間の持つ治ち癒ゆ力を遥はるかに超えていた。そういえば列車にはねられたときも怪け我が一つしなかったことを透は思い出した。


　得体の知れない何かが透の身体に起こっているのは間違いない。見えるはずのないものが見え、あっという間に怪我が治る。だけどそのことは意い識しきして頭から追い出した。今は他ほかに考えることがある。


　発信機代わりに薫に持たせていたＧＰＳ携けい帯たいが役に立った。薫は人ひと質じちになったときに、携帯を取り上げられないよう見つかりにくい場所に隠かくしたのだろう。透の携帯でＧＰＳ情報を確かく認にんすると、山やま梨なし県河口湖周辺の位置情報を示しめした。響の位置情報も同じところだったので二人は同じ場所に連れ去られたと見ていい。ネットで調べると、その場所には昨年末に倒とう産さんしたゴルフ場があることがわかった。


　河口湖インターチェンジで高速を降りると、目的のゴルフ場に向かった。曲がりくねった坂道を抜ぬけてゴルフ場に近づくと、真っ暗な建物の前に一台だけ乗用車が不ふ審しん気げに止まっているのが透とう視しして見えた。集中力が増ましているからか、感度が大おお幅はばに上がっていた。微かすかな月明かりで車のシルエットどころか車種までがはっきりと確かく認にん出来た。今なら響の裸はだかだって服を透すかして見えるかもしれない。などとは口が裂さけても言えない。既に響は、透たちがやって来たことに気が付いているはずだからだ。


　このまま単車で近づいたのでは、霧生たちにも気付かれてしまいそうなので、ゴルフ場の入り口で乗り捨ててクラブハウスに近づいた。二階のレストランに転ころがされている響と薫を確認して、透と桃は気を引き締しめた。勝負はこれからだった。ふと空を見上げると、息を呑のむほどの満天の星空が広がっていた。


　ただ問題が一つある。木島と霧生の能力のことだった。響や薫のように感覚器官が異い常じように鋭するどい場合や、透のように常人ではありえない能力を身に付けている可能性も考えられた。以前、研究所で響が木島の足音を感じ取れなくなったというのも何らかの能力の一つと思われる。未知の能力の可能性もあるのだから、万ばん全ぜんを期すためにもこちらの戦力は多い方がよかった。


「操あやつれる動物を調達してこいよ」


（調達とはなんだ）


「なるべく強そうなの頼たのむぜ」


　桃は透が言い終わる前に鼻を鳴らすと、返事もせずに森の中に消えていった。


……さて……


　霧生と木島、そして小太りの残ざん忍にんそうな目をした男と、中肉中ちゆう背ぜいで狡こう猾かつそうな男。この四人を倒たおすなり出し抜くなりして、救出に当たらなければならない。ここは二人の救出を最さい優ゆう先せん事じ項こうとするのはもちろんだが、出来ればここで、今後透たちにちょっかいを出せないようにさせるために、何らかの対たい策さくも施ほどこしておきたかった。


　クラブハウスの正面玄げん関かんは鎖くさりに南なん京きん錠じようで封ふう鎖さされているので、ここからは入れない。横手に回ると管理室の非ひ常じようドアの鍵かぎが開いていた。霧生たちもここから入ったに違ちがいない。このまま先に侵しん入にゆうしてもよかったが、桃の到とう着ちやくを待つことにした。


「おい、聞いてるんだろ。聞こえてるなら首を縦たてに振ふれ」


　響が透のいる方に顔を向けて、小さく横に首を振った。口くち許もとがにやりと歪ゆがんでいるのが腹はら立だたしいが、パニックになられているよりは全然マシだった。


「桃が動物を集めているから、戦力が揃そろったら一気に行くつもり。薫ちゃんは無事だな？」


　今度はちゃんと縦に頷うなずいた。


　手持ちの武ぶ器きは里美に渡わたされたオートマチック式の短たん銃じゆうと実じつ弾だん十二発。銃には詳くわしくないので種類はわからないが、想そう像ぞうしていたものよりも大きくて、威い力りよくはあるが扱あつかいにくいものかもしれない。トリガーを引くだけで発はつ射しや出来るそうだが、実じつ際さいに撃うったことはないので、よほどの至し近きん距きよ離りから狙ねらわなければ当たらないに違いない。あまりこれには頼たよらず威い嚇かく用と考えておいた方がいいだろう。それから使い慣なれたスタンガン。不意を突つくか、銃で脅おどして近づいたところでスタンガンを押おし当てるという方法が一番確実に思えた。


「桃の奴やつ、遅おそいな……。お前聞こえないか？　近くにいるようだったら頷け」


　しかし響は反はん応のうしない。捕ほ捉そくしきれていないか、まだ遠くにいるということだ。


　大分目が慣れてきた。クラブハウス内の様子もおぼろげながら摑つかめてきた。窓まどがなく月明かりの入らない部屋はよく見えなかったが、その他の場所に怪あやしい人ひと影かげはない。響と薫は目と口をガムテープで覆おおわれ、同じくガムテープで後ろ手に縛しばられており、足首も一巻まきにされている。二人とも二階のレストランの全面ガラス張ばりになった窓側に転がされており、窓から離はなれたテーブルに霧生たち四人が座すわっていた。


　ふと床ゆかの上に響が背せ負おっていたディパックが転がされているのに透は気が付いた。響からはわずか二メートルほどの距離だ。


「お前のナイフはバッグの中か？」


　響が小さく頷いた。


「使えるな……。お前の右みぎ斜ななめ上、上から見た場合、頭を十二時にして十時の方向二メートルのところにバッグがある。ナイフ抜き出して拘こう束そくを解とけないか？」


　救出相手が全く動けないのと、自力で行動できるのとでは状じよう況きようは大きく変わってくる。響は透の指し示じ通りに細かく方向を確認しながら頭をバッグの方に向けた。あとはそのまま仰あお向むけの状じよう態たいでずり上がって行けばいい。


　一階には正面玄関前に開けたロビーがあり、脇わきに受付がある。ロビーの奥にはロッカールームへと続く通路があり、更さらにその奥には大浴場があった。そしてロビー正面の階段を上ってすぐのところにレストランの大きな空間が開けている。透はこの建物の見取り図を頭の中に描えがいて、忘わすれないように何度もチェックして叩たたき込こむ。


　桃が来る前に進行ルートを実じつ際さいの目で確認しようと、非常口のドアをそっと開けてみた。その瞬しゆん間かんだった。霧生が弾はじかれるように立ち上がると、透の方を指差して何かを叫さけんだ。


……えっ？


　その突然の行動に透の動きが一瞬固まった。小太りの男と中肉中背の男が、銃を手に階段に向かって走り出す。


……ばれたのか？


　透は慌あわててその場から離れてクラブハウスの敷しき地ちに沿そって走り出した。振しん動どうが胸むねの傷きずに響ひびいて涙なみだが出そうなほどに痛んだ。つい漏もれそうになる呻うめき声を革かわジャンの袖そでを嚙かんで押し殺す。


　霧生も何らかの能力を持っていると考えた方がいいと思っていたのに迂う闊かつだった。裏うら口ぐちには既すでに男が二人到とう着ちやくして、銃を外に構かまえながら辺りを窺うかがっていた。


　二階のレストラン内を覗のぞくと、響が盛さかんにバーカバーカと口を動かしていた。このドサクサに紛まぎれて既にディパックに取り付いている。そして後ろ手で器用にファスナーを開けナイフを取り出していた。


　透は一階の窓ガラスを片かたっ端ぱしから叩たたき割りながら走った。後でどこからでも鍵を外してこっそり侵入できるようにしておくためだ。中肉中背の男は小太りの男と別れ、透を挟はさみ撃うちにするように逆ぎやくの方向から敷地に沿って走り寄ってくる。一いつ旦たん透はクラブハウスから離れると、練習グリーンの方に身を潜ひそませて二人をやり過すごした。


　透視能力で相手の居い場ば所しよがわかるとはいえ、散弾銃にライフル銃で武ぶ装そうした相手に無む策さくのまま肉弾戦を挑いどむのは馬ば鹿かげている。至近距離から散弾を食らえば、いくら治ち癒ゆ力が尋じん常じようではないといってもさすがに致ち命めい傷しようだ。


　緊きん張ちようが高まるにつれて身体からだの痛みは感じなくなってきた。そんなものを感じている暇ひまはないと脳が判断したのだろう。人間の身体はそんなふうに出来ている。痛みによる脂あぶら汗あせの代わりに、緊張による冷や汗が手のひらや背中から滲にじみ出てきて、透は何度も革ジャンの袖で拭ぬぐった。


　透を見失った小太りの男と中肉中背の男は、警けい戒かいしながら建物の中に戻もどっていった。透はその隙すきを突ついて、裏手の男だん性せい用ロッカールームの窓を開けて建物の中に忍しのび込んだ。物音はほとんどたてなかったはずだ。それなのに再ふたたび霧生が何やら叫び出して、携けい帯たいで誰だれかに電話を掛かけた。相手はきっと二人の男のどちらかだろう。案の定、小太りの男が携帯を取り出して話を始めた。


「霧生は俺の居場所を教えているのか？」


　響がコクコクと頷く。


……くそっ、厄やつ介かいだな


　霧生の特とく殊しゆ能力は、相手の居場所を感知できるような能力なのかもしれない。透は急いでロッカールームを出るとロビーに向かって走り出した。


　透はロビーの柱に身を隠かくすと、自分に何度も落ち着けと言い聞かせた。状況は有利なのだ。いくら霧生に位置を捕ほ捉そくされても、透の透視能力と響のソナーがある限かぎり追い詰つめられることはない。常つねに退たい路ろを確認しながら動き回っていれば、いつかはチャンスが訪おとずれる。


──バン


　そう思っていた矢先、透のすぐ近くの壁に散弾が浴びせられた。反はん射しや的に首が竦すくんで口から悲鳴が漏れかける。バラバラと壁の破は片へんと散弾が床にこぼれ落ちた。あんなものを食らえばさすがの透でも回かい復ふくは不ふ可か能のうだろう。


「出て来い。誰か知らんが今なら命だけは助けてやるぞ」


　柱越ごしに相手を観察すると、小太りの男は残ざん忍にんな笑えみを湛たたえながら散弾銃を構かまえて左右をキョロキョロと窺うかがっていた。中肉中ちゆう背ぜいの男は、二階へと続く階かい段だん下の枯かれた植え込みの陰でライフル銃を構えていた。二人は透の居場所に気付いたわけではないようで、盛んに出て来いと叫んでいる。


　透はそのままそろそろと背はい後ごに下がると、ダッシュで女性用ロッカールームに駆かけ込んだ。すぐ背後をライフル弾が炸さく裂れつする。思わず足が竦みそうになったが、足を止めるのは自殺行こう為いだ。そのまま頭から転がって、立ち並ならんでいるロッカーの陰に隠れた。


　小太りの男が追ってくる。中肉中背の男は階段の下から動かない。チャンスだった。一度に相手をする人間が一人なら何とかなる。


　響は既に手足のガムテープを切せつ断だんし、目を覆おおっていたガムテープも剝はがしていた。いつでも動ける状態で寝転がったまま状況を窺っている。薫はまだ縛しばられたままで、木島はなぜかテーブルから動かない。霧生は透の方を注視している。


　透は革ジャンを脱ぬいでポケットからスタンガンを取り出すと、いつでも使えるように右手に持ち直して、革ジャンは左ひだり脇わきに抱かかえた。小太りの男が持っているのは上下二連式の散弾銃だ。先ほど一発撃った後は弾丸を補ほ充じゆうしていない。響にも確認したが、やはり新たに装そう塡てんした音は聞いていなかった。


　透は革ジャンをロッカーの扉とびらに引っ掛けて携帯と拳けん銃じゆうをそのロッカーの棚たなに置いた。


「俺おれの携帯に電話を掛かけられないか？」


　響は透の意図を察してもぞもぞと身体からだを動かした。身体のどこかに隠した携帯を取り出そうとしているのだろう。霧生は響の動きに全く気が付いていない。


　準じゆん備びは整った。後は上う手まくこの場所まで誘ゆう導どう出来ればいい。透はわざと微かすかに足音を立てて移い動どうすると、小太りの男がその音を聞き付けてそろりそろりと移動してきた。透はロッカーの裏側に回り込むと、響とタイミングを合わせた。


──ピロリーピロピロー


　場違いに陽気な着メロが、大音量でロッカールームに響き渡わたった。小太りの男が駆かけつけて来る。透はロッカーの後ろから僅わずかに力を込めて押した。傾かたむいたロッカーの扉がゆっくりと開く。


──バン


　革ジャンに散弾銃が炸さく裂れつした。


……よしっ


　小太りの男が暗くら闇やみの中で動くロッカーの扉を透と勘かん違ちがいしたのだ。透はロッカーの脇から飛び出すと、一気に男に飛びかかった。男は透に銃を向けたが、もちろん弾たまは出ない。透は低い体たい勢せいで身体ごとぶつかって押し倒たおそうとした。だがやはりそう簡かん単たんに事は進まない。男がとっさに膝ひざを立てたため、それがカウンターとなって透の胸に直撃した。


「しまっ……」


　ミシッっという嫌いやな音を立てて何かが折れる音がした。あまりの激痛に目から火花が散る。数時間前に狙そ撃げきされたときに銃撃でヒビが入っていた肋ろつ骨こつが折れたのだろう。


　息が詰つまり思わず動きを止めると、男はここぞとばかりに透の脇わき腹ばらを蹴けり上げた。


「ぐはっっ」


　気が遠くなりそうな痛みに、うめき声を漏らしてその場に蹲うずくまる。倒れている場合ではないことはわかっていても、身体が動いてくれない。小太りの男は床に唾つばを吐はくと、忌いま々いましそうに舌した打うちをしながら散弾銃を拾ひろい上げた。


「糞くそがっ」


　男は吐き捨てるように言うと、もう一度透を蹴りつけた。声にならないうめき声が喉のどの奥で暴あばれ狂くるった。痛む胸に手を当てると濡ぬれた感かん触しよくがした。折れた肋骨が塞ふさがったばかりの傷口を突き破ったのかもしれない。


　透は荒あらい息を吐きながらゆっくりと立ち上がると、フラフラと男に近寄った。


「お前は……」


　男は透の顔を見て驚おどろいた。だから反応が遅おくれてしまったのだろう。透はそのまま男に身体を預あずけるように倒れ込んだ。男が透の右手にあるスタンガンに気が付いたときには既すでに遅おそかった。


　男の身体に触ふれるか触れないかのところでスイッチを入れて、そのまま押し付けた。


「ぐあああああっっ」


　そのまましばらく小太りの男に電撃を浴びせ続ける。小太りの男が完全に無力化したのを確かめると、透はその場に膝をついて懸けん命めいに痛みを堪こらえた。蹴られたときにもう一本折れたのかもしれない。


　だけどいつまでもその場に蹲っているわけにもいかない。中肉中背の男が駆け付けてくる気配がしたので、ボロボロの革ジャンと携帯、拳銃を回かい収しゆうしてよろよろとその場から移い動どうした。


　再ふたたび窓から建物の外に出ると、最初に侵しん入にゆうしようとしていた裏口から中に入った。そのままロビーまで摺すり足で移動する。ざっと見み渡わたして使えそうな物を探さがすと、ゴルフ場からのお知らせや、コンペのスコアを貼はり付けるための簡かん易いパーティションが目に付いた。大きさは横一メートル×縦たて二メートルで、材ざい質しつは木、ベニヤ板を貼り合わせただけの薄うすいものだ。それが四枚まい隙すき間まなく並ならんでいる。透はその裏側に回りこんで身を隠かくした。


　女性用ロッカーを捜そう索さくし終わった中肉中背の男がロビーに戻ってきた。霧生が大声で透の居い場ば所しよを叫さけんでいるので、ロビー内のどこかに透が隠れているのは気が付いているはずだ。だが細かい位置までは霧生から指し示じはない。透は柴田里美から借り受けた拳銃を取り出すと壁かべ越ごしに男に狙いを付けた。荒あら事ごとのプロ相手に肉弾戦を仕掛けるのはもうコリゴリだった。


　五メートル、四メートル……。


……もっと近づけ


　透のこめかみから汗あせが流れ落ちる。口の中に溜たまった唾を飲み込むのも躊躇ためらわれるほどの張り詰つめた緊きん張ちよう感だ。


　三メートル、二メートル……。


　透は慎しん重ちように狙いを付けて引き金を引いた。


──パン


　乾かわいた破は裂れつ音がして腕にかなりの反動が来た。片かた手てで構えていたら、腕ごと持っていかれていたに違いない。銃弾は透の狙い通り男の右太ももに当たった。男はその場に倒れこんだが、ライフル銃をパーティションに向けて一発発はつ砲ぽうした。もちろん透は銃口の向きを見て当たらない位置に移動している。


「銃を捨すてろっ」


　透は怒ど鳴なった。男はボルトを引いて再ふたたび発砲したが透には当たらない。透は男の股こ間かんの少し下を狙って引き金を引いた。今度は思ったよりも上に着弾した。男の股下わずか一、二センチのところだった。


「次は当てるぞ」


　男はライフル銃を捨てて両手を挙あげた。透がパーティションの裏から出ると、小太りの男同様、透の顔を見て驚いた。透が銃を向けると、男は恐きよう怖ふに歪ゆがんだ表情で後ずさった。


「お前、なんで俺の位置がわかるんだよ」


　透はそれには答えず、男にうつ伏せになるように言うと、スタンガンを押し当てた。





　　　　§４





　息をするのすら辛つらい。あまりの痛さに吐きそうになってきたが、倒れるには早すぎる。まだ木島と霧生が残っているのだ。だがここからは一ひと筋すじ縄なわではいかない。まず間違いなく二人とも能力者だ。透は二人の位置を確かく認にんしようとして血の気が引いた。


　いつの間にか霧生は響の背後に取り付いて銃を響の顎あごに押し当てていた。そしてつい先ほどまでテーブルに着いていたはずの木島がいなくなっていた。


「お、お前何やってんだよ。それに木島がいない。あいつの心音聞こえるか？　い、いたらその方向を目で見てくれ」


　透が息も絶たえ絶だえに言うと、響は唇くちびるを嚙かんで目を閉とじてしまった。


……やられたっ


　透の目にも響の耳にも捉とらえきれない。そういえば研究所で薫を救出したときも、あの男の気配を感じなかったと響が言っていたではないか。


……気配を消す能力か？


　気配だけでなく、もし物理的にも姿すがたを隠せるとしたらこれは脅きよう威いである。いつ背中から刺されるとも知れない。今までとは違ちがう圧あつ倒とう的な恐きよう怖ふが襲おそってきた。自分の能力が役に立たないのだ。唾を飲み込む音が静せい寂じやくの中に響ひびき渡ってぎょっとさせられた。異常な興こう奮ふんで全身から嫌な汗が噴ふき出して、僅わずかながら痛みが引いた。大量にアドレナリンが放出されているのだろう。


　すると二階から霧生の声が聞こえてきた。


「出て来ないとこの小こ娘むすめを殺すわよ」


　響が引き攣つった顔で固まっている。だけど透の足は進まない。どこかに木島が散弾銃を構えて待っているかと思うと、いやがうえにも恐怖感が煽あおられた。怪け我がの回かい復ふくが異常に早いといっても、銀行の支し店てん長ちようのようにショットガンで頭を吹ふき飛ばされては、復活出来るとは思えない。


　透は能力の限げん界かいまで集中して木島の姿を捜さがすが、やはりどこにも見当たらない。もうこの建物内にはいない。そう思いたかった。


「あと一分以内に出てこないと、まずこの女の左足を撃うち抜ぬく。その次は右よ。すぐには死なないけど、出血多量でいずれ死ぬことになるわよ。それでもいいの？」


……桃はどこまで行ったんだ？


　時間稼かせぎをするにも、いつまで待てばいいのか。


「……一発くらいいいよな？」


　響が目を剝むいて階下を睨にらみつけた。顎あごに銃を突きつけられているので首を振ることは出来ないでいる。


「そこにいるのはわかってるのよっ。階かい段だんを上がってきなさいっ」


　この建物にはもう木島はいない。そう信じるしかなかった。透はゆっくりと階段を上り、頭が出ないぎりぎりの位置で様子を探さぐる。


　全面ガラス張りの窓まど際ぎわに倒れているのは薫だ。じっとレストランの奥に顔を向けている。その奥、窓から一番離れたところの壁かべを背にして、霧生が響の首を後ろから抱だきかかえて銃を押し当てていた。


　ここから銃で狙ったとしても、響に当たる確かく率りつの方が高いだろう。先ほどは二メートルほどの距離だったから運良く当たったに過すぎない。それに照しよう準じゆんと照星の調整もしていないので、この銃の本当の精せい度どもよくわからない。


　透は先ほどの中肉中ちゆう背ぜいの男と壁越ごしで撃ち合ったことを思い出した。銃は殺さつ傷しよう力は高いといっても当たらなければ意味がないのだ。銃口がずれていれば決して当たらない。


……仕方ねえな


　腹はらは決まった。見えない木島と戦うよりはこちらの方がずっといい。集中力と反はん射しや神しん経けいの勝負だ。邪じや魔まな拳けん銃じゆうとスタンガンを無数に穴あなの開いた革かわジャンの両ポケットにそれぞれしまった。身体を僅わずかに捻ひねっただけでも飛び上がりそうなほど痛んだが、動かないわけではない。


「早く出てきなさいって言っ……」


　再び霧生が声を張り上げた瞬しゆん間かんを狙って透は一気に飛び出した。霧生は虚きよを衝つかれて一瞬動きが遅おくれた。更さらに透の顔を見て驚おどろきで大きく目を開いた。


「なんで生きてるのっ？」


　透は、銃口とトリガーに掛かっている指、そして霧生の目の動きに集中する。毛一本ほどの動きも見み逃のがさない。銃口から逃れるように弧こを描えがきながら霧生の元に飛び込んでいく。


　霧生の指に力が掛かった。透は右足を蹴けりこんで右みぎ斜ななめ前に飛び込んだ。


……大だい丈じよう夫ぶ


　銃口はわずかに透の身体から逸それている。


──パンッ


　コンマゼロ何秒か前に透がいた場所を、銃弾が凶きよう暴ぼうな衝しよう撃げきを撒まき散らしながら突き抜けた。


……まだいけるっ


　女の指の力ではそうそう速い連射は出来ない。透はチャンスとばかりに直線的に一気に距きよ離りを詰めようとした。しかし霧生の素す早ばやい指の動きに驚いて横っ飛びに頭から転がった。その瞬間、再び銃弾が発射された。


　間かん一いつ髪ぱつで避よけたが、かなりの射撃の腕に透は一瞬身が凍こおった。一回転して起き上がると、そのまま前方のテーブルの陰かげに飛び込んだ。テーブルを蹴飛ばして横にするとその陰に隠れて楯たてにした。甲かん高だかい発射音がして、連続して銃弾が分ぶ厚あついテーブルに突き刺ささる。


「とほぐあんっっ」


　薫の叫さけび声が聞こえた。ガムテープで口を塞ふさがれているので何を言っているのかはわからない。だけどその声は明らかに喜びを含ふくんでいた。


「あんたの音が聞こえたときは自分の耳を疑うたがったわよ」


　響も半なかば呆あきれつつも嬉うれしそうに言った。だが透はそれに答える余よ裕ゆうはない。激げき痛つうに歯を食い縛しばって荒い息を吐き出すだけだ。


「お話し中のところ申し訳わけないんだけど、出てきてくれないかしら」


　テーブル越しに透とう視しすると、銃口は響の顎あごに再ふたたび押し付けられていた。透を狙うよりこちらの方が効こう果か的だと判断したのだろう。その判断は正しい。


　透は袖そで口ぐちで額ひたいの汗を拭ってそっと息を吐いた。ズキンズキンと脈打つ激痛に集中力が途と切ぎれがちになるも、必死に気力を奮ふるい立たせる。透はポケットから里美に貰もらった銃を取り出すとテーブル越しに構えた。そしてそのまますっくと立ち上がる。
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「動くなっ」


　透は大声を張り上げて機先を制せいしにかかった。


「そっ、それは私の台詞せりふよ」


「うごくなっ」


　先ほどの倍近い声量で怒ど鳴なりつけた。大声を出すと肋ろつ骨こつにダイレクトに響く。思わず顔を顰しかめた。


「この距離なら外さない。間ま違ちがいなくお前の頭に当たるよ」


　距離は五メートル。もちろんハッタリだが、混こん乱らんさせるのが目的なのでこれで構わない。透はテーブルを迂う回かいして少しずつ距離を詰めた。両足を前後左右に肩かた幅はばほど開いて、銃を目の高さまで持ち上げ、左手で銃を持つ右手を支ささえる。いつかの屋上で見た霧生の射撃スタイルを思い出して構えた。正式な撃ち方がどんなものか知らないが、透の右目と照準、照星、霧生の頭部が一直線になるように固定出来ているので、そうおかしくはないはずだ。だがこの姿し勢せいは辛い。


「君も能力者だったのね。不死身の肉体に、さっきの人間離れした運動能力。荒あら事ごとのプロ二人を一高校生が倒たおすというのも信じられないわ。でもすごい出血ね。あなた大丈夫？」


　霧生の残ざん忍にんそうな目が怪あやしく輝かがやいた。透のシャツからはぽたぽたと血が滴したたり落ちていた。


「透っ……」


　透の怪け我がの具合に気が付いた響が息を呑のんで見つめた。


「大丈夫だ。すぐに塞ふさがる」


「すぐ……ね。あなた、私たちの同どう胞ほうか、それとも別の何かかしら」


　霧生に響、薫……そして透。この場にいる全員の姿すがたが微かすかに揺ゆれていた。だが同胞という言い方が透の耳に引っかかった。


「能力者を捜していたのは、仲間捜しってわけか……」


　霧生の目がすいっと細められる。


「半分だけ正せい解かいね。正せい確かくには仲間になってくれる同胞捜しといったところかしら」


「ふん。そのわりには拉ら致ちったり、銀行襲おそったり手口が乱らん暴ぼうすぎるな」


「理解してくれる人が少なくてね」


　それはつまり反対する者がいたということだ。


……仲間割れ……か


　霧生は里美たちと何かあったのだ。それで二グループ、もしくは複ふく数すうグループが対立している。つまり、透も響も薫もその勢せい力りよく争いにいつの間にか巻まき込こまれていたわけだ。霧生がエクスプローラーで出した依い頼らいは、隠れている同族を燻いぶり出すのが目的だったのだ。


「宇う宙ちゆう人じんというのはカモフラージュだったんだな」


　霧生は馬ば鹿かにしたように鼻で笑った。考えてみれば当たり前の話だ。霧生はエクスプローラーの主しゆ催さい者しやが里美であることを知っていたのだろう。そのまま依頼を出したのでは削さく除じよされると考えた。


「少し昔話をしましょうか。あなた北陸地方にある古ふる和泉いずみ村って知ってるかしら？」


「疫えき病びようの話か」


「なんだ、知ってたのね。じゃあ、あなたたちの特とく殊しゆ能のう力りよくがその病気のせいだっていうのは……これも知ってるの。つまんないわね」


　誰だれも驚かないので霧生は口を尖とがらせた。だけどそんな仕草も、人を呑み込みそうな目のせいで不気味としか思えない。


「当時の集落の人たちは、特殊能力のことをひた隠しにしたそうよ。偏へん見けんの強い時代だったし、疫病の発生した集落ということで、周囲から交流を絶たたれていた状じよう況きようだったから仕方ないわね。だけどいつまでもそんな状況を甘あまんじて受け入れている者ばかりではなかった。この力をもっと世のために生かすべきだと主しゆ張ちようする若わかいグループが出てきて集落を飛び出したの」


「世のためか。ふん、人間を知らないな」


　出血のせいか目が霞かすみ始めたが、透は気力を奮ふるい立たせるように銃を構え直した。


「そうね。結局は利用されただけとも言えなくもない。世の中はそんなきれいな気持ちだけで動いているわけじゃなかったわ」


「なるほど。お前がその飛び出した奴やつらの一人ってわけか」


「さあ、それはどうかしら」


　霧生は怪あやしい笑えみを浮うかべて口くち許もとを歪ゆがめた。


「で、集落には何人残ったんだ？」


「数十人ってところかしら。これは私もさっき知ったんだけどね」


……さっき？　里美が言っていた名めい簿ぼのことか……


　ということは霧生は集落の住民台帳のようなものが欲ほしくて銀行の貸かし金きん庫こを襲ったのだろうか。


「で、お前は何のために能力者を捜さがしていたんだ？　そいつらを捜し出してどうするつもりなんだ」


「保ほ護ごしたいの。あなたたちにも協力して欲しいのよ。だから銃を下ろして」


「あはははっ」


　響が笑い出した。霧生も可お笑かしそうに笑った。透は呆あきれ果てて笑う気力も出てこない。


「なかなか面おも白しろかったけどオチはイマイチだったな。ほら銃を捨てろよ。話はそれからだぜ」


「そうそう、早く捨てなさい。私は早く帰ってシャワーを浴びたいの」


　響が横おう柄へいな口調で言った。相変わらず肝きもが据すわってるというか、怖こわいもの知らずというか、頼たのもしい限かぎりだった。


「それは出来ないわ。そちらが先に捨てなさい」


……やれやれ


　また最初に逆ぎやく戻もどりだ。再び霧生と透の睨にらみ合いが始まった。いい加か減げんに銃を持つ腕うでが疲つかれてくる。不自然な体たい勢せいでピタリと動きを止めて微び動どうだにしないというのは、意外と筋力を使うのだ。肋ろつ骨こつが折れた状態だと、この体勢をとるだけでも相当の苦痛だった。ましてやちょっとでも気を抜いたら命取りとなるこの場面である。出血が止まらないのか、腰こしの辺りまで濡ぬれたように衣服が重くなっていた。


……くそっ、桃の奴やつ早く来いよ


　周囲を確認したい誘ゆう惑わくに駆かられるが、いま霧生から目を離すことは出来ない。


「この娘むすめを殺すわよっ」


　イライラしてきたのか霧生は銃口が響の喉にめり込むくらいに強く押おし付けて怒ど鳴なった。


「別にいいぜ。俺おれが死ななきゃ構わない」


「ちょっと、何てこと言うのよ」


「うるせえな。今までの自分の行いを恨うらめ」


（そいつの銃口が離れたらすぐにしゃがめ）


　響にだけ聞こえるように微かすかな声で囁ささやく。


「無理。こいつ、力が半はん端ぱじゃないの」


　響がブスッとした声で返した。こっそり囁いた意味がない。


「あなたの腕じゃこの娘に当たるわよ」


「大だい丈じよう夫ぶ。この銃ならたぶん貫かん通つうしてあんたにも当たるから」


「ちょっとっ」


　ハッタリだってことはばれているに違いないが、霧生も響を撃うつわけにはいかない。そうすれば透は本当に発はつ砲ぽうする。透の銃の扱あつかいは素人しろうとだが、この構かまえと距きよ離りなら狙ねらったところに当たる可か能のう性せいの方が高い。霧生と向き合ったまま時間だけが無む駄だに過ぎていく。


「木島の気配は？」


「ダメ。きっとあいつもおかしな能力持ってるのよ。あたし、ずっと注意してたんだけど、いきなり気配が消えたんだから。薫も感じないって」


　透の後ろで薫が首を横に振ふったのだろう。響が代わりに答えた。音だけではなく匂においまで消すとなると、姿すがたそのものを消していてもおかしくはない。ありえないと思いつつも、瞬しゆん間かん移い動どうなんていう能力だとしたらいくら注意していても無駄だと、背せ筋すじがぞっとする。


「さあ銃を捨てなさい。三つ数えるうちに捨てないと、この女の足を撃ち抜くわよ。痛いでしょうねえ」


　先ほどまで殺すと言っていたのに、今度は足を撃ち抜くと言い出した。これは本当に撃つかもしれない。


「ちょっと、やめてよ。撃つなら透にしなさいよ。人ひと質じちが怪け我がすると足手纏まといになるわよ」


「そうなったら遠えん慮りよなく死んでいただくわ。人質はもう一人いるから構わないわよ」


　この期ごに及およんでまだふてぶてしい態度の響がある意味うらやましい。


「ひとーつ」


……くそっ


「悪い、響。恨うらむなよ」


「何言ってんの。恨むに決まってるでしょっ」


「ふたーつ」


「きゃっ、あんた早く銃捨てなさいよ」


「アホ言うな。そんなことしたら速そつ攻こうで殺されるだろ」


「あんた不死身なんでしょ。構わないわよっ」


「みっ……」


　そのときだった。


「来たっ」


　響が階下に向かって耳を澄すませて嬉うれしそうに叫さけんだ。霧生も察したようで慌あわてたような表情を見せた。


……何がだ？　桃ももか？


　ようやく透の耳にもドスンドスンという盛せい大だいな音が聞こえてきた。振り向いて階かい段だんの方を確たしかめたい衝しよう動どうに駆かられたが霧生から目を離はなすわけにはいかない。


……なんなんだ？　何が来たんだ？


　音からすると複ふく数すうの生き物が来たようだが、響ではないので何の音なのかまではわからない。それ以前に桃なのかどうかもわからない。


　何かが階段を上がってくる音が聞こえる。どどどどと駆けてくる音が不気味で、不安が膨ふくれ上がった。


「きゃっ」


　薫が悲鳴を上げた。


……おいおい


　ようやく目の端はしにすごい勢いきおいで突っ込んでくる黒い生き物が目に入った。


「く、くまぁ？」


　三匹びきの真っ黒なツキノワグマが一いち目もく散さんに霧生の許もとに殺さつ到とうした。先頭の一匹の上に桃が振り落とされまいと必死の形ぎよう相そうでしがみついている。


……いまだっ!!


　動どう揺ようした霧生が熊くまを迎むかえ撃うつかどうしようか迷まよって、銃を中ちゆう途と半はん端ぱな位置に逸そらしたのを透は見み逃のがさなかった。床ゆかを思いっきり蹴けりつけて霧生の銃口めがけて飛び込んだ。頭から突っ込みながら持っていた銃を投げ捨てポケットからスタンガンを取り出す。


　だがそれは罠わなだった。霧生は目にも留とまらぬ素す早ばやい動作で透に銃を向けた。


「しまっ……」


　トリガーに掛かった霧生の指がさくっと引かれた。


──パンッ


　だが銃じゆう弾だんは透の頭上わずか数センチのところを通つう過かした。響が咄とつ嗟さに霧生の銃を下から突き上げたのだ。


「ナイスっ」


　そのまま霧生の腕に取り付くと、手首を握あく力りよくに任まかせて握にぎり潰つぶした。霧生の手から銃が零こぼれ落ちた。即そく座ざに腕を引っ張って響から引き離すと霧生の脇わき腹ばらにスタンガンを押し付けた。手首を通して自分の身体からだにも電でん撃げきが走り抜ける。そこに三匹の熊がぶつかってきて、霧生と透を一いつ緒しよに押し倒して圧のしかかった。


　電撃に加え、百キロを超こえる巨体に押し潰されてあっさり透は気を失った。意い識しきが飛ぶ寸すん前ぜん、にやりと笑う桃の憎にくたらしい顔が目に映うつった。ちゃんとコントロールされていると桃を信じた透が馬ば鹿かだった。いや、コントロールされていたからこうなったのか。更にもう一本、肋ろつ骨こつが折れたかもしれない。





　　　　§５





「ちょっと、響ちゃん、乱らん暴ぼうはやめて」


「大だい丈じよう夫ぶだって。銃で撃たれても死なない奴やつが、これくらいで死ぬわけないじゃない」


　顔が左右にガクガクぶれる。


……なんか前にも同じような……


　うっすらと意識を取り戻して目を開けると、響が透の頰ほおに往おう復ふくビンタをかましていた。バチーン、バチーンという盛せい大だいな音が他ひ人と事ごとのように聞こえてくる。


「痛いてえだろ、ヴォケっ」


　両腕で顔をガードして響を突き飛ばした。響は中ちゆう腰ごしになって殴っていたので、そのまま後ろにごろんと倒れ込んだ。


「透さんっ。良かった……」


　薫がいきなり透に抱だきついて泣き始めた。


「うぐぅっ、いててててっ」


　折れた肋骨が疼うずいて思わず叫び声をあげた。脂あぶら汗あせが額ひたいから頰につうっと流れる。幸いなことに呼こ吸きゆうは問題なかった。肋骨は肺はいには突つき刺ささっていないということだ。ぐっしょりと血で湿しめったシャツを捲めくってみると、再び傷きず口ぐちは塞ふさがっていた。やはり傷の治りは早い。


「ごめんなさい。もう死んじゃったって思ってたから嬉うれしくて……」


「俺は大だい丈じよう夫ぶだって」


「全く心配させんじゃないわよ」


　起き上がった響が、憎にくまれ口を叩きながら口を尖とがらせた。


「お前が心配？」


「そうよ。してあげたんだから感かん謝しやしなさいよ」


　全くなんていう言い草だと思ったが、横を向きながら照てれ臭くさそうにボソッと言う態度からすると、これが響なりの感謝の言葉なのだろう。透は無理やりそう思うことにした。


「それよりてめえだっ。お前、さっきのあれ、わざとだろ」


　胸の痛いたみを堪こらえながらも桃の尻しつ尾ぽをむんずと摑つかみ上げると、逆さかさに持ち上げてヒゲを摘つまんで引っ張ぱった。


（痛っ。こらっ、放はなしたまえ）


──ぐあぐぉぉぉ


　傍かたわらにじっと控ひかえていたツキノワグマが透に向かって威い嚇かくの咆ほう哮こうを上げた。反はん射しや的てきに心しん臓ぞうが一回転して、桃の尻尾を持つ手が緩ゆるんだ。すかさず身を翻ひるがえした桃が透の顔を肉球で殴なぐりつけた。この猫ねこパンチは、顔に食らうと無む性しように腹はらが立つのだ。


　全身の毛を逆立てて透を睨にらみつける桃と、顔を殴られた透が不毛な言い争いを始めたのを見て、薫が笑い出した。響まで大口を開けて笑うと、その場の雰ふん囲い気きがぐっと明るくなる。透は桃の尻しりを蹴け飛とばすと一いつ緒しよに笑った。





　木島はどこに消えたのか、一向に姿すがたを現あらわさなかった。状じよう況きようを考えると自分だけ逃げたということになるが、どうも釈しやく然ぜんとしない。ただこの状況で攻こう撃げきしてくることはないと判はん断だんしていた。襲おそう気なら透と霧生と対たい峙じしていたときにとっくに襲っている。


　響は気絶したままの霧生の身体をガムテープで手て際ぎわよく縛しばりながら、ついでに不ふ審しんな物を持っていないか調べている。透はテーブルの上に置かれたままになっていた二つのレポート用紙の束とＣＤ─ＲＯＭを手に取って、パラパラとレポートの中を見てみたが、知らない名前と連れん絡らく先、その他よくわからない暗号のような記号が書かれているだけだった。ただ二つのレポートのどちらにも透と響の名前があった。薫の名前は片かた方ほうにしか書かれていない。


「誰だれか来たみたいね」


　響が警けい戒かいするよう促うながした。ゴルフ場の入り口に一台の車がやって来た。中に乗っているのは里美だった。それから見知らぬ男が二人。するとポケットの中で透の携けい帯たいが震ふるえた。里美が車を降おりながら携帯を耳に当てている。透は無言で通話ボタンを押した。


『そちらに行っていいかしら』


　響が怪け訝げんそうな顔で、足元の霧生を見た。声がそっくりなので訝いぶかしんでいる。透は「ああ」とだけ答えて通話を切った。タイミングがあまりに良すぎた。透はすぐさま自分の荷物や服を調べた。シャツの襟えりの裏に小指の先ほどの小さなチップがあった。病院で手当てを受けたときに仕込まれたに違ちがいない。透は忌いま々いましげに舌した打うちすると、床に落として踵かかとで踏み潰した。


「何？」


「盗とう聴ちよう器きか発信機だな。たぶんここの様子を窺うかがっていたんだろ」


「……知ってる人？」


　響が胡う散さん臭くさそうに、踏み潰された小型チップと透を見み比くらべた。


「ああ、ついさっき知り合いになったんだ。顔見たらきっと驚くぜ」





「ごめんなさいね。来るのが遅おくれてしまって」


　階かい段だんの方から霧生とそっくりな声が聞こえてきた。


……よく言うぜ


　絶ぜつ対たいにタイミングを見計らっていたに違いない。柴田里美と見知らぬ男が二人、ゆっくりとした足取りでこちらにやって来た。案の定、残りの二人も姿すがたが揺ゆれていた。


「あんた……」


　即そく座ざに響が臨りん戦せん態たい勢せいで身み構がまえる。霧生とそっくりなのだから警けい戒かいするのは当然だった。薫も状況が飲み込めず透の後ろに隠かくれるようにして様子を窺うかがっている。


「それ、渡わたしてくれるかしら？」


　里美のにっこりとした笑顔がなんだかすごく場違いに感じられた。


「透、こいつら、どういう知り合いなの？」


「あなたがエコーさんね。初めまして、エクスプローラーを主しゆ催さいしている柴田里美というものです」


「は？」


　響は透が聞かされたときと同じようなリアクションを返して、すうっと目を細めた。


「そしてこちらの二人は同じくエクサーのフィルさんと暁あかつきさんよ」


　響は意外な名前に戸と惑まどっている。フィルも暁も共によく名が知られているＳ級エクサーだった。


「よお、ボウズ。この前は悪かったな」


「ん？……ああっ」


　よく見たら、昨年末電車の中で透と桃に麻ま酔すい銃じゆうを撃うち込こんだ男だった。フィルと紹しよう介かいされたその男は、無ぶ精しようひげが様になって精せい悍かんな雰ふん囲い気きを湛たたえている。この前の酔よっ払ぱらった貧ひん相そうなサラリーマン姿とは全く違っていた。


「そこの猫には手て酷ひどくやられたがな」


　てっきり動物たちに急きゆう襲しゆうされて死んだものと思っていた。だが見た目にもどこにも怪我の痕あとはない。透と同じく驚きよう異い的な治ち癒ゆ力りよくを持っているとしか思えなかった。


「で、あんたらは敵てきなの？　味方なの？」


　いきなりの響の単刀直入な問いに、その場にピリッとした緊きん張ちよう感が立ち込めた。そして響がナイフを取り出して目の前にかざしたものだから、フィルも暁も引き攣つったように表情を強こわ張ばらせた。一変した雰囲気に透も無む意い識しきに踵が浮いて、手がポケットのスタンガンに伸のびかける。


「ちょ、ちょっと待って。そんなに警戒しないで」


　慌あわてて里美が両手を挙げて透と響を宥なだめに掛かったが、そう言いながらも後ろの二人ともども全くと言っていいほど隙すきを見せない。


　透は左手に握にぎっていたレポート用紙とＣＤ─ＲＯＭを目の高さまで持ち上げた。


「いくつか質しつ問もんに答えてくれ」


「ええ、もちろん。最初から説明するつもりだったけど、あなたが聞かなかったんじゃない」


　そういえばそうだった。だけどあのときは一いつ刻こくを争っていたのだから仕方ない。


「それより、そこの熊くま、何とかしてくれないか。その猫の恐おそろしさは十分わかってる。変な真ま似ねはしないよ」


　フィルが上着の懐ふところに手を入れながら身を屈かがめて言った。懐には小こ振ぶりの銃が吊つり下げられている。もちろん透はその要求を無む視しした。


「ウィルス云々っていう話と特殊能力の関連は本当なのか？」


「本当よ」


　大したことでもないような里美のあっさりした反はん応のうに、透は却かえって信しん憑ぴよう性せいが増ましたように感じた。


「集落内の住人同士の対立というのは？」


「……それも本当」


　里美は悲しそうに目を伏ふせると頷うなずいた。


「村を出るか出ないか、公おおやけに能力を使うかどうか、それが対立点でいいのかな？」


「そうよ。それまでにも集落を離れる人は結けつ構こういたそうだけど、急進的な方のグループは集落ごと積極的に世の中に出て行くべきだって主しゆ張ちようしたの。この特殊能力を生かせば大勢の人が救えるはずだって。もちろん当時の大人たちは大反対したわ。何度も話し合いがなされ、答えは出ないまま対立が深まっていったある日、再ふたたびその集落を疫えき病びようが襲おそったの」


「どういう病気だったんだ？」


「最初は風か邪ぜに似にた症しよう状じようなんだけど、いずれ下げ痢りや嘔おう吐と、腹痛が続いて、進行すると皮ひ膚ふや消化管など全身から出血するの。そうなったら高確かく率りつで死ぬわ。抵てい抗こう力りよくの弱い子こ供どもの死し亡ぼう率りつは五割わりを超こえたそうよ」


「そんな……」


　薫が青ざめた顔で声を震ふるわせた。


「大人たちは以前の流行で抗体が出来ていたから助かったんだけど、若わかい人たちは抗体がなかったのよ。医者もほぼお手上げだったわ。そもそもその時点では病気の原げん因いんとなるウィルスも感かん染せん源げんもまだ同定していなかったんだから。まったく何十年も何をやっていたのかしらね……」


　里美は苦々しげに言った。フィルと暁は二人とも遠い目をしながら中空に視線を漂ただよわせている。当時のことを思い出しているのかもしれない。


「そんな中、辛かろうじて一命を取り留とめたある女が集落を飛び出した。呪のろいの言葉とともにね。『もっと早くにここを出ていれば、みんな死ぬことはなかった。私はあなたたちに必ず復ふく讐しゆうする』と言って。彼女は最愛の夫を亡なくしたのよ。そして双ふた子ごの片かた割われを連れて闇やみに消えた」


　そう言って里美は、床ゆかに倒たおれている霧生に目を走らせた。


「それから何年かした頃ころよ。集落を土ど石せき流りゆうが襲おそったの。あなたたちも聞いたことがないかしら。今から十四年前に起きた古ふる和泉いずみ村の土石流災さい害がい」


「季節外はずれの長雨と台風の影えい響きようで深夜に土石流が発生して、死者行方ゆくえ不明者百名以上を出した大災害だったかな？」


　図書館で古和泉村のことを調べていたときに記事で読んだ。疫病流行の数年後、この災害が元でダム建けん設せつが一気に進んで、更にその数年後に集落は水すい没ぼつすることになる。


「世間一いつ般ぱんではそういうことになっているわね」


　里美のその含ふくんだ言い方に、透はぴくりと片かた眉まゆを上げた。


「実じつ際さいは違ちがうんだな」


「……あれは……」


　里美は唇くちびるを嚙かんで言い淀よどんだ。フィルと暁も眉根を寄せて横を向いた。


「出て行った女はある財ざい閥ばつ系けいの重工メーカーと手を結んだのよ。その企き業ぎようには某ぼう国こくの諜ちよう報ほう組そ織しきが一枚まい嚙んでいた」


「…………」


　透はその先が予想できて暗あん澹たんたる気分になった。


「あの夜のことは今でもよく覚えてる。私の家は診しん療りよう所じよだったんだけど、そこに私も含めて数人の子供が集められて怯おびえていたわ。でもそのときは何が起きたのか全然わからなかった。ただ夜中に起こされて、何があっても生き延のびるようにと父から言い渡わたされただけ。それ以来、私は父に会っていない」


　響も話の筋すじが読めたのだろう。真しん剣けんな面おも持もちで話を聞いている。


「同い年で仲の良かった背せの高い少年と、私よりもずっと小さな女の子と男の子、それから生まれたばかりの赤ん坊ぼうを抱だいて処置室に隠かくれたんだけど、明かりが点ついてなくてとても怖こわかったわ。建物の外は嵐あらしで激しい雨が降ふっていたんだけど、時おり怒ど号ごうや悲鳴も聞こえて何かとんでもないことが起きてるってことだけはわかったけど、私にはどうすることも出来なかった」


　真っ白な壁かべ、見たこともない部屋。背の高い少年と優やさしそうな少女──。


「何人かの大人たちがドロドロに汚よごれた姿すがたでやって来て、幼おさない子供たちを背せ負おうと私たちを外に連れ出した。誰だれかに追われているみたいだったわ。よく見たら大人の人はみんな怪け我がをして血を流しているし、本当に怖かった。その直後よ。轟ごう音おんとともにすごい地じ響ひびきがして、振り返ったら集落の街灯が全すべて消えて、ただそこには真っ暗闇が広がっていただけ」


　薫の手がふるふると震えている。透は薫の肩かたを抱だき寄よせた。偶ぐう然ぜんだったのか人工的に起こされたものかはわからないが、そのとき発生した土石流で数十人が生き埋うめになったそうだ。


「尾お根ねを越こえて隣となりの県の集落に辿たどり着いたのは次の日の夕方だった。だけど私たちはどこにも保ほ護ごは求めないで逃げるように山を降りたの。その頃ころには何が起きたのか説明も受けていたし、仕方のないことだと思ったわ」


「能のう力りよくのある子供を攫さらったんだな。そして邪じや魔まな大人の口を封ふうじた……」


　今も昔もやることは変わらない。土石流による死者の何割かはきっと違う死因で、行方不明者の何割かは地面の下に埋まっているのではなく、工作員教育を受けて世界のどこかで非ひ合法活動でも行っている。だが、すべての物的証しよう拠こは水の底。犯はん罪ざい行こう為いを立証することはもう不ふ可か能のうに近い。


「私たちの他にも逃げ延びた住人はいたけど、みんな散り散りになってしまったし、脅おどされて仕方なくその企業に連れて行かれた人たちもいたわ。もちろん進んで協力する人たちもいた。まあ中には、逆ぎやくに襲ってきた組織の幹かん部ぶを暗殺してまわる過か激げきな者もいたけどね」


「国は守ってくれなかったのか？」


「そのときは国が襲ってきた可能性も捨すてきれなかったのよ」


「なるほど……」


「そして私たちは幼い子供たちを孤こ児じ院いんに預あずけて、なんとか今まで生き延びてきたというわけよ」


　透の中にある最も古い記き憶おくの一つ、どこかの機械室のようなところで不安げに何かを待っているというあのイメージが、繰くり返し頭の中で渦うず巻まいた。この記憶については、今まで誰にも話したことがない。


　あのときの赤ん坊と小さな女の子は一体誰だったのか。桃の台詞せりふを思い出す。


──つまり君らは、既すでに幼い頃ころに出会っていたのだよ


　なぜか透は胸むねが苦しくなった。骨こつ折せつの痛いたみとは全然違う。感かん傷しよう的な気分に沈しずみ込こみそうになって、透は慌あわてて頭を振った。


「双子の姉だっけ？　この女とは対立してるんだろ？　あんたらはどういう立場なんだ？」


　透は霧生を指差して言った。


「姉がなんて言ったか知らないけど、私たちの目的は仲間の保護よ」


「保護ね……」


　響が鼻で笑った。霧生と全く同じ答えに透も苦く笑しようが漏もれた。だけど里美はそんな皮肉げな笑いなど気にも留めずに話を続けた。


「今はみんな散り散りになっちゃって、連絡も出来ない状態なの。もっともお陰かげで追っ手から逃げ切れたんだけどね。だけど追つい跡せきを恐おそれて各地を転々としたから、みんなまともな職しよくには就つけなくて苦労したみたいよ」


　里美の横で無ぶ精しようひげのフィルがしみじみと頷うなずいている。


「私たちはなんでも屋みたいな探たん偵てい業を始めたの。そのときはまだ小学生だったけど、能力を使えばなんとかなった。そのうち依い頼らいが増ふえて手が足りなくなってきた頃、偶ぐう然ぜんかつての集落の人と再さい会かいして仕事を手伝ってもらうようになった。それがここにいる暁さん。それでそのときふと思ったの。このまま規き模ぼを拡かく大だいして人手を増やしていけば、自然と能力のある仲間たちが集まってくるんじゃないかってね。そうやって始まったのが、今のエクスプローラーというわけよ。そのレポートにはかつての集落の住人についての情報の他に、エクサーメンバーの情報も書かれているの」


　なんとなく当時の里美の様子が目に浮かぶようだった。二年前の透と姿がだぶる。


「実際には滅めつ多たにそんな仲間は入ってこなかったけど、それでもこうして何人かは見つかった。あなたがその一人だというのは間違いないと思うわ。能力も含めてあなたらしき子供の記き述じゆつが残ってたもの」


　里美は懐なつかしそうに微笑ほほえんだ。再び透の胸が苦しくなる。漠ばく然ぜんとした心細さのようなものが募つのって、薫を抱だく手に力が入った。


　きっと里美は、透が十四年前に一いつ緒しよに逃にげた幼い男の子だと思っている。透もあのとき手を引っ張ぱってくれた優やさしいお姉さんが誰だれだったのか気が付いている。


　だけど問題は今なのだ。あの時どうだったなんて話は、現げん実じつにはあまり影響を与あたえない。今大事なことは、里美たちが透に危き害がいを加える存そん在ざいなのかどうかということだ。敵てきではないにしても味方であるとは限かぎらない。ただ利用しようとしているだけなのかもしれない。世の中には人を騙だまそうとする奴やつが多おおすぎる。


　響がちらりと透を一いち瞥べつした。響もどうするか判はん断だんに困こまっているのだろう。お互たがいの腹はらを探さぐるような意味ありげな視線が、透と響と里美の間で入り交じる。


「それ、あなたの言い値ねで買うわ。それなら信じてくれる？」


　緊きん張ちよう感に焦じれたのか里美が折れてきた。


「払はらう気がない奴ほど気前はいいものだけど、あんたらはどうなの？」


　響が高たか飛び車しやな態たい度どで言い放はなった。最初からケンカ腰ごしなのは、里美のことがあまり気に入っていないからかもしれない。


「ふう、どうやったら信じてくれるのかしら」


　響は霧生と同じ顔をした里美に、どうしても不信感が拭ぬぐえないのだろう。透がどうしたものかと思案していると、薫が何か言いたそうに透の脇わきを突つついた。透は里美から目を離はなさず、少しだけ薫の方に顔を傾かたむけた。


「大だい丈じよう夫ぶだと思います。嫌いやな匂においがしないから」


　目の端で薫が小さく頷いたのがわかった。


「匂いでそんなことまでわかるのか？」


　里美たちには聞こえない声で呟つぶやく。


「うん。最近だけど、悪意のある人とそうでない人の違ちがいがわかるようになったみたいです」


「マジで？」


　薫の分ぶん析せき力を思えばそれくらい出来てもおかしくはないと思うが、俄にわかには信じ難がたい。しかし薫がこの場で噓うそをつくとも思えないし、考えてみれば感情とは脳のう内ないでのホルモン分ぶん泌ぴつ量りようのバランスなのだ。呼こ吸きゆうや汗あせなどの分泌物にその影響が表れることは十分考えられる。


（私も薫殿どのと同意見だ。騙だますつもりならもっと上う手まい遣やりようがある。こんな遣り方はしない）


　桃が横から口を挟はさんだ。里美たちに反はん応のうがないところを見ると、透だけにテレパスで話しかけたのだろう。桃は透と顔を見合わせると小さく頷いた。


「……オーケイ」


　透は両手を胸の前に上げて構かまえと共に緊張も解といた。透と薫の会話を聞いていた響も、それを合図にナイフを鞘さやに仕し舞まった。ただし、数歩後ろに下がって距きよ離りを取ったのはまだ完全に気を許ゆるしたわけではないという意思表示か。それを見て里美たちも苦笑しながら大きく肩かたを竦すくめた。


　透は里美にレポートとＣＤ─ＲＯＭを手渡した。


「いくら？　あなたたちには感かん謝しやしてるし、ほんとに言い値で構わないわよ」


「タダでいいさ。だから治ち療りようしてもらった借りはこれでチャラにしてくれ。それにこの金があるからな」


　透はテーブルの傍かたわらに置かれた小型バッグを手に取った。中には、木島たちが銀行を襲ったときに、ついでに盗ぬすんだ金が数百万円入っている。どうせ警けい察さつに通つう報ほうするつもりはないので、透たちがありがたく再さい利用させていただくことにした。人はそれをネコババと言うらしいが知ったことではない。


「そうだな……。ほんとに感謝してるなら、この金、ロンダリングしてくれ」


　そう言ってバッグも里美に差し出した。番号が控ひかえられている可か能のう性せいは十分にある。


「そんなことでいいの？　じゃあいつもの口こう座ざに振ふり込んでおくわ」


　里美はにっこり笑ってバッグを受け取った。


「それと、一つお願いがあるの。さっきも言った通り、仲間はまだ少ないの。私たちを狙ねらう連中は全然諦あきらめてない。だからあなたたちも私たちの仲間になってくれないかしら？　生活に困るようなことはさせないわよ」


「断ことわるわ」


　響がきっぱりとした口調で即そく答とうした。


「おいおい、少しは考こう慮りよしてくれよ」


　後ろにいた暁が呆あきれたように口を挟はさんだ。フィルと違ってこちらは幾いく分ぶんかずんぐりとした体型でもっさりした感じだが、視線はやはり鋭するどい。


「スルーにエコーだろ。まさかこんな子こ供どもとは思いもしなかったが、超ちよう一流で名が通ってるくらいだ。俺おれたちよりも遥はるかに戦力にな……」


「そう……仕方ないわね。君は？」


　里美が手を伸ばして暁を遮さえぎると、透にも返事を促うながした。


「悪いが俺も断る。エクサーとしての依い頼らいなら受けるが、協力はしない。だから俺たちを巻まき込まないで欲ほしい。あんたたちや霧生の話が本当なら、住人同士の対立が原げん因いんだろ？　どっちが正せい義ぎかなんて話は聞きたくもないし興きよう味みもない。しがらみが増ふえると身動きしにくくなる。……俺、今の生活が結けつ構こう気に入ってるんだ」


「でも……、もうあなたたちは巻き込まれてるのよ」


「まぁ、何かあったときは敵てきじゃない方に助けを求めるさ」


　透は片かた眉まゆを持ち上げて軽い調子で言い返した。里美は何も言わない。ピリッと二人の視し線せんが絡からみ合う。


「……わかったわ。だけどもし、私たちの敵として目の前に現あらわれるようなことがあったら、遠慮なくやらせてもらうわよ」


「それはないと思うけどな」


「別にあなたにその気がなくても、他人を操あやつる方法はいくらでもあるのよ。洗せん脳のうしたり、暴ぼう力りよくで脅おどしたり、弱みを握にぎったりね」


　里美の声は少しだけ悲しそうに聞こえた。透は何も返事をしなかった。





　　　　§６





　あのあと透たちは里美に大月駅まで送ってもらい、そこから電車を乗り継ついで戻ってきた。単車は後日取りに行くことにした。透のマンションに辿たどり着いたときには、既すでに深夜一時を回っていた。よほど慌あわてていたのだろう。部屋の明かりも消さずに飛び出て来たようだった。


　透は薫に明日の試験に備そなえてすぐ寝ねるように言った。響は木島のこともあるので今日だけは寝ないで警けい戒かいに当たるなどと言って透の部屋までついてきた。


　ハードな一日だった。玄げん関かんで靴くつを脱ぬぎながら、透はほっと一息をついた。折れた肋ろつ骨こつの痛いたみはだいぶ治まっていたが、怪け我がの回かい復ふくに相当の負ふ担たんが掛かったからか、今頃になってどっと疲ひ労ろうが押し寄せてきた。気力が充じゆう実じつしていると限げん界かいを遥はるかにオーバーしていても身体からだは軽けい快かいに動くが、緊張の糸が切れた途と端たんにその反動が一気に現れる。革かわジャンを脱いで床に投げ捨すてると、そのままそっとベッドに横向きに寝転がった。もう指一本動かすことも苦く痛つうだった。


「シャワー借りるわよ」


「……ああ、勝手にやってくれ」


　口を開くのも億おつ劫くうだ。


「透も一緒に入る？」


　くすくす笑う声と服を脱ぐ音が聞こえてきたが、もう返事をする気力はなかった。閉とじた目ま蓋ぶたの下で眼がん球きゆうだけバスルームに向けると、明かりを消していないのか、下着姿の響が見えた。


……やっぱり胸ねえなぁ


　スレンダーな響のモデル体型に思わず見とれた。だけど残念ながら意識が持ちそうにない。


　透の腰こしに桃が飛び乗ってきたが振ふり払はらう力が湧わいてこない。かなり重たかったが人間より少し高めの体温が心ここ地ち良よい。


　ブーンという室外機の鈍にぶい回転音がベランダから聞こえてくる。眠ねむりに誘さそう音だった。暖だん房ぼうがつけっ放しだと、空気が乾かん燥そうし過すぎて喉のどが痛いたむから消して欲ほしかったが、響が寝ずの番をすると言うので我が慢まんするしかない。だけど明かりくらいは消して欲しいなどと思いながらまどろんでいたその時だった。


「…………!!」


　頭を金きん属ぞくバットで殴なぐられたような気分に襲われた。一気に警戒信号が全身に行き渡って、文字通りベッドから飛び起きた。


……明かり!?　なんで明かりが点ついていたんだ？


　日中はモニターに反はん射しやするのを嫌きらって部屋の電灯を点けない。ましてや今日は快かい晴せいで、窓まどからの採さい光こうで十分だったはずだ。全身から冷や汗あせが噴ふん出しゆつした。


（なんだ、いきなり）


　透から転げ落ちた桃が声を荒あらげたが、今は相手をしている場合ではない。そういえば部屋に入ってきたときもなんだか少し暖かかったような気がする。いつもは外から帰ってくると冷え冷えとした空気が迎むかえるはずなのだ。まるで先ほどまで誰かがこの部屋にいたかのようだった。


　玄関の鍵かぎは閉まっていたが、ベランダに面した窓の鍵は響の命令で開けっ放しだ。屋上からベランダを伝えば簡かん単たんに侵しん入にゆう出来る。


　透は薫がいる隣の部屋からベランダ、屋上、階下まで隈くまなく目を凝こらしたが何も怪あやしいものは目に付かない。だけど今はこの目が信じられなかった。


……誰だれだ？


　一人だけ頭に浮うかんだ。そいつしか考えられなかった。ほぼ完全に気配を消す能のう力りよく、確たしかそんなふうに里美も言っていた。


「どうしたのー？」


　バスルームから呑のん気きな声が聞こえてきた。透の心音を聞き取ったからだろう。響は何かを察したようだが、警戒まではしていない。


　透はそれには答えず、全身の神しん経けいを張はり詰つめさせて、床に脱ぎ捨てたボロボロの革ジャンを拾い上げた。里美に貰もらった銃じゆうはそのままポケットに入れてある。スタンガンも同じだ。ゆっくりとそれらを取り出すと、両手に持って構えた。透が放つビリビリした空気に桃も口を挟はさまない。


　直前に部屋から出て行ったかもしれないが、もしかしたらまだ室内にいるかもしれない。透は拳けん銃じゆうをまっすぐベランダに向けて構えた。窓ガラスと透の間には何もない。どんなに目を凝らしても、透視能力をもってしても、存そん在ざいしないものは見えるはずがない。だけどこの部屋にいる。


　透は空気中に漂う塵ちりに目を留とめた。エアコンから送り出される強めの風が室内を循じゆん環かんしており、埃ほこりが風に乗ってゆっくりと舞まっている。リモコンでエアコンを止めた。空気の流れが止まる。


「桃、そこの壁かべの隅すみに移い動どうしてみてくれ」


（了りよう解かい）


　桃は文もん句くも言わずのそりとした動きで慎しん重ちように歩いていく。桃が近づくと、空気中の塵が大きく動いた。透の銃が空気の乱みだれを追う。


　すうっと黒のコートに身を包んだ木島が姿を現した。


「撃うたないでくれ」


　初めて聞くその声はかなり低い渋しぶ目めの声だった。狭せまい室内によく響き渡る。バスルームでドタンバタンと暴あばれる音が聞こえてきた。いきなり木島の声が聞こえてきて慌てたのだろう。扉とびらが開かれて、バスタオル一枚まいを纏まとっただけの響がびしょ濡ぬれのまま飛び出してきた。手にはナイフが握にぎられている。


……シャワールームにまでナイフ持ち込んでるのかよ


　場違いな感想が透の頭を掠かすめた。


「後ろを向け。変な真ま似ねしたら即撃つぜ」


　木島は黙って言われた通りにした。響が警戒しながらボディチェックをしたが、特に抵てい抗こうすることもなくなすがままにされていた。透は木島に狙いを定めたまま動かない。意外なことに木島は武ぶ器きを持っていなかった。


「目的は？」


「情報収集と話し合いかな」


「ここに忍しのび込んでか？」


「まあ、最初は様子見のつもりだったんだがな。いきなりばれるとは思わなかった。ＰＣ覗のぞこうとしたら指し紋もん認にん証しようシステムで阻はばまれて、仕方ないからハードディスク盗ぬすんで行こうと思ったらケースに盗とう難なん防ぼう止し装そう置ちが付いてるし、お前らは意外と早く帰ってくるしで、ツイてないときはこんなもんか。それ、なかなかいいもの使ってるじゃないか」


　木島は透のＰＣに目配せしてなんだか嬉うれしそうに笑った。


「どうやってここを知ったんだ？」


「俺の能力はもう察してるんだろう？」


　確かに木島に尾び行こうされたら気付くことは難むずかしい。既すでに以前からこの場所は知られていたということだ。悔くやしいような気味が悪いような、そして素す直なおに感心するようなそんな複ふく雑ざつな気分に陥おちいる。


「この通り危き害がいを加えるつもりはない」


「信じられんな」


「それはまあ……仕方ないな」


　自分でそう答えながら木島は苦く笑しようした。


「信じるかどうかは置いといて、とりあえず説明させてくれるかな」


「手短に頼たのむぜ。俺は眠いんだ」


「ははは。わかった」


　どこか調子の狂くるう木島の受け答えに、透と響は緊張感を削そがれながらも話だけは聞くことにした。





　木島は本当の名前を島しま木き辰たつ雄おという。島木の能力は物理的に姿すがたを消しているわけではなく、他人の認にん識しき能のう力りよくを狂くるわせる類たぐいのものらしい。分類としてはテレパス能力に近いものと考えていいそうだ。目の前に立っているのに、相手にそれを知覚出来なくさせる能力。視覚や聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かくだけでなく、触しよつ覚かくすら島木の前では役に立たないらしい。


　島木は一人で何でも屋のような仕事をしているらしく、それこそ裏うらから表まで区別なく何でも引き受けているそうだ。今日銀行に押し入ったのは霧生に雇やとわれたからで、薫と響の誘ゆう拐かいもその依い頼らいの一つということだった。


「まさか人身売買までやってるとは思わなかったけど、あれに関しちゃ後味は悪かった」


　ベッドに腰掛けた島木は、そのときのことを思い出しているのか視し線せんが斜ななめ上を向いた。


「でもあんたも能力者なんだろ？　今さら霧生の仲間じゃないって言われてもな。一いつ緒しよに銀行強ごう盗とうまでやらかしておいてそれはないだろう。支店長まで殺しておいてさ」


　透は立ったまま島木を疑うたがわしそうに見下ろした。


「強盗は依頼されたから受けただけだし、支店長殺害はあのデブが勝手に先走ってやったことだ。もっとも俺がその場にいても止めはしなかったがな。強盗に入る前に色々調べたんだが、あの支店長は年とし端はも行かない子こ供どもをいたぶるのが趣しゆ味みという変へん態たいなんだ。俺が調べた限かぎりでは東南アジア旅行中に少なくとも二人の子供を虐ぎやく待たい死しさせている」


　本当かどうか眉まゆ唾つばくさい話だと思ったが、それには突っ込まずに続きを促うながした。


「それに玲子や里美から何を聞いたか知らんが、第三勢せい力りよくだってあるんだぜ」


「第三勢力？」


「俺だけだがな」


　そう言って島木はいたずらっぽく笑った。


　今回、島木が依頼されたのは、かえで銀行の貸金庫からある物を盗む計画の立案と実行だけだった。だからクラブハウスに着いた時点で契けい約やくは切れていたそうで、透があそこに侵しん入にゆうしたときに霧生の手助けをしなかったのはそれが理由らしい。


　島木がなんでも屋を始めたのは、あの土石流事じ件けんを逃にげ延のびてしばらくしてからだそうだ。霧生と里美から聞いた話と合わせて総そう合ごうすると、里美の話にあった一緒に逃げた同い年の少年というのは、この島木のことだと見て間違いない。里美が言っていた探たん偵てい業というのは、島木と一緒に始めたこのなんでも屋のことなのだろう。島木は数年前にエクサーを辞やめたそうだが、その理由は話さなかった。


　話の内ない容ようは概おおむね里美が話したことと同じだった。ただ、疫えき病びようの原因となったウィルスを媒ばい介かいしたのが猫ねこだったという話は初耳だった。


「なんで里美はそのことを黙だまっていたんだろう？」


　島木は少し不思議そうな顔をしながら話を続けた。あのウィルスは元々は猫の体内で古くから共生していたものらしい。猫の体内にいる間はなぜか活動は抑おさえられているが、人間の体内に入ると急きゆう激げきに活かつ性せい化かされる。それでも風か邪ぜに似にた症しよう状じようを引き起こす程てい度どで大した病気にはならないのが普ふ通つうだが、約六十年前にそのウィルスが変へん異いした。強力な毒どく性せいを持ち、人間の感覚器官を狂わせる症状を持つようになったのである。元々感かん染せん力はかなり弱くて、普通の接せつ触しよく程てい度どでは感染しない。猫と人の間でのノミや蚊かによる吸きゆう血けつ行動が主要な感染ルートらしく、出血を伴う接触などでも感染するそうだ。


　問題なのは、猫から人へ、人から猫へ感染が繰くり返されるたびに、症状が重くなっていくことだった。猫の体内では休眠するはずのウィルスが、活動を止めないようになったりと、性質自体もかなり変異しているらしい。


　霧生が桃を躍やつ起きになって追っていたのは、桃の体内で変異したウィルスの入手が目的だったのではないかと島木は推すい測そくした。小平研究所で培ばい養ようされていたウィルスは、透たちが研究所を停電させたことで実験装置も停まり、かなりが死し滅めつしてしまったらしい。


「君らは彼らの仲間になったのかい？」


「いや、巻まき込こまれたくなかったから断ことわった」


　透の答えに島木がちょっと驚おどろいたような仕草を見せた。


「……なんだよ」


「両方敵てきに回すことになるかもしれないぞ」


「上う手まく立ち回って見せるさ」


「大した自信だな」


　島木は鼻で笑ったが、それほど嫌いや味みな感じはしない。というよりもむしろ嬉しそうにすら見えた。


「それであんたはなんなわけ？　エクサー辞めてやってることっていえば何でも屋？　あんたもあいつらに負けないくらい胡う散さん臭くさいんだけど」


　それまで黙って聞いていた響が、ケンカを売るような横おう柄へいな口調で言った。


「ははは。それはそうだ。でも俺は別にどっちでもいいんだ。彼女たちと一緒にいると好き勝手が出来ない。それが嫌なだけだ」


「あっそう。我わが侭ままな奴やつね」


　響は自分のことを棚たなに上げて呆あきれたように横を向いてしまった。木島は肩かたを竦すくめて苦く笑しようしている。二人の様子を見て、透は笑いがこみ上げてきた。自分勝手に生きてきた人間が、今ここに三人揃そろっている。


「自由にやっているようだったし、本当は名乗り出るつもりもなかったんだが、もう巻き込まれた後だしいいかな」


　ひとしきり話した後、少しの沈ちん黙もくののち島木が口を開いた。


「……実は俺おれには弟が一人いるんだ」


「弟？」


　聞き返した透の目を島木がじっと見つめた。なぜか背せ筋すじがこそばゆくなる。嫌な空気だった。


「ちょっと待って。また誰か来たわね」


　マンションの前に一台、黒くろ塗ぬりのワゴンが止まった。


「それよりお前、服着ろよ。風邪引くぞ」


　言っているそばからバスタオル一枚まい纏まとっただけの響が盛せい大だいなくしゃみをあげた。実はさっきから目のやり場に困っていたのだ。


「水も滴したたるいい女ってね」


　相変わらずどこまで本気なのかわからない調子で響はバスルームに消えた。


　階下を見ると物ぶつ騒そうな雰ふん囲い気きを纏った男たちが四人、ワゴンから降おりてきた。


……やれやれ。疲つかれてるのに


「十四年前、当時三歳さいにも満たない男の子が、追っ手から逃れるために施し設せつに預あずけられた。他にも数人の子供が同じように施設に預けられた」


　島木はチラッとバスルームを見て透に顔を戻もどした。


「離れ離れになるのが嫌で最初は俺も反対したんだが、まあそれはいい。……その子は目に強力な能力を持っていた」


「その話、後にしないか」


　島木を遮さえぎって階下を指差した。そんな話は聞きたくなかった。だが島木は話すのをやめない。


「透とう視し能のう力りよくが発はつ現げんしないように強力な催さい眠みん暗あん示じを掛かけて施設に預けたそうだ」


「催眠暗示？」


　つい聞き返してしまった。暗示というものがどれくらい有ゆう効こうなのかわからないが、透の能力が生まれつきではなく突然発現した理由にはなる。島木は透の反応に満足したように頷くと再び話を続けた。


「預けられた先を俺は聞かなかった。ゴタゴタに巻き込まれずに生きていって欲しいという思いもあったからな。だけど三年近く前だ。お前の情じよう報ほうが裏世界で突然流れた。何かで入院したことがあっただろ」


……あれか


　施設を脱だつ走そうしてホームレス生活を送っていた夏、近所の高校生に襲しゆう撃げきされて二週間意い識しき不明になる大怪け我がを負った。透はそれが元で透視能力が発現したのだ。目が覚めたときの驚おどろきようといったら、自分でも頭がおかしくなったとしか思えないほどだった。


「血けつ液えき検けん査さで例のウィルスに対して陽よう性せい反はん応のうが出た者がいるという情報が入った。俺が駆けつけるとちょうどお前が病院を抜ぬけ出すところだった。一目見て弟だってわかったよ」


　後から里美や霧生もやって来たそうだが一足遅おそかったようだ。


　島木はその後、散々迷まよった末に、透が通かよっていた図書館のＰＣにエクスプローラーサイトへのショートカットを仕込んだそうだ。


……そういうことだったのか


　あのショートカットがなぜ透のアカウントに保ほ存ぞんされていたのか、不思議でしょうがなかったのだ。


「巻き込みたくはなかったんだが、どうせあの生活を続けていたら俺たちのところまで落ちてくるのは目に見えていたからな。それならいっそ、自分一人で生きていける手しゆ段だんだけでも身につけて欲ほしいと思ったのさ」


　既すでに三年近く前から透の人生はその方向性を操あやつられていたわけだ。自分の人生を弄もてあそばれたような気がして透は甚はなはだしく不ふ快かいだった。だがエクサーにならなければ、今頃どういう生活を送っていたのか、上う手まく想そう像ぞうが出来ない。


　新宿の雑ざつ踏とうの中で島木が透の前に姿すがたを現したのは、響や薫に関わるなという警告の意味だったそうだが、あれのせいで逆に興きよう味みを持たれてしまったようで、それは誤ご算さんだったと言った。銀行強盗に透たちが絡からんできたことも誤算だったろう。


「それにしても霧生がいきなりお前を狙そ撃げきしたときは焦あせったぞ。弟は体質変化が相当に激しかったからあの程てい度どでは死ぬはずないと思ったが、やっぱり基き本ほん治ち癒ゆ力りよくは大おお幅はばにアップしてるんだな」


　嬉しそうに語る島木に透は段々苛いらついてきた。勝手に盛もり上がられても困る。今まで敵だと思っていた男から血の繫つながった兄だと言われても、戸と惑まどいや反発しか生まれてこない。


「俺は兄あに貴きなんて別にいらない」


　透ははっきりと強い口調で言った。今まで一人で生きてきたのだ。今さら家族なんて必要ない。


「そうか……」


　島木は一転して表情を曇くもらせると、残念そうにうな垂だれた。


「だけど、趣しゆ味みの合う仲間はいてもいいかも」


　透は親指でＰＣを指さし示しめした。家族はいらないが気の合う友人ならいてもいい。顔を上げた島木は寂さびしそうにしていたが、やがて大きな溜ため息を吐はき出して立ち上がった。


「……友達が困ってるなら助けないとな」


「そいつはさんきゅ」


　隣りん室しつでは薫がすやすやと眠ねむっていた。島木が薫に対して認にん識しきを狂くるわせているからだろう。今はその心こころ遣づかいがありがたい。


……大だい丈じよう夫ぶ。ゆっくり休みな


「容よう赦しやしないからねー」


　パジャマを着てバスルームから出てきた響が、物ぶつ騒そうなことを言いながらナイフを鞘さやから抜き放はなった。


「お前、すっかり武ぶ闘とう派はだな」


　やはりどこか緊張感が足りない。だけど今では透が一番信しん頼らいしている相あい棒ぼうだった。


　響は玄げん関かんで素す足あしにスニーカーを履はきながら、透と島木を振り返った。


「ひとつ、どうでもいいことなんだけど、あんたたち音が似にてるわよ。……それだけ」


　そう言って響は玄関のドアをそっと開けた。


「そうかっ」


　島木が嬉しそうに顔を輝かがやかせた。




　Interlude 3







　超ちよう高こう層そうビルの最上階に近い一室。初老の男がマホガニー製せいの机つくえに座すわって煙草たばこをふかしていた。


「報ほう告こくします」


　ドア付近にいた男が、小こ脇わきに抱かかえていた書類束を捲めくって、報告書を読み上げ始めた。


「待機命令を無む視しして独どく断だんで動いていた霧生きりゆう玲れい子こですが、名めい簿ぼの入手に失敗、水みな瀬せ響ひびき、深み芳よし薫かおるの二名の拉ら致ちも失敗、強化型ウィルスを保ほ有ゆうしていると思われる猫ねこの奪だつ還かんにも失敗しました」


　初老の男は煙けむりをゆっくりと吐はき出した。


「それで彼女は？」


「それが、行方ゆくえ不明です。相手勢力の手に落ちたのではないかと……」


　初老の男は煙草を丁てい寧ねいに揉もみ消すと、座っていた椅い子すをくるりと回して立ち上がった。


「それから水瀬響と深芳薫と一いつ緒しよに行動している少年ですが、能力者と思われます」


「ほう。類は友を呼ぶか……」


「能力は第一級クラスでして、透とう視し能力を備そなえているものと思われます」


「ふうむ。まだそんな者がこの世に隠かくれているのか……」


　初老の男はブラインドを指で押し下げて、その隙すき間まから窓の外を見下ろした。車のライトや店の明かりなどが無数のイルミネーションとなって、夜の街を彩いろどっている。


「その少年をなんとしても捕とらえなさい」


「それがその……」


「なんだね？」


「その少年、霧きり元もと透とおるは島しま木き辰たつ雄おの弟ではないかと思われます。島木がこの少年たちと手を組んだという情報も上がっております」


　むうっと、初老の男の口から唸うなり声が漏もれ出た。


「島木を敵に回すのは得とく策さくではありません」


「そんなことわかっておるっ」


　初老の男の怒ど気きを孕はらんだ声に、報告役の男は恐きよう縮しゆくしたように身を竦すくめた。初老の男は報告役の男を下がらせると、一人残った室内で眉み間けんに皺しわを寄せた。


　初老の男は白い手て袋ぶくろを嵌はめた左手の肘ひじの辺りをしきりにさすった。うずくように痛いたむのか、顔を顰しかめている。


「あ奴やつの弟、霧元透か……。仕方ない、しばらく様子を見るか……」


　苦々しげな響ひびきが静まり返ったフロアを満たした。だが初老の男は新たな獲え物ものが現あらわれたことを喜ぶかのように口くち許もとを歪ゆがませた。




　エピローグ







「聞こえるか？」


「うるっさいわねっ、もう。まだって言ってるでしょ。少しは落ち着きなさいよ」


　学食の端はしで貧びん乏ぼうゆすりとともに校門の方を窺うかがったが、なかなか薫かおるはやって来ない。とてもではないが一人では落ち着かないので、授じゆ業ぎようをサボって響ひびきと一緒に薫を待ち構かまえていた。
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　今日は薫の合ごう格かく発表日だ。薫は世田谷の自じ宅たくから、正門脇わきの掲けい示じ板ばんに貼はり出された合格者一いち覧らんを見に来るはずだったが、一向に姿すがたを現さない。発表は九時だったが時計の針はりはもう十時近くを指さしていた。自分で確かく認にんしようにも、薫が受験番号を教えてくれなかったのでどうしようもない。





　あの夜、襲おそってきた四人組がどちらの陣じん営えいの者だったのかはわからない。ただ、島木のお陰かげで一いち応おう透とおるたちに危き害がいを加える者はいなくなった。なんでも屋の島木は、裏うらの世界では敵対する者には容よう赦しやしないことで有名らしい。確かにあの能力をもってすれば、暗殺を防ふせぐことはかなり難むずかしい。その島木が、透たちに手を出した者は自分が相手になるからそのつもりでかかってくるようにと宣せん言げんしたのだ。正直、島木が透の側についてくれなかったら、結構面めん倒どうなことになっていたはずなのだ。


　霧生きりゆうを操あやつっていた組そ織しきには、かなりの能力者として透たちは認にん識しきされるようになってしまったし、里美たちもなんとか仲間にしようと画策してくるかもしれず、注意を割さかなければならないところだった。


　島木となら協力し合ってもいいと思ったのは、彼のそのスタンスが透たちと似にていたのも理由の一つだ。ぶっちゃけた話、どちらにも肩かた入いれはしない、手伝って欲ほしかったら金を出せ、という後あと腐くされのないやり方は、透や響の今までの生き方と通じるものがあったし、今後も参考としたい部分であった。


　薫は受験が終わると世田谷の家に久ひさし振ぶりに戻った。とりあえずの危き機きが去ったので、両親の元に戻ることにしたのだ。薫はここでの生活を楽しいと口では言っていたが、若じやつ干かんホームシックになりかけていたのも確かで、これはこれで一安心といったところだ。


　桃ももは嬉うれしそうに薫について行った。ここにいても透や響に虐ぎやく待たいされるだけなので、唯ゆい一いつ可愛かわいがってくれる薫の元に行くのは当然だろう。命の恩おん人じんには逆さからえないとかぶつぶつ言っていたが、あの日のあの嬉うれしそうな足取りを見ると、あのドラ猫ねこ、ただ助平なだけなのかもしれない。それに薫の護ご衛えい役やくとして桃がそばにいるのなら十分安心出来た。


　おかしいのは響で、薫が抜けた後の部屋にいつの間にやら居いついてしまった。


「お前も一人暮ぐらししてるんだろ。そっち帰れよ。それともお前、一人は淋さびしいってか？」


「なっ、何言ってんのよ。そっ、そんなわけないじゃない」


　あるとき冗じよう談だんでからかったところ、響から思いもかけないわかりやす過ぎる反はん応のうが返ってきて、かえって透の方が狼ろう狽ばいしてしまった。お互たがい耳まで真っ赤にさせて、その後幾いく日にちかぎこちなかったものだ。二人とも言葉には決して出さなかったが、その生活が気に入っていたことは確かだった。家族はいらないと断だん言げんした透だったが、今そのぬくもりのようなものをなんとなく感じている。





「しっかし、薫ちゃん、遅おそいなぁ。まさかダメだったのかな。中学校に先に連れん絡らくが行って、落ちてたから来ないとか？」


「そんなことあるわけないでしょっ」


　響が目を吊つり上げて透を睨にらみつけた。


「俺おれたちのせいで薫ちゃんも来にくいんじゃないかな」


「それはあるかも」


　響が苦く笑しようしながら同意した。透と響が相手ではこっそりなんていう行動は絶対出来ない。気を利きかせて学校を休みたいところだったが、二人とも出席日数が危あぶなくてそうもいかなかったのだ。


「入にゆう試し担たん当とうの先生に聞いちゃおうか？　弱み握にぎってる奴やつもいるし」


「お前相変わらずだな」


　その後、同じようなやり取りを何度も繰くり返した後、十一時を少し過ぎたあたりだった。


「来た────」


「どこだ？　おいっ」


　響は全方位アンテナで聞いているから見つけられるが、透は場所を絞しぼらないと見えてこない。


「今、駅を出たとこ」


「……あっ、いたいたっ。……緊張してるかと思ったけど、意外とリラックスしてるな」


　薫は同級生らしい女の子と一緒になって歩いてきた。中学校で待ち合わせてきたのだろう。にこやかに話しながらなんだか楽しそうだった。追い込まれたときの肝きもの据すえ方は響と同じでしっかりしている。


……大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫


　思えば、薫と知り合ったのも不思議な縁えんだ。あの日、新宿で見かけなかったら、永えい遠えんに会わなかったかもしれない。


……いや、それはないか


　この能力を考えれば遅かれ早かれ、きっとどこかで出会っていただろう。だけどそれは否いや応おうなく対立に巻まき込まれたあとに、敵として出会っていたかもしれないのだ。


　響とだって同じ高校にならなければ、知り合うことはなかったに違いない。というか普ふ通つう、こんな女とはあまり関わり合いになんかなりたくない。骨ほねまでしゃぶりつくされてダシまで取られたあと、ポイっと捨てられそうな気が今でも微かすかにしているくらいだ。最近の殊しゆ勝しような態たい度ども透を油断させるための陰いん謀ぼうではないかと勘かん繰ぐってしまうのは、透の度量が狭せまいからだろうか。


　そう考えると、幸運だったのかもしれない。単たん純じゆんに良かったとは言えない。失ったものも大きいし、傷きず付つきもしたからだ。最後は何とかバランスを取ったとはいえ、新たな敵まで作ってしまった。何も知らずただひっそりと世の中の片かた隅すみで生きていけたなら、それはそれで幸せなことだったのかもしれない。けれど透たちはいつの間にか同じ列車に乗り合わせてしまった。レールの上の小石をどかし、走るための燃ねん料りようを探さがし、宛あての知れない目的地に向かって走り出してしまったのだ。そのスピードに恐おそろしくなっても降りることはもう出来ない。暗くら闇やみのトンネルが怖くても引き返すことは出来ない。


　だから、やっぱり幸運だったのだと思う。一つタイミングがずれていたなら、もうこの世にはいない者もいたかもしれない。それが透であってもおかしくはないし、透が響や薫を手にかけていたかもしれない。


　一人で生きていく方が楽だったかもしれないが、みんなで大おお騒さわぎしながら生きていくのも面おも白しろい。薫や響に何かあったら、透は全力で救いの手を差し伸べるし、透にもしものことがあったら、きっと響や薫も透の力になってくれるはずだ。


……きっと。……いや、多分


　薫が校門から入って来た。友達と一緒にまっすぐ掲けい示じ板ばんのところまでやって来た。掲示板はちょうど透たちがいる学食に正対するように設せつ置ちされているので、薫の表情は真正面から見ることが出来る。さすがに引き締しまったいい顔になっていた。垂たれ気味の目が心なしか吊り上がっていて凜り々りしい。


「ふうぅー」


　響が緊張をほぐそうと大きく深しん呼こ吸きゆうした。


　薫の目が掲示板を上から下へ、右から左へと素早く巡めぐらされていく。封ふう筒とうから取り出された受験票は、こちらからは裏側となって見えない。突とつ然ぜん、隣の友人が大声で奇き声せいを上げたようだった。自分の受験票と掲示板を指差して大騒ぎしている。自分のチェックを後回しにしてその子を祝福しているのは薫らしいというかなんというか……。


　改めて薫が掲示板に注ちゆう視しした。先ほどの友人は一歩下がって成り行きを見守っている。段々薫の目の動きがゆっくりになっていく。上から少しずつ、結果を見るのが怖くて確かめられないとでもいうように、ゆっくりゆっくりと視線が降りていく。


　突とつ然ぜん、薫が目を閉じて大きく息を吸すった。そしてそのまま動かなくなる。


……まさか？


　響も息を殺したまま動かない。二人の呼吸の音だけが食堂に響き渡った。いてもたってもいられなくなって、掲示板のところまで行って来ようかと、透が椅い子すから立ち上がりかけたときだった。


　薫がゆっくりと目を開けると、何か呟つぶやいて深々と頭を下げた。目には涙なみだが浮うかんできらきらと光っている。


「なんて言ったんだ？」


　響が満面の笑みを湛たたえて答えてくれた。


「『どうせ聞いてるんでしょ。四月からよろしくっ。先せん輩ぱい』だってっ」


「うっしゃっ───」


　二人同時に立ち上がって、そのまま校門に向かって全力で駆かけ出した。


　今この瞬しゆん間かん、長かった冬は終わりを告げ、新しい春を迎むかえたのだ。






　あとがき







　皆みな様さま、初めまして。北きた山やま大だい詩しと申もうします。


　このたびはこの本を手に取っていただき、まことにありがとうございます。


　本編を読まれた方は、御ご満まん足ぞくいただけたでしょうか。ご購こう入にゆう前に本屋でこのあとがきを読まれている方、できればそのままレジへ持って行っていただけると非常に嬉うれしいです。





　……などと慣なれないペンネームを名な乗のって、今こうしてあとがきを書いていますが、未いまだに自分でも本当に本が出るのか実感できない小心者です。だってまだ文庫となった実物を見ていないですし、もしかしてこれは壮そう大だいに仕し掛かけられた釣つりなんじゃないかという気がしてなりません。振り込め詐さ欺ぎだったらどうしよう。新あら手ての宗教の勧かん誘ゆうの可能性も……。


　ミステリーらしく、僕ぼくを騙だますための伏ふく線せんがどこかにあったに違いないとか、きっと巧こう妙みように隠かくされたトリックがあって、有名な探たん偵ていの孫まごに「本は出ない。じっちゃんの名に賭かけて」とか、メガネを掛けた大人おとなぶったお子様に「バーロー、お前に本なんか出せるわけねーだろ」とか言われてしまうのではないかなどと、考え出したら朝になってました。おはようございます。


　しかも夜になって、富士見書房編集部に「北山ですけど……」と電話かけたら、いきなり「あんた誰だれ？」と言われて切られてしまいました。ま、まさか……。やはりミステリー編集部はニセモノなのか？　編集者さんは役者顔負けの演技派なのか？　やっぱり騙だまされている!?　ここは警察に相談した方がいいのではないか、いやきっと警察もグルに違いないなどとありえない妄もう想そうが広がります。


　リダイヤルがずれて別人に掛けていたなんてオチは認めないぞっとばかりにもう一度携帯ディスプレイを確認してみたら、恥はずかしさで一いつ杯ぱいになりました。ごめんね。許してなんて言えないよね。酷ひどすぎるよね。


　こうなったら、本当に本が出ているのか、発売日に本屋で確かめるしかありません。西武の紀き伊の国くに屋や書しよ店てんで熱に浮かされたような目をした怪あやしい男がいたら、それはきっと僕です。警けい備び員いんに通報したりしないで、生なま温あたたかい目で見守ってあげてください。あとがきを立ち読みされている方、そのままレジに持っていけば、きっとその男はＤＱ[image: ]の首くび狩かり族のように小こ躍おどりして喜よろこぶことでしょう。びっくりサタンの誘さそう踊りも披ひ露ろうしてくれるかもしれません。


　ああっ、もう今からドキドキ。出版までまだ一ヶ月もあるのか。胃に穴が開きそう。どうか夢ではありませんように。


　出版に際して資金が足たりなくなったので、５００万円の壺つぼを買って下さいとか編集者さんから言われませんように。


　などと下くだらないことを書いていたら、スペースが足りなくなってきました。最後にお世せ話わになった方々への謝しや辞じを──。


　まずは担当のＹ編集者様、温かいご指導、ありがとうございます。多大なご迷めい惑わくをお掛けしているとは思いますが、今後ともよろしくお願い致します。


　この本が世に出るきっかけを与えて下さった選考委員の先生方、有あり栖す川がわ有あり栖す先生、井いの上うえ雅まさ彦ひこ先生、竹たけ河かわ聖せい先生、選せん評ぴよう、授じゆ賞しよう式しき、二次会でのご意見、胸むねに留とめて今後も精しよう進じんしていきたいと思います。本当にありがとうございました。


　それからめっちゃかっちょいいイラストを描えがいて下さった石田あきら様、好みの絵でもう大感激です。自分の中でもぼんやりとしたままだった透とおるや響ひびき、薫かおるの視覚イメージが、目の裏で踊るようで、嬉しくなってしまいました。本当にありがとうございます。


　いつも真まっ先さきに読んでくれる友人Ｍ君どうもありがとう。また面おも白しろいＳＦがあったら、教えて下さい。


　そして最後に読者様、最後までお付き合いいただき、本当に本当にありがとうございます。読んだあとに、あー面白かったと喜んでいただける作品を提供していけるよう、今後も頑がん張ばっていきますので、応援のほどよろしくお願い致します。







２００５年11月　北山　大詩







　解説









富士見ミステリー文庫編集部







　あなたは今なにかを探さがしていますか？　もしそうなら、霧きり元もと透とおるに会ってみたいに違いありません。なぜなら彼は捜そう索さくのプロ、凄すご腕うでのエクサーだからです──。


　そんなわけで、『エクスプローラー　覚醒少年』は楽しんでいただけましたか？　この作品は、第５回富士見ヤングミステリー大賞の奨励賞を受賞後、加筆修正したものです。謎なぞめいたホームページに潜ひそむ冒険への誘いざない。尋常ではない能力を持つ透がそのＨＰを発見するのは、もしかしたら必然だったのかも……。





　今どきのＨＰはなにが起きてもおかしくない気がします。でも、透や響ひびきたちが出会うきっかけとなった、『人類に化ばけた宇宙人を捜さがしています』という奇妙な依頼は、強烈なインパクトであなたの心をガッチリと摑つかんだはず。もちろん担当も摑まれました。透たちは、こんなおかしな依頼を受けてどうやって解決するんだろう？　何が出てくるんだろう？　と、好奇心いっぱいになってしまったんです!!


　あまりに独ひとりで生きてきたため他人を信用せずにいた主人公・透が、偶ぐう然ぜん知り合ったちょっと凶きよう暴ぼうな少女・響やおっとりしているけど心の強さを持つ薫かおる、ユーモラスな猫の桃ももたちによってどう変わっていくのか。そんなキャラクターたちの関かかわり合いを密に描えがくことで、設定の面おも白しろさに加えて感情移入し易やすくなりました。もう一気に読んじゃってください！


　捜索のプロ、エクサーである透たちが本当に見つけ出したものはなんだったのか──。この作品を最後まで読んでいただければ、それは様々に感じられるでしょう。それこそ著者が目指した面白さです。そして充分面白いと感じていただけたなら、ぜひファン・レターを送ってやってください！　それが、北きた山やま大だい詩しの更さらなるエネルギーに繫がります!!




エクスプローラー


覚かく醒せい少しよう年ねん





北きた山やま大だい詩し
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